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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき










　クリック？

　クラック！




　今日のお話は、『しあわせな王おう子じ』。




　町を見下ろす高い台の上に、しあわせな王子の像が立っていました。

　体は金ぱくでおおわれて、両目にはサファイアが、剣には大きなルビーが輝いていて、王子の像は、誰からもほめたたえられていました。

　ある夜、町に一羽のツバメが飛んできました。

　秋になって仲間たちはとっくに南の方へ行ってしまい、一人ぼっちのツバメは、仲間を追いかけて一日中とびつづけ、この町についたのでした。

「どこにとまろうかな？」

　ツバメは見回して、高い台の上の像を見つけました。

「あそこにとまろう。金の寝室だ」

　そうしてツバメがしあわせな王子の足元におりて、寝る支し度たくをはじめたとき、大きな水のしずくが落ちてきて、体にかかりました。

「どうしたことだろう。空には雲ひとつないのに雨がふるなんて」

　ツバメが見上げると、どうでしょう、しあわせな王おう子じの像が涙なみだを流していたのです。

「あなたはどなたですか？」

「わたしは、しあわせな王子です」

「それならどうして泣いていらしゃるのです？」

「わたしは生きていたとき、涙をながしたことはありません。悲しみのない宮きゆう殿でんにずっと住んでいたから。ところが死んでしまってから、こんなふうに高いところに立てられてしまったので、町のかわいそうな人たちがすっかり見えてしまう。だから、わたしの心臓は鉛なまりでできているのに、泣かずにはいられないのです。

　ツバメくん、ツバメくん。ずっとむこうの小さな通りにある家に、病気の男の子がいるのが見える。熱があってオレンジを欲しがっているけれど、まずしい母親は川の水しかあげられない。この剣のルビーをはずして、あの母親のところに持っていってくれないか。わたしの足は台から動くことができないから」

「南の国で友だちが待っているのです。それに男の子は石を投げつけるので、きらいです」

　そう言いましたが、しあわせな王子があんまり悲しそうな顔をしているので、ツバメはかわいそうになりました。

「ではひとばんだけ、ここにいて、あなたの使者になってあげましょう」

　ツバメは王子の剣からルビーをつつき出すと、それをくちばしにくわえて男の子の家に飛んで行きました。そしてぬいものの仕事でつかれきって、眠ねむってしまっている母親のテーブルの上に、そっとルビーを置いていきました。

「ありがとう、小さなツバメくん」

「ふしぎです。こんなに寒いのに、なんだかあたたかい気持ちです」

「それはきみが、よいおこないをしたからだよ」

　ツバメは眠りにつきました。

　つぎの日になって、ツバメは王子に言いました。

「こんや、ぼくは出発します」

「ツバメくん、ツバメくん。もうひとばんだけ、わたしのところにいてくれないか」

「王子さま、ぼくは南の国へいかなくてはいけないのです」

「ツバメくん。町のずっとむこうがわにある屋根うらの部屋に、ひとりの若者が見える。お芝しば居いをかき上げなければいけないのだが、火をもやすたきぎも食べものもなくて、寒くてもう字がかけないのだ」

　ツバメはやさしい心のもちぬしでした。

「ではもうひとばんだけ、ご用をいたしましょう。またルビーを持っていきましょうか？」

「いや、もうルビーはないんだ。この目のサファイアをぬきとって、あの若者のところにとどけておくれ」

　ツバメは泣きだしました。

「王おう子じさま、そんなことはできません」

「ツバメくん、ツバメくん。わたしの言うとおりにしておくれ」

　しかたなくツバメは王子の目からサファイアをぬきとると、若者へとどけました。

　つぎの日、ツバメは言いました。

「王子さま、おわかれです」

「ツバメくん、ツバメくん。もうひとばんだけ、わたしのところにいてくれないか」

「もう冬がきます。もうすぐ冷たい雪がふってくるでしょう。おわかれをしなければいけません。春になったら、ルビーやサファイアをおみやげに持ってきますから」

「下の広場に、小さなマッチ売りの女の子がいる。くつもはいていなければ、頭にもなにもかぶっていない。しかもマッチをみんな落としてだめにしてしまって、父親にぶたれると、泣いているのだ。わたしのもうひとつの目をぬきとって、あの子にとどけておくれ」

「できません。そんなことをしたら、王子さまはもうなにも見えなくなってしまいます」

「ツバメくん、ツバメくん。わたしの言うとおりにしておくれ」

　ツバメは王子の目をもうひとつぬきとって、マッチ売りの女の子へとどけました。

　そして王子のところにもどると、ツバメは言いました。

「王子さまはもう何も見えません。だからずっと、ぼくはあなたのそばにいましょう」

「それはいけない。ツバメくん、きみは南の国に行かなくては」

「ぼくはあなたのそばにいます」

　つぎの日から、ツバメは町を飛びまわって、見てきたことを王子に話しました。町にはぜいたくなくらしをしている人がいるそばで、食べるものもない、住むところもない人たちがたくさんいました。

「わたしの体は、うすい金でつつまれている」

　王子は言いました。

「これをはがして、まずしい人たちにとどけておくれ」

　ツバメは王子の体から金ぱくをはがして、まずしい人たちのところへ持っていきました。

　やがてしあわせな王子は、すっかり灰色になってしまいました。そして小さなツバメは、寒さで死にそうになっていました。

「王子さま、さようなら」

「ああ、やっと南の国へ行くのだね」

「いえ、ぼくが行くのは南の国じゃありません。死の国へ行くのです」

　そしてツバメはしあわせな王子のくちびるにキスをすると、王子の足元に落ちて死んでしまいました。

　そのとたん像の中で、なにかがこわれたような、ぴしりという音がひびきました。それは王おう子じの鉛なまりの心臓が、悲しみでまっぷたつに割れた音でした。

　つぎの日の朝、町の人びとは王子の像を見上げて、口ぐちに言いました。

「おやおや、しあわせな王子の像は、なんてみすぼらしいんだ」

「宝石もなくなっているし、金ぴかでもなくなっている。足もとに鳥も死んでいるぞ！」

「美しくない像なんか、なんのやくにも立たない」

　みんなは王子の像をこわして、炉ろで溶とかすことにしました。でも、こわれた鉛の心臓だけはふしぎなことにどうしても溶けず、ツバメの死がいがころがっているゴミの山に、いっしょに捨てられました。

「町じゅうでいちばん貴いものをふたつ持ってきなさい」

　神さまが、天使のひとりに言いました。

　天使は鉛の心臓と死んだ小鳥を神さまのところへ持っていき、神さまは王子とツバメを、天国で永遠にくらせるようにしました。




　………………







　　　序章　　しあわせのはじまり







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は確かに存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕たち人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　冷房の効いたバスを降りた途と端たんに直射日光に炙あぶられた空気を浴びて、多た代じろ亮りよう介すけは、思わず眼鏡めがねの奥の目を細めて呟つぶやいた。




「あつ……」




　ぶりかえす汗あせ。冷房で冷えた肌はだが、日光で解かい凍とうされるような感覚。

　高校一年の夏休みの、昼下がりの眩まぶしい光。それらを感じながら、亮介は肩かたにかけていたスケッチブック入りのトートバッグを、地味な眼鏡男子を絵に書いたような容姿の目の上にかざして、周りの町並みを見回した。

「……」

　亮りよう介すけがこの町に来るのは、初めてだった。

　それほど車が走っているというわけでもない大通りに面して、建売住宅と、コンビニと、いくばくかの店てん舗ぽが並んでいる、少々ごみごみした印象がある何の変哲も無い街だ。

　しかしここは亮介が、夏休みになったら一度来ておきたいと思っていた町だった。表向きは、つまり母親に話した目的は、ここから三つ先のバス停にある寺院で、先年発見されたという仏像を見学しスケッチするためだった。

　とりあえず、それは噓うそではない。

　彫刻家志望で美大を狙ねらっている亮介は、それも以前から望んでいたので、少しも噓ではないのだ。しかしここで一度途と中ちゆう下車したのは、もう一つの目的のためだ。亮介はこの近くにあるという〝彼女〟の家を見たいと、前から思っていたのだ。

　恋人ではない。クラスに一人いる、美少女というやつだ。

　名前は浅あさ井い安あん奈な。最近少しだけ仲良くなった、可か憐れんな容姿の、しかしクラスの女子にいじめられている、あまり幸福とは言えない生活を送っているクラスメイトだ。

　我ながらストーカーじみていると思ったが、別に彼女に会ったり、彼女の家でどうこうしようというつもりはなかった。ただ、彼女がどんな所に住んでいるのか、一度自分の目で見ておきたいと、そう思っていただけなのだ。

　彼女の私生活については、特に調べなどしなくても色々聞こえてきた。

　クラスに友人が多いわけでもない亮介が教室で自分の席に突っ伏していると、中学校から彼女をいじめていた女子たちが、彼女について面おも白しろおかしく話しているのが、嫌いやでも聞こえてくるのだ。




　彼女は母子家庭で、両親が離婚している。

　原因は幼い頃の彼女に、実の父親が、性的なイタズラをしたから。




　……実際のところは、どうなのかは知らない。

　しかし彼女の両親が離婚しているのは、どうも事実のようだった。

　何をするわけでも、何ができるわけでもないが、とにかく見ておきたかった。

　心配だった。彼女がどんなところで暮らしているのか。見たからといってどうなるわけでもないのだが、見ないままではどうしても落ち着かなかったのだ。

「……さて……と」

　そんなわけで亮介はひとつ町を見回すと、ぼさぼさの髪かみの中に汗あせが浮くのを感じながら、炎えん天てん下かの下を歩き出す。

　半袖そでシャツにスラックス。両手には、それぞれ大小のバッグ。

　バッグの片方はスケッチブック入りで、肩かたに。もう片方の手提さげのビジネスバッグには、スポーツドリンクのペットボトルが差し込んである他ほか、数十本の鉛筆が入ったケースが入っていて、中身がかちゃかちゃと動く音がして、感かん触しよくが微かすかに手に伝わってきている。

　そうして歩いていた亮りよう介すけは、やがて小さなマンション脇わきにある、車が一台しか通れない小さな路地に入った。入ると、その奥には古めの家とアパートがモザイクのように詰め込まれた、雑然とした印象の、住宅地が広がっていた。

　マンションの壁に取り付けられた、ここの住所を記したプレートを見る。

　そして頭の中の地図と、照らし合わせてみる。

「五丁目……合ってるよな」

　彼女の家は、この先にある。

　暑さを紛まぎらわすように独り言を漏もらして、亮介はマンションの陰から日の当たる道に出て、路地の奥へと進んでいった。

　彼女の住所は、彼女自身に聞いた。

　それほどの信頼や好意を得た……というわけでは残念ながらない。

　彼女が亮介の持っている画集に興味を持ったので、貸そうとしたことがあるのだ。だがそのとき彼女は躊ちゆう躇ちよした。もしもこれを持ったまま学校にいたら、彼女をいじめている他ほかの女子たちに見つかった時に、盗ぬすまれたり破かれたりするかもしれないという、そんな心配をしたからだった。

　亮介は、返へん却きやくは郵送でいい、と言って、自分の住所を教えた。

　そして代わりに彼女の住所を聞いた。正直なところ、このご時じ世せいにそれで住所を教えてくれる彼女は、ガードが甘あまいと思った。人が好よすぎる。

　ともかく、亮介はそのおかげで、彼女の家の場所を知っていた。

　彼女の家はすぐだ。こんな所を歩いていて、今にも彼女が向こうから歩いて来てしまうのではないかと、内心ではドキドキしていた。会ってしまったら困るのだ。

　出くわしてしまったら、とてもではないが良い言い訳など思いつかない。

　それでも亮介は、大通りよりは陰が多く、代わりに蟬せみの声が目立ち始めた住宅地の路地を、てくてくと彼女の家目指して歩いてゆく。

　やがて、亮介の歩く細い道に、別の大通りから延びる少しだけ大きな道が交わる。

　辛かろうじて車二台がすれ違える道。家は、この通りに入って曲がってすぐだ。

　亮介はその小さな丁てい字じ路ろに行き着いて、少しだけ立ち止まる。

　躊躇。頭の中の地図通りなら、ここから右を見ればすぐに彼女の家が見えるはず。出た途と端たんに彼女とばったり、などということも十分にあるかもしれない。

「……」

　見つかったらどうしようという思いと、彼女の家に来たのだという思い。

　心臓が、早はや鐘がねのように鳴る。

　立ち止まって、しばし。

　亮りよう介すけは、そーっ、と曲がり角から少しだけ身を乗り出すと、雑多な住宅がひしめく通りの向こう側に、横目気味に目をやって、それとなく窺うかがって見た。

　途と端たん。




　すっ、




　と腹の底の体温が引いたような、そんな冷たい感覚を、体内に感じた気がした。

　それは、ほんの微かすかな違和感として体内感覚と意識の端はしに引っ掛かったが、今まさに彼女の家を窺っているという緊きん張ちようは、その引っ掛かりをどうでいいものと認識した。

　路地の向こうには決して新しくはない住宅が、壁と塀へいを接するようにして道沿いに並んでいる。住宅ばかりで、目印になるものなど特にない場所だが、ネットの地図で調べて来ていたので、どの家が「そう」なのかは、一目見ただけで分かった。

　あの家だ。

　玄げん関かん前に、車が停とまっている家。

　だが────ただそれだけの光景に、その瞬しゆん間かん、息が止まった。

　経年で色がくすんだ、クリーム色の壁をしているその彼女の家の前には、霊柩車じみた大型の黒いバンが、凝ぎよう縮しゆくした暗くら闇やみが鎮ちん座ざしているかのように、重々しく暗あん鬱うつな気配を威圧的に放ちながら、停められていたのだった。

「……」

　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。

　そして。

「え……？」

　通りから身を隠かくすのも忘れて、思わず亮介は、その場に立ち尽くした。

　さーっ、真夏の陽ひの下で、汗あせが引いていった。まるでその周囲さえも翳かげらせるような、圧倒的な存在感で停まっているその車は、子供の頃に見たことがある、得え体たいの知れない記き憶おくの中にある車と瓜うり二つだったのだった。




　ずっと気になっていた、子供の頃の記憶がある。

　小学生の頃、ある日の夕方、隣となりの家の前に、大きな黒い車が停まっているのを見た。

　洋画に出てくる霊れい柩きゆう車しやだった。

　その日を境に、隣の家族は姿を消した────




　あの時、隣となりの家の前に横付けされていた、黒い不ふ審しんな車。

　それきり隣の家の人は行方ゆくえ不明になって、警察の人もやって来て話を聞かれた、不安を催もよおすうっすらとした記き憶おく。

　ずっと記憶の端はしに引っ掛かりながらも、忘れかけていた記憶が、フラッシュバックした。

　その蘇よみがえった記憶に、心を千ち々ぢにかき乱されて、亮りよう介すけはそこに立ち尽くしたまま、呆ぼう然ぜんとその車を見つめた。




　葬そう式しきもない家の前に、大きな黒い霊れい柩きゆう車しやが停とまっているのが目もく撃げきされる。

　その日を境に、その家の人間は、忽こつ然ぜんといなくなる────




　都市伝説じみた話が、不意に頭に浮かんだ。

　だんだんと全身に鳥とり肌はだが立った。かつて自分が目撃したことのある、記憶の中の淡く不ぶ気き味みな光景が、目の前の光景に、頭の中で重なった。

　鳥肌。

　そして不安。

　亮介は微かすかに引き攣つった表情で、周囲を慌あわてて見回す。

　眩まぶしい太陽光の下、路地に人通りは全くなかった。見える限り、住宅の門もん扉ぴと塀へいと生いけ垣がきと、庭木の緑が両手に続いている道には、不自然なほど人の姿も、気配も存在しなかった。

　そして気づけば、あれほど煩うるさかった蟬せみの声も────ぱたり、と。

「………………！」

　不意に気づいてしまった、自分がその真まっ只ただ中なかにいる、まるで時間の間かん隙げきに嵌はまり込んだかのような、真夏の静せい寂じやく。

　陽炎かげろうの立つ真夏の写真の中に立っているように、現実感がない。

　この異様な静寂がたまたま蟬の声が止まっただけに過ぎず、また感じているこの異様な雰ふん囲い気きが自分の不安から来る錯さつ覚かくであることを亮介は疑わなかったが、それでもあの黒いバンを目の前にして起こった空気の変質に、まさに血の気が引くような思いに襲おそわれた。

　────何なんだ……？

　頭の中は、そんな問いで一杯になった。

　自分の薄うすい記憶との符ふ合ごうはともかくとしても、あんな車は霊柩車以外に見たことがない。どうしてよりによってそんなものが、彼女の家の前に停まっている？

　家族の誰かが死んだのか？　だが葬そう儀ぎ業者が入っているにしては静か過ぎる。

　寒気に似た混乱が頭の中を巡めぐっていたが、理屈ではなかった。それは自分の記憶の底に引っ掛かり続けていた、あの子供の頃に見た、不気味な黒い車の影から、滲にじみ出しているのは明らかだった。

　ただ家の前に車が停とまっているだけの光景に対する、理屈に合わない不安感。

「……」

　亮りよう介すけは、数秒の呆ぼう然ぜんから我に返ると、再び慌あわてて周囲を見回して、そして目の前の通りへと出て、彼女の家の方に向かっていった。

　もっと、玄げん関かんがよく見える場所へと。

　本当は遠目に見るだけで帰るつもりだったのだが、もはや彼女の家の前の、あの車が何なのか、ひどく気になっていた。

「…………」

　黒いバンに塞ふさがれた玄関を見据すえたまま、遠巻きにするように歩いた。

　視界と共に見える玄関の角度がゆっくりと変わるが、中の様子は、よく見えなかった。

　通りと玄関までの間を申し訳程度に隔へだてている格こう子し状じようの門もん扉ぴと、その奥の玄関の扉が、辛かろうじて窺うかがえるだけ。

　ただ────これだけは見えた。

　門扉も玄関も、どちらも全開まで開け放たれていたのだ。

「………………」

　玄関からは、眩まぶしいほどに明るい外の光に対比して、ひどく暗く影になった開口部を晒さらしていた。

　静まり返っていた。不安が増す。だがさすがに近づく気にはなれなかった。亮介は自分の心臓の音が大きくなってゆくのを聞きながら、通り過ぎるように移動して、一いつ瞬しゆん逡しゆん巡じゆんし、そのまま家に背を向けて立ち去った。

　帰るのではない。回り込むのだ。

　回り込んで裏の狭い路地に入れば、裏口があるように思えたからだ。

　道を曲がって、そこからは自然と早足になる。

　シャツは汗あせでぐっしょりと濡ぬれていたが、それが単に夏の暑さのせいなのか、それとも別の理由で汗をかいているのか、もはや自分では判断がつかなかった。

　そして、道を行くと、すぐに見つける。

　狭い路地があった。舗ほ装そうがされていない、入ってすぐに古びた小さな家の入口が数件ある他ほかは、奥に行くに従って民家の裏口や裏のベランダが顔を付き合わせるばかりになる、隙すき間まじみた抜け道状の通路だった。

　迷わず入る。陰になった路地に入った途と端たん、ひんやりと澱よどんだ空気が触ふれて、シャツと肌はだの汗を冷やした。

　湿しめった土の匂においがする、やたらと鉢はち植うえやプランターが目立つ、薄うす汚よごれた路地。亮介は、そこが本当に彼女の家の裏に通じているか確信はないまま、バッグの中で乱暴に揺らされるペンケースと自分の呼吸の音を聞きながら、早足に奥へと進んでいった。

　奥へ進んでやがて、目的の場所を見つけた。

　アルミ格ごう子しの嵌はまった台所の窓があり、エアコンの室外機が地面に直じか置おきされている家の、曇りガラスのついたドアが、おそらくは彼女の家の裏口だった。

　近寄る。そして立ち止まり、耳を澄すませた。

　ドアの向こうに音はない。ただ、あちこちに設置されたエアコンの室外機の音が、裏路地の静せい寂じやくを、耳障ざわりな音で乱しているだけだった。

「……」

　しばし、じっと意識を向けていたが、ドアを隔へだてた向こうの台所には人の気配は感じられなかった。感じられるのは空からっぽの気配だけ。亮りよう介すけはドアに手を伸ばすと、ノブを摑つかみ、ゆっくりとドアノブを捻ひねってみた。




　かちゃ。




　予想に反して、ドアノブは回った。

　あまり使われていないか、手入れがされていないらしい裏口のドアは、亮介がドアノブを引くと、ざりと砂すな埃ぼこりが嚙かむ音を微かすかにさせて、あっさりと開いた。

　油じみた、他人の家の台所の匂においがした。

「………………！」

　途と端たんに緊きん張ちようが心臓を締め上げた。得え体たいの知れない不安に手を引かれるようにしてここまで来てしまったが、不法侵入であることが急に実感として感じられたのだ。

　誰かに見られて咎とがめられれば、一切の言い訳のしようがなかった。

　ドアを閉じて立ち去れば、まだ間に合う。

　そうするべきだ。自分の中の理性が、常識が、そう訴える。

　そうして我に返った亮介が、ドアから手を離そうとしたその時。亮介がこのドアを開けたことで、空気の通り道ができたらしく、家の最奥で澱よどんでいた台所の空気が、亮介のいる外へと向けて吹き出してきた。

「…………うっ……!!」

　あっという間に裏路地の空気が、鉄臭くさい匂においに満たされた。

　呻うめいた。家の中から流れ出した空気は一いつ瞬しゆんにして裏路地の空気に拡散したが、それでもなお希き釈しやくし切れないほどの、猛もう烈れつに濃こい血の臭においを含んでいたのだった。

「………………!!」

　今まで嗅かいだこともないほどの、凄すさまじい血の臭い。

　むせ返りそうになると同時に、戦せん慄りつが走った。思わずその場に棒ぼう立だちになった。

　────何があった!?

　頭の中で、悲鳴のように思った。

　中で何が？　彼女は？　何か恐ろしい事件が起こっているとしか考えられない状況で、恐怖にかられた。どうすればいいのか分からなかった。

　何かあったのは間違いない。だが……彼女は？

　彼女はどうなった？　恐きよう慌こうの後に、だんだんと彼女への心配が心の中に膨ふくれ上がって、やがて頭が一杯になった。

　そして。




　ざり、




　と気づいた時には開きかけのドアをさらに開けて、亮りよう介すけは家の中に足を踏み入れていた。

　警察に電話を、などという考えはなかった。最初はそんなことを思いもしたが、自分がここに来たということを人に知られるのは嫌いやだった。

　それでも、何とかしなければならないということも、また事実だった。その結果、焦あせりと緊きん張ちように背中を押されて、混乱のままに、亮介は彼女の家へと侵入した。

　彼女は？　何があった？　心臓が激しく鼓こ動どうする。

　確かめなければ。何とかしなければ。思いはただそれだけ。緊張で神経が真っ白になっている中で思うのは、彼女が心配だという、ただその一心。

　そしてその一心で踏み込んだ家の中は、口の中で生なま臭ぐさい血の味がしそうなほど、ひたすら血の臭においが充満していた。それは気化した血液がそのまま空気に混じっているのではないかと思うほどで、その空気を直接吸い込むことに、鼻にも口にも、抵抗を感じた。

　一体どんなことがあれば、こんな酷ひどい血の臭いが立ちこめる？

　想像するだに恐ろしかった。心の中を、肌はだを、冷たいものがなぞってゆく。

　裏口から入った台所は、ほとんど窓もなく、奥まった造りのため薄うす暗ぐらい。物が雑然と置いてある、台所と、食しよく卓たくと、食器棚だなが納まったこのどことなく埃ほこりっぽい部屋は、先ほどの裏路地と同じ種類の影に沈んで、無人の沈ちん黙もくに満たされていた。

　そして奥────玄げん関かん方面に続く戸が開け放たれて、暖の簾れんの向こうから、明かりが射し込んでいた。

　あの黒い車が停とめられている、表からの光だ。

　それを見て、息を潜ひそめる。車が停まって玄関が開いている。

　ここには、誰かがいるのだ。息を潜めて、耳を澄すませた。

　……と、その時だった。




　すっ、




　と突然、廊下から射し込む光が翳った。

「!!」

　そして、その直後、




　ばたん！




　と廊ろう下かから空気が吹き込んで、玄げん関かんのドアが閉まる音がした。

　それきり、家の中の空気は静かになる。代わりに玄関の向こうで、足音と気配と、門を閉ざす音が、ドア越しにくぐもって、微かすかに聞こえてきた。

「………………！」

　誰かが、家から出て行った。

　誰かいたのだ。やはり。だが、誰が？

　この家の関係者？　彼女の？　そしてこの凄すさまじいまでの血の臭においと、何か関係があるのだろうか？

「…………………………！」

　冷や汗あせが吹き出す寸前で止まっているような、そんな感覚だった。

　緊きん張ちよう。恐れ。不安。そんなものがないまぜになって胸の中を凍こおらせて、両手の指先にまで、緊張と震ふるえを伝えていた。

　どうする？

　顔が引き攣つる。今にも歯の根が合わなくなりそう。

　見つかったらどうなる？　今は表の音が聞こえるばかりで、水面のように静まり返った、家の奥を見つめたまま、逡しゆん巡じゆんした。数秒がひどく長く感じた。

　そしてその、逡巡の後。




　……みし、




　それでも亮りよう介すけは、息を詰めて靴を脱ぬぎ、台所へと、足を踏み入れた。

　たったそれだけの短い一連の動作で、息が上がった。まるで心臓の辺りに吹雪ふぶきが吹き込んでいるかのような緊張に内臓を締め上げられたが、しかしここでじっとしていても、その緊張がゴムのようにゆっくりと張り詰めてゆくだけの違いでしかなかった。

「………………」

　みし、と、静かに足を踏み出す。

　微かに軋きしむ床ゆか。その音が、そして自分の呼吸の音が、ひどく大きく聞こえて、今にも心臓が破は裂れつして死にそうだった。

　暖の簾れんの隙すき間まから光を漏もらしている、暖簾のかかった入口に近づく。近づくにつれて、戸口の上半分を覆おおっている暖簾の下に、玄げん関かん周りの窓から入る外の光に照らされた、廊ろう下かの床ゆかが見えてきた。

　そして、その暖簾へ、そーっと、そーっと近づいて。

　ふと、暖簾の前で、立ち止まった。

　視線は下に、足元の床に。

　目を見開いて、息も止まって────




　暖簾の下に覗のぞいた廊下には、べったりと血でつけられた靴痕が垣間見えていた。




「…………………………!!」

　言葉など出なかった。痙けい攣れんしたように息が止まり、目を見開いて、全身に冷たい鳥とり肌はだが駆かけ上がるのを感じながら、ただそれを見下ろして暖簾の前に立ち尽くした。

　心臓が狂ったように鳴る。顔面が引き攣つる。

　空気に濃密に混じる血を肌が感じているような気がした。血の臭においが、今にも肌でべとつく結けつ露ろになってしまいそうで、この空気に触ふれていることに、たまらない恐怖とおぞましさを感じた。

　半分ほどが垣かい間ま見みえる、乱暴につけられた、掠かすれた血の靴くつ痕あと。

　それと空気を介かいして肌が接していることが、恐ろしかった。

　その向こうは、どうなっている？

　何が、ある？

　凍こおりついたような、沈ちん黙もく。

　瞬まばたきもできずに、じっと血の足跡を、見下ろす。

　そして、その恐怖に満ちた停止の中、そっと、震ふるえる手を暖簾へ伸ばした。

　指先が近づいて、

　暖簾に触れて、

　その合わせ目を、そっと広げて────




　そこに、廊下一面に広がる滅茶苦茶に踏み荒らされた血の海と、壁中はおろか天井にまで飛び散った血と、そして玄関から外へ出てゆく血塗れの足跡が延びている真まっ赤かな惨さん劇げきの光景を目まの当たりにして──────




「………………………………………………っ!!」

　玄げん関かんの向こうで、車のエンジンがかかる音が微かすかに聞こえた。

　今まで聞いたことがないほどの、恐ろしいエンジン音だった。

　………………




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡あわ〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互ご助じよ会かい結社。

　彼らは世界の裏うらで被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくしてまた、〈童話〉が始まる。
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　　　一章　　高炉のある町
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「……〈葬そう儀ぎ屋や〉さんから応援のお願い？　珍めずらしいわね」




　話を聞き終わると、時とき槻つき雪ゆき乃のがそう言って腕うで組ぐみし、その冷たげな美び貌ぼうの目元に、微かすかに険しい色を浮かべた。

　高一の夏休みも半ばに差し掛かる頃の、古こ物ぶつ屋や『神か狩がり屋や』の店内。白しら野の蒼あお衣いはこの日、朝早くに神狩屋に電話で呼び出されて、珍しく思いながらも急いでやって来たところ、この店の主人にして〈ロッジ〉の世話役である神狩屋こと鹿か狩がり雅まさ孝たかに、今しがた雪乃が言ったような用件を伝えられたのだった。

「そういうこともあるんですね……」

　蒼衣は、高校一年という年頃の男子としてはやや線の細い顔立ちに、少しだけ意外そうな表情を浮かべて言う。

　身を包んでいるのは校章の入ったシャツにモスグリーンのズボン。そして傍かたわらには学校指定のバッグという姿は、これでもかというほど学校の制服だが、それでも荷物はある程度まとめてあって、一、二泊くらい出かけても平気な程度の、簡単な準備はできていた。

　休みなのに制服なのは、一つは学校の部活動で出かけているという家族への建前のため。

　そしてもう一つの理由は学校の規則に、『外出時は制服着用のこと』という、もはや守る者も守らせる者もいない、大昔に決められたきりの項目があるためだった。

　蒼衣はそういう規則を無視することに、何となく居心地の悪さを感じる人間だ。

　ともかく、蒼衣は神狩屋の呼び出しを受けて、真面目まじめな高校生そのものの格好で、ここに馳はせ参じていた。

「〈葬儀屋〉さんが応援を呼ぶなんてこと、今までもあったんですか？」

　蒼衣は訊たずねる。

「それに、電話では、急ぎの用だって言ってましたけど……」

　どこか控ひかえ目な、ある種の平へい々へい凡ぼん々ぼんさをもった蒼衣の物もの腰ごしは、その格好とも相まって、引いん率そつの先生に質問をする生徒のようだった。

「うん、急な話で済まない」

　対する神か狩がり屋やの様子は、言うほどには火か急きゆうの風ではなかった。

　ただ、若白髪しらがの混じった寝ね癖ぐせ頭は朝早くに起きた時のままらしく、普段以上にぼさぼさで、丸いレンズの眼鏡めがねの向こうで、幾分寝不足な目が何度もまばたきしている。

　そんな神狩屋の背後に見える戸と棚だなのところでは、わざわざ無理に起きてきたらしい、田たの上うえ颯さつ姫きがパジャマ姿のまま眠ねむそうにお茶を淹いれている。寝起きで乱れた髪かみに、彼女のトレードマークであるカラフルなヘアピンが、ろくに鏡も見ずにつけた様子で差し込まれて、一本などは留めるどころかぶら下がっている感じの珍ちん妙みようなことになっている。

　神狩屋は未明に〈葬そう儀ぎ屋や〉からの電話で起こされて、そのまま色々手配していたらしい。

　そして颯姫は、その電話で一度目を覚まし、その後でもう一度寝たものの、蒼あお衣いたちが来たので頑がん張ばって起きてきたようだ。子供には少々辛つらいだろう。

「どぞー……」

　やがて颯姫は接客用の丸テーブルに、かちゃかちゃと少々危なっかしい手つきで紅茶の入ったカップを並べる。その端はしから、神狩屋が「ああ、ありがとう」という言葉と共にカップを取り上げて、眠気覚ましのエネルギー補給なのだろう、角砂糖を三個も放り込んで、ぐるぐるとかき回した。

「……二年くらい前にあったきりかしら？　〈葬儀屋〉さんからの依頼は」

　そうしている神狩屋に、雪ゆき乃のが言った。

　真夏だというのに合服のセーラー服に、レースを使ったゴシックロリータのリボン。それでポニーテール気味に髪を結い上げた姿の印象は、鋭えい利りかつどこか非日常的で、同じ制服姿の蒼衣が普通っぽさを醸かもし出しているのと対極の印象をしている。

　雑多な古こ物ぶつが陳ちん列れつされた棚が並ぶ店内で、雪乃の鋭い美び貌ぼうは亡ぼう霊れいじみている。

　日本の湿しめっぽい幽霊ではない。欧おう州しゆうの古い館やかたや古城に現れ、冷たい敵意を纏まとって佇たたずむ、幻影じみた少女の亡霊だ。

「あの時と同じなの？　用件は」

「うん、そういうことになるね」

　雪乃が言い、神狩屋は頷うなずいた。

　蒼衣だけ置いてけぼりだ。蒼衣は訊たずねる。

「あの時？」

「ああ、うん。多くはないけど……時々あるんだ」

　蒼衣の問いに、神狩屋は言った。

「これまで何度もあったわけじゃないけど、何と言うか、たまにあるんだよ」

　その言葉には少々の言い澱よどみと、身内の失敗を擁よう護ごするために言葉を選ぶような、そんな響ひびきがどことなくあった。

「修しゆう司じ────ええと〈葬儀屋〉が、表沙ざ汰たにできない状態になった〈泡ほう禍か〉被害者の死体を処理してるのは知ってると思う」

「はい」

　頷うなずく蒼あお衣い。

「で、まあ、要するに……逃げられたんだよ。処分するはずの死体にね」

「え？」

　蒼衣はそれを聞くと、その言葉の不ふ吉きつさに、質問をした表情のまま、思わず微かすかに顔が引き攣つった。




　………………
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　先の事件から、しばらく。一週間ほど平へい穏おんな日が続いていた。

　蒼衣たちはこの一週間、外の活動を休業して、大人おとなしくしていた。

　外の、というのはつまり他所よその〈ロッジ〉からの応援要よう請せいのことだ。つまり応援要請を断っていたのだ。これは神か狩がり屋やの意向だった。

　前回の事件のダメージが、雪ゆき乃の、蒼衣共に大きかったことが理由だった。その神狩屋の決定に、雪乃などは大いに不満を露あらわにしたが、他〈ロッジ〉との連絡や折せつ衝しようを受け持っているのは神狩屋なので、文句を言ったところでどうにもならなかった。

「あちゃー、またウチが原因だとか言われて、風当たりが強くなるなあ」

　例の事件に蒼衣たちが関わる原因になった、向こうの〈ロッジ〉の世話役であるリカは、事件の後始末の時に神狩屋に応援の休止を伝えられて、そうぼやいていた。

「事実、そんな感じです」

「ふふん、まあね。ま、憎にくまれるのには慣れてますよ。なんたってリカさんは、〝百万回殺された猫ねこ〟なんですからね」

　珍めずらしく腹に据すえかねたらしい神狩屋は突き放す。それをチェシャ猫のように、笑っていなすリカ。

　神狩屋が蒼衣たちを応援に出すことの休業を決めたのは、その辺りの確かく執しつもあって、少々過反応になっているフシもないではなかった。まあともかくそんなわけで、一週間、蒼衣たちは学校がある頃のように、地域を監かん視し巡じゆん回かいする日課は続けながら、療りよう養ようと休養に充あてた。

　本当は町の巡回も休んでいいと神狩屋は言っていたのだが、雪乃が頑かたくなに一人でも継続しようとするので蒼衣も当然付き合った。そしてそんな蒼衣も、休業に不満があるわけではなかったが、幾分拍ひよう子し抜ぬけはしていた。学校が夏休みに入ってからというもの貴重な〈騎き士し〉でありながら高校生でもある雪乃は、これ幸いとあちこちの〈ロッジ〉から引っ張りだこで、蒼衣もその状況を目まの当たりにしていたので、これはちょっと覚かく悟ごしなければならないと腹をくくったばかりだったからだ。

　……とはいえ、確かに休養期間があるのは、蒼あお衣いとしては正直助かっていた。

　解決の日の翌日、そ知らぬ顔をして『部活』の合宿から家に帰った蒼衣だったが、その実、背中の皮がほとんど剝はがれるほどの怪け我がが完全に治らず、まともに風ふ呂ろにも入れない状態で帰宅する羽は目めになっていたのだった。

　正直いままで日常生活も支し障しようだらけで、両親に悟さとられないようにするのは大変だった。神か狩がり屋やの〈断だん章しよう〉のおかげで三日そこそこで傷は塞ふさがったが、まだ背中の皮ひ膚ふが突っ張るような感覚は残っていた。完全に癒いえてはいないのだ。

　そんな状況なので、朝っぱらから神狩屋に電話をもらった時は、何事かと思った。

　ただ単に神狩屋の気が変わったのならいい。それよりもまず疑ったのは、神狩屋が意向を変えるほどのよほどの事が起こったか、あるいは身近なところで何か起こってしまったのではないかという恐れだった。

　そんなわけなので、理由を聞いた時には、蒼衣はむしろ安心した。

　つまり〈葬そう儀ぎ屋や〉からの依頼ということ。神狩屋と、〈騎士団オーダー〉の死体処理役である〈葬儀屋〉瀧たき修しゆう司じは、かなり親密らしいことが何となく分かっていたので、その誼よしみで蒼衣たちを出すことに決めたのだと思われた。

　危険もそれほどなさそうだった。それは神狩屋の言動の端はし々ばしから感じた。

　ただ、それでも神狩屋は、まだ傷が完治していない蒼衣たちを出すことを渋しぶったらしく、朝になって蒼衣たちに電話をかけるまで、他ほかにもっと良い手立てがないか色々と苦心して手を回した様子だった。

　だが、結局代だい替たいがきかず、蒼衣たちにお鉢はちが回った。

「雪ゆき乃の君たちを応援に出さないようにした結果として、他の人の手を塞いでしまった形になってしまってね……他に適任がいなかったんだ。いや、結局僕の尻しり拭ぬぐいをさせる感じになってしまって、本当に申し訳ない」

　神狩屋は言っていた。それに対して、蒼衣と雪乃は答えた。

「いえ、別に気にしてませんよ」

「本当に自じ業ごう自じ得とくだわ。まあ私にとっては当てもなく町をぶらぶらさせられるより、遥はるかにマシだけど」

「……」

　雪乃は機き嫌げんが悪いのだか、少しは良くなったのだか、よく分からない調子。

　ともあれ、こうして蒼衣と雪乃は神狩屋の手配したタクシーが来るのを待って、〈葬儀屋〉の住む県まで出かけることになった。

　雪乃は、

「私だけで十分だわ」

　と主張したが、神か狩がり屋やは首を横に振った。

「いや、これを期に白しら野の君にも、修しゆう司じの役目がどういうものなのか少し知ってもらおうと思うんだ。これは修司の側の希望でもあるんだよ。それに雪ゆき乃の君も、どういうことなのか気になってないかい？　あの────死んだはずのあの子が生き返ってたことに。もし知りたいのなら、説明してくれるそうだ」

「！」

　眠ねむそうに椅い子すに座っている颯さつ姫きを横目に、急に声を潜ひそめさせて言う神狩屋。

「…………別に。〈葬そう儀ぎ屋や〉さんが裏で何してようが、私には関係ないわ」

　雪乃は数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくの後そう言ったが、態度は言葉通りには見えなかったし、それ以上文句を言うことはやめた。

　……そして、時間が経たって、昼近く。




「うわ、さすがに暑い……」




　タクシーからハイウェイバスに乗り継ついで、約二時間。高速道のインターチェンジの停留所でバスを降りると、蒼あお衣いと雪乃の二人を待っていたのは、バスに乗っている間にだいぶ高くなった太陽と、それとは対照的な、霊れい柩きゆう車しやじみた大型の黒いバンだった。

　むっ、と蒸気のようにまとわりつく蒸むし暑い空気に、蒼衣は思わず呟つぶやき、雪乃も僅わずかに眉まゆを寄せる。そしてその後、煩うるさいエンジン音と排はい気きガスの匂においをさせてバスが走り去ると、近くの路ろ肩かたに停とまっていたバンが動いて、申し訳程度に雨避よけの屋根がある、蒼衣たちが立っているバス停へと横付けされて、それと同時に助手席のドアが開いた。

「お疲れ様。ごめんね二人とも。わざわざ来てもらって」

　そして降りてきた戸と塚つか可か南な子こが、微笑ほほえんで言った。

「あ……」

　だが一いつ瞬しゆん、蒼衣は彼女が誰だか判断できなかった。可南子がＴシャツとジーンズに、泥どろ汚よごれのついたエプロン姿という、ラフな格好をしていたからだった。

　蒼衣は、可南子も〈葬儀屋〉も、喪も服ふく姿しか見たことがない。

　心の中では、ほとんど畏い怖ふのイメージばかり持っていた、いつも見る可南子と、今のイメージが、一瞬結びつかなかったのだ。

「あ……いえ。よろしくお願いします」

「よろしくを言うのは、こっちなんだけど」

　蒼衣の挨あい拶さつを聞いて僅わずかに苦笑する可南子は、普通に陶とう芸げい教室のお姉さんに見えた。

　というよりもこちらが可南子の普段なのだろう。見れば運転席に座っている〈葬儀屋〉も腕うでまくりしたラフなワイシャツ姿らしいことが、ウィンドウの偏へん光こうで黒っぽく見える窓越しに辛かろうじて見て取れた。

「じゃ、荷物はこっちに」

　戸と惑まどう蒼あお衣いの前で、可か南な子こはてきぱきと動き出し、バンの後部ドアを開け、蒼衣と雪ゆき乃のの荷物を受け取って貨物スペースに収める。その貨物に、重ねられたたくさんのバケツと、バケツに突っ込まれた何本もの刃物が垣かい間ま見みえた時、今ここにいる可南子たちとこの車が間違いなくあの〈葬そう儀ぎ屋や〉と同じものなのだと、今いま更さらながらに蒼衣は思った。

「さ、暑いでしょ。早く乗って」

　可南子は後部ドアを閉じて、後部座席のドアを開けると蒼衣たちを促うながす。

　雪乃が素っ気なくさっさと乗り込み、蒼衣も続く。座席を畳たためば貨物スペースを広げることもできる大型バンの後部座席は、雪乃が頰ほお杖づえをついて窓際に寄ると、蒼衣との間にそれなりの距離ができた。

　その広さを少し残念に思いながら、蒼衣は運転席の〈葬儀屋〉を見た。

　その手で切り刻んだ死体が血の一いつ滴てきさえも集まって蘇よみがえるという、そんな〈悪夢〉の欠片かけらを抱かかえた〈葬儀屋〉は、その日本人離れした長身をシートに沈めて、彫りの深い容よう貌ぼうに険しい無表情を浮かべて、前を見たまま無言で座っていた。

「…………」

　いつも彼が放っている、長大な葬そう列れつが発する空気を一人に集約したような異様な雰ふん囲い気きは、この陽光の下ではさすがに薄うすらいでいた。

　もちろん、それでも近寄り難いことには変わりがない。話しかけることもできずにいると、可南子が助手席に乗り込んでドアを閉め、車内に一いつ瞬しゆん生暖かい風が吹いて、そして車はやはり一言もなく出発した。

「……結構、山の辺りなんですね」

　出発した車の中で、蒼衣は言った。

「ふふ。そうね」

　可南子が笑う。バスを降りた時からすでに感じていたが、高速道から見えていたここに来るまでの景色けしきは山林が目立ち、町も少々高台に上れば見渡せそうな規模だった。

　雰囲気も寂さびれた風ふ情ぜいで、一番目立つ建物は有名企業の大きな工場だ。

　大型のショッピングセンターやパチンコ屋、飲食店などが、敷しき地ちをふんだんに使ってまばらに並んでいる様子は、山がちの場所に広がる田舎いなか町まちだ。

「でも、瀧たきの家はこの辺じゃないの。もっと山の中よ」

　可南子は言った。

「え？」

「だいぶ外れた、本当に山の中。いまどき陶とう芸げいの人が山の中に住んでなきゃいけないなんてことはないんだけど、瀧たきは人嫌いの偏へん屈くつだから」

「……」

　くす、と笑う可か南な子こ。〈葬そう儀ぎ屋や〉は聞こえないかのように押し黙だまって、運転している。

　そうするうちにも、車はだんだんと街中を外れ、そのうち町の景色けしきが途と切ぎれた。林道なのだろうか、崩ほう落らくを防ぐための工事がされた斜面に沿う形で、谷をなぞるようにぐねぐねと曲がる山の中の道路を、車は進んでいった。

　言葉に違たがわぬ山の中だ。

「雪ゆき乃のさんは、来たことあるんだよね」

「……」

　蒼あお衣いは隣となりの雪乃にそう聞いたが、無視された。最近の雪乃は概おおむねこの調子だ。

　窓に側頭部をつけて、ずっと不ふ機き嫌げんそうに外の景色を見ている雪乃。ここのところの雪乃は蒼衣と行動を共にはするが、前にも増して常態が不機嫌だった。

　蒼衣が漏もらすのは、苦笑い。

　つい一週間ほど前に、蒼衣は雪乃に「嫌い」と言われたばかりだが、実のところ蒼衣はそれほど問題だとは思っていなかった。

　周囲から浮いたり目立ったりすることが苦手だったが、にもかかわらず、蒼衣は他人に嫌いだと言われることに慣れていた。心に〝病み〟を抱かかえている女の子が気になるという、蒼衣の性向の原因になった、ひどく蒼衣に執しゆう着ちやくしていた心を病んだ幼おさな馴な染じみの少女に、駆かけ引きじみた「嫌い」を散々言われてきたからだった。

　ともあれ、無視された蒼衣は苦笑いして、視線を前に戻す。

　車は幾度もカーブを描く道を進み、曲がるたびに身体からだが左右に振られる感覚がして、木々とアスファルトの道路しかない景色は、あの町からさほど入ったわけでもないのが信じられないほどだった。

　それでも所々に、朽くちているのではないかと思うほどの古い民家や、資材置き場っぽいものなど、人の営みの気配が点在している。そんな道を、車はしばらく進んでゆくと、やがて路ろ肩かたにある空あき地のような場所に滑すべり込んで、そこから山林の中に続いている舗ほ装そうのされていない道へ、がりがりとタイヤの音を立てながら入り込んでいった。

「ここは……」

　この道に入る寸前、道の入口辺りに木の杭くいが打ち込まれて、『この先私有地』と書かれた板が結わえられているのを、蒼衣は見ていた。

「もうすぐよ」

　可南子が助手席から、声をかけてくる。

　そうするうちに、車のすれ違えないほど細い林の中の私道の奥に、開けた空間が現れた。

　小さな採石場のように山林を切り開いた空間と、そこに建った三軒げんの大きな平屋の工こう房ぼう。

　そして倉庫とガレージ。それは、先に言われていなければ生活の場だとは考えなかっただろう、ここで生活しているとするならば家というよりも作業場に起き居きよしているような印象を受ける、陶とう芸げい家か瀧たき修しゆう司じの家だった。
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　工こう房ぼうの中でも一番奥の、一番大きな建物の中に、陶とう器きを焼く巨大な窯かまがある。

　入ってすぐにある、鈍にぶい色をしたぶ厚い鉄の扉とびら。温度計などのメーターがついた表面をこちらに向けている、コンテナほどもある威い容ようの鉄の函はこが、それだ。

　だが目的のものはそれではない。いきなり目に入る、その大きな窯の裏の隠かくれて見えない位置にもう一つの窯が存在している。この大きな納な屋やのような建物の隅すみ、一番奥に、放置されて忘れ去られたように、小さな窯が置いてあるのだ。

　小さいと言っても、しゃがんだ人間が三人入って余よ裕ゆうがあるほどには大きい。

　重く厚い金属の扉。だが何よりも印象に残るのは、この窯が古びていることだった。

　表にある最新式の窯とそれほど変わらない造りをした機械だが、放置され、朽くちるに任せているジャンクじみた古さがある。そんな廃はい棄きされたかのような窯が、夏だというのにひどく暗く感じる建物の隅で、老いた怪物がうずくまって棲すみ着いているかのように、暗あん鬱うつと鎮ちん座ざしているのだった。

　蜘蛛くもの巣でも張っていそうな、汚よごれた鉄の扉。

　その扉が半分ほど開いて、中の恐ろしく濃い闇やみを少しだけ覗のぞかせる函が、まるでその闇を滲にじみ出させているかのように、この辺りだけがひどく暗い。

　扉の前に立ってその薄うす暗がりに触ふれていると、寒くもないのに、わけもなくうっすらと鳥とり肌はだが立ってくる。そして窯の扉の周りには、粉々に砕くだかれた焼き物が散乱していて、その様は撒まき散らされ打ち捨てられた、無数の白骨を思わせた。




「…………開いてるのを見るのは、初めてね」




　時とき槻つき雪乃がこの扉の前に立つのは、二度目になる。

　前にも同じ依頼でここに来た。だが扉が開いている姿は、前には見ていない。

　この窯は、表にある新しい窯が来るまで、陶器を焼くために使われていた。そして今も使われている。陶器を焼くためではなく、人間を焼くためにだ。

「ここから逃げたの？」

　雪乃は、腰こしに手を当てて扉の前に立ちはだかるように立つと、そう訊きいた。

「ええ、目を離したら、開いてたの。鍵かぎが駄だ目めになってたのね。外に火ひ達磨だるまの死体が転げ回ってたわ。二人は〝回収〟したけど、一人だけどうしても見つからなくて」

「そう」

　可か南な子この答え。雪ゆき乃のは鋭く目を細める。

「前の時は、焼く前だったわね？」

「ええ」

　頷うなずく可南子。前の時は、死体の数が多かったため、順番を待っていたうちの一体が、逃げ出したのだった。

　ほぼ四等分されていたはずのモノが、いつの間にか這はって逃げた。

　あの時は残った部位を蓋ふたをしたバケツに詰めて追跡させ、焼き払はらった。

　あの頃はまだ〈断だん章しよう〉の訓練も完全ではなかったため、まだ神か狩がり屋やが同伴していた。

　あまりにも異常な標的を、あまりにも異常な手段をもって追いかけて殺す。あの事件は、まだ〈騎き士し〉としては駆かけ出しだった雪乃にとって、この役目の狂気を知る上で、かなり大きな経験だった。

　そのきっかけの一つである事件が、時を経て再び。

　内心暗い感かん慨がいがあった。ここに蒼あお衣いがいなければ、もっとその感慨を、じっくり掘り下げて向かい合えたのだが。

　その当の蒼衣は、興味深げに表の窯の扉とびらに触ふれている。

　緊きん張ちよう感がない。雪乃はむっとする。

「……」

　だが、仮にたった一人でここに来いと言われていたとしたら、雪乃は今のような平静さでこうして立っていられただろうか？

　前は神狩屋がいて、今は蒼衣がいる。大して不安はない。

　しかし〈葬そう儀ぎ屋や〉たちと自分しかこの山の中にいないという状況になったとして、それに不安を覚えない自信があるか？　いや、本当に問われれば雪乃は「ある」と答えるが、答えたとしても、それは強がりの噓うそだった。

　あの〈葬儀屋〉を前にして、何ら不安を覚えない人間がいるはずがない。

　知り合って何年にもなるが、雪乃は〈葬儀屋〉が何を考えているのか────それどころか極端なことを言ってしまえばどのような存在なのかさえ、よく分かっていなかった。

　雪乃は〈騎き士し〉としては、黙々と役目を行う〈葬儀屋〉には一いち目もくも二に目もくも置いていた。

　己が道具であるかのように振舞い、ただ黙々と死体を運び去る孤高の墓はか堀ほり人にん。それは雪乃の目指す、ただ〈泡ほう禍か〉との闘争を繰り返す〝孤高の怪物〟に限りなく近い概がい念ねんでもあり、雪乃の理想を体現しているのかも知れないと、そして雪乃自身もいずれ己の理想に到達できるのではないかという、モデルケースにも見えていた。

　だが、それゆえに、それに到達できていない雪ゆき乃のにとっては〈葬そう儀ぎ屋や〉という生き物は理解の外だった。そしてあまりにも〈悪夢〉と共に歩みすぎたために、常に周囲に〈悪夢〉の気配がうっすらと漂ただようほど〈断だん章しよう〉に蝕むしばまれた彼が、狂気に侵されていないとは、誰にも言い切れないのだった。

　それを判断できるほどには、彼は他人とは話をしない。

　そして彼の狂気が判断できないということは、いつ彼の〈断章〉が彼の精神という殻からを内側から破壊して、〈悪夢〉となって溢あふれ出すのかも、分かったものではないのだ。

　そんな〝彼〟と共に、人里はなれた山奥に。

　神か狩がり屋やには、蒼あお衣いへの対抗意識ゆえに「一人でいい」と言いはしたものの、最初から一人だと言われたならば、心の底では躊ちゆう躇ちよしたに違いないのだ。

　断りはしなかっただろう。

　例え一人でも結局は来たはずだ。プライドにかけて。しかし心の中には押し殺した不安を、うっすらと抱かかえたまま。

　本当ならば、可か南な子この存在が、それを緩かん和わしてくれるはずだった。しかし、先日の事件の時に、雪乃は知ってしまった。これまで〈葬儀屋〉の助手としてコミュニケーションの窓口になっていた可南子が、それまで考えていたような安心できる人間ではなく、人間ではないということをだ。

　いま雪乃は、蒼衣がいることで安心している。

　それを心の底では理解していて、そのことが、ひどく苛いら立だたしかった。

　蒼衣が嫌いだ。いつも雪乃の死角にある重要な場所に、気がつけば立っている蒼衣が。

　ようやくはっきりと気がついた。認めたくはないが必要な場所に、あるいは見ないようにしていた弱い場所に、気がつけば場所を占めてこちらへの好意を露あらわにしてくる蒼衣が、とてつもなく嫌いだった。

「………………」

　そして後ろの方で窯かまの扉とびらを興味深そうに見ている蒼衣へと、睨にらむような肩かた越ごしの視線を、密ひそかに雪乃が向けた時。




『────あんまりここで、じっとしてない方がいいと思うわよ？　雪乃』




　雪乃のすぐ傍そばにわだかまる、ただでさえ暗い工こう房ぼうの影の中に、滲にじむように黒いゴシックロリータの少女が不意に立ち、笑みを張り付かせた貌かおで囁ささやいた。

　双ふた子ごのように雪乃によく似た白い美び貌ぼうに、長く流した髪かみにつけた、雪乃と同じ黒いレースのリボン。しかし凜りんとした雪乃とは全く間ま逆ぎやくの強烈な少女性と退たい廃はい性を孕はらんだその姿は、幻影のように儚はかなく向こうの壁を透かせながら、にもかかわらず強烈な冷たい存在感をもって、笑みを浮かべている。

「……どういうことよ。姉さん」

『どうも何も、知らないわよ？　この竈かまに食べられても』

　低く囁ささやく雪ゆき乃のの問いに、時とき槻つき風かぜ乃のの亡ぼう霊れいは、まるで邪じや悪あくな妖よう精せいがそうするように、うっすらと笑って答えた。

『〈悪夢〉に曝さらされ続けたモノには〈悪夢〉が染しみ付くわ。一体この中で、どれだけの人間が生きながら焼かれて生きながら灰になって、その肉から染み出した脂あぶらと恐怖と絶ぜつ叫きようと────それから〈悪夢〉が、この中に染み付いてると思うの？』

「〈遺物レリツク〉……！」

　唸うなるように言葉が漏もれる。

　まれに、そういう物品が生まれることがある。強く、あるいは長く〈悪夢〉に曝され続けた物体があると、まるで人間に〈断だん章しよう〉が残るように、〈悪夢〉を残留させて存在を変質させることがあるのだ。

　人間の精神のような『器』がないので、物体に宿る〈悪夢〉はごく微量で、大半は〈泡ほう禍か〉さえ起こす力もない。だが、敏感な人間は感じ取ってあてられるし、ごくまれに存在する小さな〈泡禍〉を起こすことができる〈遺物〉のごく小さな〝変質〟が、危険なものでないという保障もない。

　この窯かまが、どうなのかは分からない。だが、この鉄の函はこが据すえられている一角が放つ、異様で不ぶ気き味みな雰ふん囲い気きは、ただ気のせいばかりではなかったということだ。

　黒々とした炭すみの色をした闇やみと、静せい寂じやくを湛たたえる半開きの鉄てつ扉ぴ。

　いつその内側から焼け焦こげた手が出てきてもおかしくない窯だ。思わず身じろぎした靴くつの下で、散乱した陶とう片へんが、微かすかに音を立てた。

　と、雪乃の目に、その陶器の破片の一部が目に留まる。

　砕くだかれた皿さらの一部だと思われるその破片は、窯の中で変形した出来損ないなのだろうか、波打つように歪ゆがんでいて、それは気のせいか皿というよりも、土で模かたどった、苦く悶もんする人間の顔の一部のような、打ち砕かれたデスマスクのような、そんな風に見えた。

　折れた指のような破片も、見えたような気がした。

「くっ……」

　自分の感情に怯おびえを自覚して、口元を引き結ぶ雪乃。そんな雪乃の隣となりで見下ろすようにじっと鉄扉を見つめていた風乃は、雪乃を上うわ目め遣づかいに振り返って目を細めて、どこかうっとりとしたような口く調ちようで言った。

『この窯は、もうこの世のものじゃないわ』

　そしてくすくすと、笑う。

『この場所は、墓場よ。そしてこれは、火か葬そう場ばの炉ろ。……さ、早く雪乃の好きな、〝役目〟の話をするといいわ。見つけるんでしょう？　この、火か葬そう炉ろの鉄てつ扉ぴをこじ開けて逃げ出した亡もう者じやを。その様さまを想像するだけで心が躍おどらない？　私たちの両親も、それくらいだったら良かったのにね？』

「……!!」

　胸の中に黒いものが湧わき上がって、きっ、と雪ゆき乃のは風かぜ乃のを睨にらみつけたが、風乃は愉たのしげな暗い笑みを浮かべたまま雪乃の背後に目を向けて消えた。風乃が視線をやっていた背後には蒼あお衣いが立っていて、心配そうな表情で、雪乃たちを見つめていた。







　　　　３




　話としては、簡単なのだ。

　昨日きのう、〈葬そう儀ぎ屋や〉たちがある町から回収してきた〈泡ほう禍か〉被害者の死体が、焼しよう却きやく処理中にどうやってか窯かまの扉とびらをこじ開けて、逃げ出した。

　おそらくは山林に逃げ込んだであろう死体を、雪乃の〈断だん章しよう〉────というよりも風乃が探す。図はからずもその逃げた死体の話が風乃の興味を引いたため、協力しない風乃をどうこうするといった類たぐいの余計な手間をかけずに済んだのは、不幸中の幸いで、かつ不ふ愉ゆ快かいで、薄うす気き味み悪かった。

　ともかく────




「待たせたわね」




　住居スペースが取られている建物の戸を開けて、雪乃はざり、とブーツで山の土を踏む音をさせて、皆の待っている外に姿を現した。

　着替えていた。家から出て来た雪乃が身に纏まとっているのは、ここまで着てきた学校の制服ではなく、重厚な黒いブーツと、漆しつ黒こくのゴシックロリータのドレスだ。

　動きやすいものを選んできた。とはいってもせいぜい、比較的な話に過ぎないが。

　以前に来た時には散さん々ざん山の中を歩かされて、結局ドレスを駄だ目めにした。この服が駄目になる可能性も低くはなかった。

　街ほど人目を気にしないで良いのは助かるが、そういう部分は気が引ける。

　お金の問題だ。といっても時とき槻つきの家は相当額の資産を持っていて、生き残りの雪乃が相続している。無いわけではないのだ。

　しかしそれらはあの人の良い伯父おじと伯母おばが管理していて、雪乃にはそこから小こ遣づかいが振り出されているのが今の状況だ。小遣いというには極めて潤じゆん沢たくな額だが、こういった服は正直言って安くはないので、雪ゆき乃のは自分の使える金銭のほとんどを、この〝戦闘服〟のためにつぎ込んでいる状態だ。

　血で汚よごれ、破れ、すぐに駄だ目めになる高価な戦闘服。

　結局は自分のお金であるし、欲しいと言えば伯父おじと伯母おばはいくらでも出すだろうが、雪乃にはそれはできない。

　今の状況が不満なわけではない。むしろ気が引ける。むやみにお金を要求しては、当然のことながら間違いなく二人は不安に思うだろう。

　彼らに迷めい惑わくをかける気はないのだ。

　それに何より、伯父も伯母も、時とき槻つき家け最大の『異物』であった、あの風かぜ乃のから継ついだこの趣味を決して快くは思っていなかった。

　風乃を真似まねた、ゴシックロリータの趣味。

　これをあの二人は、両親と姉を一度に失った雪乃の心の傷のせいだと思っているため、面と向かっては何も言いはしないが、決して良いことだとは思っていないのみならず、うっすら不ぶ気き味みに思っているのは間違いないことだった。

　そう────〝不気味〟。

　雪乃にとっても、それは同じだ。

　不気味であるがゆえの、〝力〟の象しよう徴ちよう。

　時槻風乃という名の、雪乃から何もかもを奪うばった、不気味で美しく絶対的な、怪物の持つ力の象徴……




『ふふ、じゃあ探しましょうか。火か葬そうから逃げ出した哀あわれな亡もう者じやを』




　その怪物が、笑った。

　工こう房ぼうが囲む敷しき地ちの中央に、建物から出た雪乃と向かい合わせになって、風乃が狂った鏡きよう像ぞうのように、滲にじんだ影のような姿で立っていた。

『火か葬そうを拒こばんだ死者。どんな死者だったのか興味があるわ』

　風乃は言う。

『望んで火葬された死者としてはね。一体何が不満で逃げ出したのかしら？　燃え尽きなければ苦痛は長く続く。火葬は早いほうがいいのに』

「無む駄だ口ぐちはいいわ。仕事をして」

　雪乃は低く言い放つ。

　そうしていると、雪乃を待っていた皆が、近づいて来た。

　エプロンをした可か南な子こに、ラフに着たワイシャツを腕うでまくりしている〈葬そう儀ぎ屋や〉。そして制服姿のままの、あまりにもいつも通りの蒼あお衣い。

　だが可か南な子こと〈葬そう儀ぎ屋や〉はもちろんのことだが、蒼あお衣いも山に入って林を歩くための用意として、小ぶりの鉈なたを渡されていた。それでも木製の鞘さやに入ったそれを明らかに持て余しているようで、鞘ごと持っているそれを見せて、蒼衣は訊たずねた。

「雪ゆき乃のさんは？」

「要いるわけないでしょ」

　風かぜ乃のに続いて蒼衣にも、雪乃は冷たく言い放った。

　鉈など持っていてはカッターナイフが取りまわせない。無意識に左手首を覆おおう包ほう帯たいに手をやった雪乃に、蒼衣もすぐに気がついて、あ、という表情をする。

「あ、そうか。ごめん」

　あっさりと謝って、蒼衣は頭を搔かく。

　その態度も苛いら立だたしい。雪乃が答えずにいると、蒼衣は周りの木々と空の境目を眺ながめている風乃にちらと目を向け、それから先ほどの雪乃と風乃のやりとりを聞いていたようで、少しだけ声を落として傍かたわらの可南子へと訊ねた。

「あの……どういう人だったんです？　死……えーと……〝被害者〟は」

「……」

　苦々しく、雪乃は口元を引き結ぶ。

　また余計なことに興味を持つ。生きた死体は、ただの生きた死体だ。

　どうして死んだのかなど、ましてやどんな人となりだったかなど、何の意味もない。知っても切っ先が鈍にぶるだけだ。そんなものに興味を持つなど、仕事をする覚かく悟ごがないか、同情でもして身勝手な満足を得るのが趣味なのか、その辺りにしか思えなかった。

「うーん……」

　当然、問われた可南子は困った。

「ごめんなさい、分からないわ。私たちが〈ロッジ〉の人に頼まれて現場に行った時には、みんな死んでるから」

「あ、そうか……そうですよね」

　さすがに我が慢まんならなくなって、雪乃はきつい口く調ちようで言った。

「言われないと分からないの？　馬鹿でしょ、あなた」

「いや、何ていうか……人について話をする時に、死んでるのが完全に前提になってるのは、やっぱり普通じゃないと思うよ」

「普通じゃないのよ。ここは。私たちは。私たちの役目は」

　困ったように言う蒼衣に、雪乃は言葉を突き刺さす。

「普通じゃないことに向き合うのに、普通の考えでいたら、死ぬかおかしくなるの。その辺が覚悟が足りないって言ってるのよ。私は、ずっと、最初から！」

「あはは……」

　渾こん身しんの力を込めて言葉を振り下ろしたのだが、蒼あお衣いはちょっと嬉うれしそうに笑っていた。

「ありがとう。心配してくれて」

「殺すわよ!!」

　本気で頭に血が上った。

「勝手に死ねばいいわ。死んで、あの窯かまで焼いてもらいなさい」

　ほとんど殺意の込もった、低く強い声で、雪ゆき乃のは言う。

「そうすれば、私の言ったことも分かると思うわ。〈葬そう儀ぎ屋や〉さんの〈断だん章しよう〉で生き返った死体に、人となりなんて関係ないってことが」

「え？　それって、どういう意味……？」

「ここに来るまで何も言わなかったけど、私は〈葬儀屋〉さんはおかしいと思うわ。それから可か南な子こさんと普通に話ができる、白しら野の君も。もう一つ言えば、〈葬儀屋〉さんに瑞みず姫きちゃんを生き返らせるように頼んだ馳はせ尾おとかいうあの子は、もっとおかしいわ。おかしいか、考えがないか、何も知らないのよ。知ってれば、これがどれだけ馬鹿なことか分かるわ」

　一気に言い切った。ずっと黙だまっていたことが、全すべて噴ふき出した。

「え……」

「いい？　私は二年前に、同じように逃げた、〈葬儀屋〉さんの〈断章〉で生き返った人間を殺したわ」

　雪乃は睨にらみつけるように蒼衣を見据すえて、言う。

「だから知ってるの。私はあなたに説明するのは馬鹿馬鹿しいと思ってたし、神か狩がり屋やさんは暢のん気きなあなたにわざわざ教えなかったみたいだけど、あれは人間じゃないわ」

　言い切った。〈葬儀屋〉が聞いていようが、可南子が聞いていようが、怒り出そうが泣き出そうが関係なかった。ここではっきりさせておく必要があった。

「いい？　五体バラバラにされようが、細こま切ぎれにされようが、その断片全部に感覚があるまま生き返ろうとするのよ？　それなのに、意識は元の人なの。そんなのに耐えられる人間なんて、いやしないわ。発狂するの。全員。例外なく。だって生き返るためには、〈葬儀屋〉さんが五体バラバラにしなきゃいけないんだから、全員それを経験してるのよ。私は例え死んでも、あんなのは御ご免めんだわ！　それどころかそんな状態でずっと生かされるなんて、人の人格を無視した、外げ道どうのやることだわ」

　低く、叫んだ。蒼衣が絶句して、元より人家のない山の中にあるここに、神経を削けずるような蟬せみの声ばかりが響ひびく、嫌いやな沈ちん黙もくが降りた。




「…………………………」




　雪乃は、肩かたで息をする。

　真まっ青さおな空と、木陰で出来上がったこの空間に、じっとりとした沈ちん黙もくが、続く。

　そしてしばし、沈黙が続いた後。

　呼吸を微かすかに乱したままの雪ゆき乃のは、ぽつりと低く、言葉を続けた。

「……私は、自分の恐怖を使って自分の役目を淡々とこなす〈葬そう儀ぎ屋や〉さんは、〈騎き士し〉としては尊敬してるわ」

　低く。

「たとえ〈葬儀屋〉さんが狂ってても、役目には関係ない。ただ、いつそのまま発狂が限界にきて〈異い端たん〉になって、一いつ緒しよにいる私たちを巻き込んで〈泡ほう禍か〉を撒まき散らしてもおかしくないことは、白しら野の君は理解しておくべきだわ」

「な……」

「その危機感のなさが許せないのよ。それから可か南な子こさんも。悪いけど今までと同じようには見れないわ」

　それから、可南子にも。

「私はあのとき逃げ出した奴やつを────解体されて、狂って暴れて、泣き叫んで命乞ごいしてた〝死体〟を見てるの。そいつは五十キロ以上離れた山向こうの民家に入り込んで、そこに住んでた老夫婦を殺して喰くってたわ。そのくせ、そいつは押し入ったんじゃなくて、普通に玄げん関かんのチャイムを鳴らして、玄関を開けてもらってたのよ。生き残りの子供に聞いて寒さむ気けがしたわ。そいつは完全に狂ってて、片腕は体半分ごと〈葬儀屋〉さんが持ってたバケツの中に入ってたのに、平然と普通の人間の真似まね事ごとをして、直後に獣けものみたいに人を食い殺したの。いい？　可南子さんは、そういうものなの」

「……!!」

　蒼衣は、微かすかに引き攣つった顔で呆ぼう然ぜんと可南子を見た。そうだ。それでいい。これで少しは、この役目に関わることがどういうものか、分かっただろうか？

　雪乃も可南子を見る。この人は、いや、これは、大丈夫なのか？

　一度人格が寸断されるほど発狂した人間が、治ち癒ゆするのか？　雪乃が思うように、一時的に正しよう気きのふりをしているだけの怪物なのか？

「……」

　警けい戒かいの、視線。

　しかしその視線を向けられながら、可南子はひどく平へい凡ぼんなエプロン姿で、微かに困ったように微笑ほほえんでいる。そして────




　向こうにいる〈葬儀屋〉も、雪乃の話など他人ひと事ごとのように、あるいは聞こえていないかのように、車に荷物を積み降ろしする作業を続けていた。




「…………………………」

　聞こえていないわけがないのに完全に無視していた。いや、無視しているというよりも、自分の話だというのに、まるで関心がないかのようだった。

　自分が他人からどう思われていようが、一切の興味がない。

　これほどまでの〝孤高の怪物〟。彼を見る雪ゆき乃のの中に、疑惑と緊きん張ちようと羨せん望ぼうが入り混じった、形容し難い感情が湧わき上がった。

「…………！」

　後に引けない沈ちん黙もくが、続く。

　しばし。しばしそうしていた後、やがて可か南な子こが、口を開いた。

「そうね」

　ぽつり、と。

「それも含めて、説明しようと思ってたの。いくらかは瀧たきの〈断だん章しよう〉のことを知ってる時とき槻つきさんにも、それから色々知りたいだろうと思う、白しら野の君にもね」

　向こうにいる〈葬そう儀ぎ屋や〉とは違い、〝本物の怪物〟である可南子の言葉には、どこか寂さびしさのようなものが混じっていた。

「でも、まずは目の前の仕事をしましょう」

「……」

　そう言って、可南子は背を向ける。

　微かすかな罪悪感が胸を刺さした。だがそんなものは必要ないと、努力して押し殺す。

　そんな雪乃を、風かぜ乃のがうっすらと微笑ほほえんで、見つめていた。




『………………ふふ……』




　誰にも見えない亡ぼう霊れいが、雪乃の心の中など見通して、その半はん端ぱさを嘲あざ笑わらうように、そして愛いとおしむように、笑っていた。
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　　　二章　　体温のある像







　　　　１




　部活動も解散の時間になった、ある日の放課後遅くのこと。

　荷物を取りに教室に戻ってみると、たまたま机の上に置きっ放しにしていた画集を、がらんとした夕暮れの教室の中で、彼女がめくっているのに出くわした。

「……それ、俺おれの」

「!!」

　慌あわててミュシャの画集を閉じる彼女。

「ご、ごめんなさい、つい」

「いや、興味あるなら、貸そうか？　と思って。俺が好きなその絵、好きな人が増えてくれたら嬉うれしいから」

「えっ？」

　この偶ぐう然ぜんの好機に、この台詞せりふが言えたのは、今までの十六年の人生の中で最大の金きん星ぼしだったと、多た代じろ亮りよう介すけはいつも思う。




　彼女────浅あさ井い安あん奈なは、学年の男なら誰でも知っている美少女だった。




　可か憐れんな容姿は入学当初から皆の目を引いた。同じクラスとはいえ競争率は天文学的。なので地味な眼鏡めがね男を絵に描かいたような亮介とは接点のない存在だと頭から決め付けていたし、実際にもその通りだった。

　しかし三ヶ月ほども経たつと、彼女は第一印象で思ったような華はなやかさとは程遠い学校生活を送っていることに誰もが気がついた。

　彼女はいじめに遭あっていた。彼女はおそらく中学校の頃から、多分その容姿のせいで同じ女子たちからいじめられていて、そのいじめグループがそのまま高校に上がって来たために、高校になっても彼女へのいじめが継けい続ぞく拡大していたのだった。

「私……そんな価値、ないから」

　一度聞いたことがある、彼女の言葉。

　いじめられっ子。可愛かわいらしい彼女の顔には、いつも陰と怯おびえとが、うっすらと付きまとっていた。

　しかしそうだったからといって、やはり彼女は、亮りよう介すけには接点のない人だった。依い然ぜんとして彼女は男たちからの人気は高かったし、容姿もスポーツも社交性も平均以下の自分が、他ほかの男たちと彼女を取り合えるとは思えなかった。それに彼女の方も彼女の方で、男子をそれとなく避さけていた。というよりも、怖おそれていた。

　正確には、彼女が男たちと仲良くすることで、いじめグループを中心とした女子たちの気に障さわってしまうことを怖れていたのだ。

　そんな女子のいじめから彼女を守ろうとする男は皆かい無むだったし、いても口先だけだった。

　もちろん亮介自身も同じだ。それについてとやかく言う資格はない。ただ、彼女にそんな男たちが近づくたびに彼女へのいじめに火がつく様子なのが、何と言うか気の毒で、同時にそういった事情に気を遣つかわない男たちの思し慮りよのなさと軽けい薄はくさに、同じ男として少なからず憤ふん然ぜんとした気持ちになった。

　そんなことを思う経けい緯いがなければ、彼女はずっと亮介にとって、通りすがりに見たことのある、よその家の綺き麗れいな花に過ぎなかっただろう。

　欲しいと思うことさえない、別の世界の花。

　その花が、皆に少しずつ毟むしられていきながら、それでも咲いているのを見るうちに、いつしか胸が苦しくなった。

　いつの間にか彼女に同情していた。

　そしていつの間にか、彼女に恋していた。




　彼女の────その心と、生に。




　そんな彼女と言葉を交わせるようになったのは、幸運としか言いようがない。

　自分でそう思う。彼女への恋愛感情に気づいてから後も、亮介は何も行動はしなかった。今までとは違って、身の程知らずにも「欲しい」と思ってしまったが、やはり彼女が別世界の高たか嶺ねの花であることには、変わりがなかったからだ。

　幸運な偶ぐう然ぜん。ミュシャが、彼女と亮介とを引き合わせた。

　今まで彼女に近づいた男たちの誰一人として、亮介と同じように彼女と話をしたことはないだろう。

　ほんの時々、亮介は彼女と話をした。

　主に絵のことを。亮介は将来彫刻をやりたいと思っている美大志望で、そういった話題は数少ない得意分野だった。

　ほんの時々、たまたま教室や廊ろう下かや通学路で、二人だけ会ってしまった時に、少しだけ。

　亮介と話をするようになったものの、彼女は未だに男子と仲良くすることを恐れていたし、こんな幸運に浴しはしたものの、亮りよう介すけも女の子と話をするのに慣れているとは言い難い、生せい来らいの奥手であることに変わりはなかったからだ。

　それでいいとも思っていた。時折、下校中の通学路で、偶ぐう然ぜんを装よそおって彼女を待って言葉を交わすだけで、亮介は十分に幸せだった。もしそれ以上を亮介が求めるそぶりを見せれば、きっと彼女は逃げてゆくだろう。

　亮介は、他ほかの男たちとは違って、自分だけはちゃんと彼女のことを考えているという、自負があった。

　たったこれだけの関係でも築けたのは、亮介が他の男たちとは違って、彼女の外見ではなく心を好きになったからだと信じていた。

　最初は確かに外見で目を引かれた。だが今は違う。

　彼女の心を見ているのは亮介だけだ。彼女の心は、美しいのだ。

　悲ひ惨さんで、美しい。

　彼女は明らかに、自分がいじめられるのは自分が悪いからだと思っていたし、自分をいじめる女子たちに好かれたがっていた。

　こんな関東近郊とは名ばかりの地方都市の、学校内の狭い人間関係を世界の全すべてだと思い込んでいて、そこから逃げようなどとは考えてもいなかった。それだけでも彼女のお人ひと好よしさは明らかだったし、根の真面目まじめさも、折り紙つきだった。

　お人好しで、真面目で、臆おく病びようで、寂さびしがり屋。

　あれだけ悪意を向けられながらも、逃げも隠かくれもせず、『世界』に受け入れられようと耐え忍しのんで学校にやって来る、悲しいまでに愚ぐ直ちよくな────明らかに発はつ揮きする場所を間違っている芯しんの強さ。

　それら全てを、亮介は美しいと思った。

　いつか彼女に幸福になって欲しいと思っていた。卒業して、こんな高校の人間関係など全て剝はがれ落ちてしまえば、きっと彼女は新しい世界を得て幸福になれるだろう。彼女はそれだけの美徳をちゃんと持っている。

　この狭い世界と、狭い心が、彼女の美徳を妬ねたみ憎にくんで、受け入れられないだけなのだ。

　自分が、そんな彼女の一時の暗い道の中での、ほんの少しの心の安らぎになれたらいい。

　そう思っていた。少しだけでもいい、彼女を支えてあげたかった。その結果として彼女と仲良くなれるならそれほど嬉うれしいことはないが、亮介の抱いだいている彼女への好意は、そんな下心などいつでも放り捨てられるものだった。

　同情？　それもある。

　小学校の頃にやはりいじめられたことがあり、今もクラス内では根暗なポジションにいる亮介は、彼女に同情していた。

　だがそれ以上に、亮介は彼女に憧あこがれ、そして何と言うか父性のようなものを感じていた。

　同じいじめられながらも、自分には無い輝きを持った美しい大たい器きに、亮りよう介すけは何としても、幸せになって欲しかったのだ。




　彼女ほどの人間が救われないならば、自分が救われることなどあり得ない。




　そんな思いを、亮介は彼女に仮か託たくしていた。

　一番ひどかった時期はすでに過去とはいえ、彼女と同じ不幸を抱かかえている自分。

　過ぎてなお今も、自分の人格の隅すみから隅までをうっすらと縛しばっているいじめの記き憶おく。同じ状況から、何よりも彼女に幸せになって欲しいというこの境地は、最初こそ確かに現状と奥手のせいで恋愛に踏み込めない現実から目をそむけようとした欺ぎ瞞まんだったかもしれないが、亮介はいつしか本当にそう思うようになっていたのだった。

　彼女に幸福になって欲しいという思いには、何の欺瞞もなかったのだから。

　もう恋と呼べるのかもよく分からない、密ひそかな恋。

　この年から始まった亮介の高校生活は、そんな思いと共にあった。彼女のことを気にかけながら、しかし彼女に思いなど伝えず、また彼女の思いを知ろうとすることもなく────亮介は一学期最後の日にも、彼女と一言も言葉を交わすことなく下校して、そのまま彼女と会えない夏休みを迎えたのだった。

　そして。




　────がさ。




　蟬せみと鳥の声以外音のない山の中に、下した生ばえを踏み分ける音が響ひびいた。

　ここは一体どの辺なんだ？　多た代じろ亮介は、空を仰あおぐ。

　頭上を覆おおう針しん葉よう樹じゆの枝葉の隙すき間まから辛かろうじて見える空は、当然のことながら何の手がかりにもならない。亮介は疲労と緊きん張ちようと、それから空腹に焦あせりを感じながら、額ひたいの汗あせを、手の甲こうで、ぐいと拭ぬぐう。

「……くそ」

　亮介は、昨晩から山の中を彷徨さまよっていた。

　でたらめに動き回ったせいで道を見失っていた。歩けど歩けど人の踏み入った形けい跡せきのない道なき道ばかりで、せいぜい分かるのは山を登っているのか降りているのかということくらいの迷まい子ごになっていた。

　山登りに来たわけではない。だが、ただ降りればいいというわけでもない。

　道は、どこだ？　そしてただ道を見つければいいわけでもなかった。あいつらに見つからないように、帰るための道に出なければならなかったのだ。

　理由は、亮りよう介すけのすぐ後ろにいた。




「……浅あさ井いさんは……大丈夫？」




　亮介は言う。山を踏み分けて道を探す亮介の後ろには、クラスメイトの浅井安あん奈なが、明らかにサイズの合っていない男物の服を着て、歩かせるのに手を引かなければいけない寸前の呆ぼう然ぜんとした様相でふらふらと歩いていた。

　ほとんど膝ひざ下したまで達するような長さの白いシャツに、引きずるような黒いズボン。靴くつは抜けそうなサイズのゴム長靴。袖そでも裾すそも、見かねた亮介がかなり無理のある感じに折り畳たたんで長さを調節するまで、完全に地面に引きずる状態だった。明らかに彼女の持ち物ではなく、他所よそから持って来たものだった。

　おそらくは────あの山の中にあった、家から。

　亮介はあの時、血ち塗まみれになった安奈の家の前から走り去った黒いバンを、衝しよう動どうのまま咄とつ嗟さにタクシーを使って追いかけて、あの家に辿たどり着いたのだ。

　あの黒い車が停とめられた、何かの倉庫か工こう房ぼうのような家。

　彼女が心配な一心で。そしてそこで、亮介は林の中からじっと様子を窺うかがっているうちに、中で大きな騒さわぎが起こり────わけも分からずに進みも退しりぞきもできなくなって数時間も経たってしまった頃、そのうち中からこんな格好をした彼女が茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでふらふらと出て来たのを見つけてしまったのだ。

　そこからはもう必死で、彼女を連れて、山の中を逃げた。

　本当に必死だった。彼女が出てくる前に中で起こった騒ぎ。それは隠かくれていた亮介からはほとんど見ることはできなかったが、今までの人生で聞いたこともないくらいの恐ろしい絶ぜつ叫きようから始まって、その絶叫が途と切ぎれることで終わった。

　見てはいないが想像はできた。町とは違う、山の中の真っ暗な夕暮れが落ちたあの家の敷しき地ちの中に、突とつ如じよとして絶叫と共に炎ほのおの色が踊おどったのだ。巨大な松明たいまつを激しく振り回すような、暴れ揺らめく炎の明かりが、家の壁や地面を狂い照らし、そして家の中から飛び出して来た二人の人影が大きな鉈なたのような刃物を、何度も何度も振り下ろすことで終わりを告げた。




　………………!!

　…………………………!!




　骨が断ち割られ、肉に刃物が食い込む、硬かたくて脆もろくて濡ぬれた音。

　それを聞いて、林の暗くら闇やみに座り込んだまま身が竦すくみ、全身を硬こう直ちよくさせて、体の芯しんから来る震ふるえにがたがたと苛さいなまれながら時間を過ごした。

　耳を貫いて心を握にぎり潰つぶし、全身の筋肉が縮ちぢむような恐怖の絶ぜつ叫きよう。そしてそれを無む慈じ悲ひに叩たたき潰す暴力と死。残ざん虐ぎやくな映画の中でしか見たこともないようなモノが、そのリアルな空気と共に目の前に現れて、たった一人で隠かくれている亮りよう介すけの心を徹底的に押し潰し、食い散らかさんばかりに脅おびやかした。

「………………!!」

　がちがちと、ずっと歯の根が合わなかった。

　その音が向こうに漏もれて誰かに聞かれそうで、緊きん張ちようのあまり今すぐ絶叫して、自分の心身を引き裂さきたくなるほど、心が恐怖に塗り潰された。

　今にも奴やつらに見つかりそうで、身じろぎもできなかった。

　あの時、おそらく松明たいまつのように燃やされていたのだろう人間の火の明かりから伸びた、大鉈をぶら下げた人影に見つかりそうで、恐怖に苛さいなまれながら林の中で、ここに来たことを本気で後悔しながら何時間も震ふるえていることしかできなかった。

　彼女の姿を、見るまでは。

　それからは必死だった。あの鉈なたを持った人影たちは、火ひ達磨だるまになっていた人たちを鉈で切り刻んで片付けた後、ずっと誰かを探して周囲をうろついていた。

　きっと、彼女を探していたに違いない。彼女はおそらく、火達磨になって飛び出して来た人たちと一いつ緒しよに逃げ出してから、一人だけずっと外ではなく建物の中に隠れていたか何かしたために、外を探していた鉈の男たちに気づかれなかったのだ。

　思わず摑つかむように手を取って、引っ張って逃げた。

　彼女は驚きも、抵抗もしなかった。

　そして一言も、口をきくことさえなかった。かなり山の奥に逃げ込んでから、亮介はようやく何度か話しかけたが、正しよう気きを失ったかのような彼女は、亮介のことが分かっているのかさえもはや怪しい状態だった。

　恐ろしいものでも見たか、恐ろしい目にでもあったのか。

　あるいは、勝手に持ち出して来たらしい男物の服を着ていて、それからどうやら────長すぎる袖そでを折ってあげていた時に気づいたのだが────下着もつけていないらしい様子から考えるに、ひょっとすると乱暴でもされたのかもしれない。

　痛ましい。だが今は、とにかく逃げるしかない。

　必死だった。この殺人鬼きがうろつく山から彼女を連れて、一刻も早く逃げ出さなければと、亮介は彼女の手を引いて、ひたすらに歩き回った。

　歩き回って────そして今も、歩き回っていた。

　道に出る方法が分からずに、夜になり、朝になり、あちこち蚊かに食われながら休きゆう憩けいを繰り返して、今も山の中を彷徨さまよっていた。

　足は疲労で棒ぼうのようになり、さらには空腹で、彼女に話しかける声も掠かすれた。

　しかし、眠ねむっていないことによる眠気はなかった。いつあの鉈なたを持った大男に見つかるかも分からないという恐怖が意識を張り詰めさせ、眠ることをさせなかった。

　彼女も辛つらいはずだったが、何も文句は言わなかった。

　いや、あるいは、言えないのかも知れない。

「……」

　何としても、道に出なければ。

　亮りよう介すけは、しばらく立ち止まって脛すねの痛む足を休めると、焦しよう点てんの曖あい昧まいな目で立ち尽くす彼女の手を取って、促うながした。

「……行こう、浅あさ井いさん」

　そして、亮介は、また。

　彼女の手を引いて、鬱うつ蒼そうとした下草を踏み分けて、どこにあるとも分からない先へと帰り道を探して、山の中を歩き始める。







　　　　２




「逃げた死体は、たぶん高校生くらいの女の子のものだわ」




　可か南な子こは言った。

「……」

　聞いた途と端たん、蒼あお衣いは自分の表情が思わず曇ったのが分かった。

　そのとき可南子は蒼衣たちの方を見ないで言っていたが、蒼衣は咄とつ嗟さに「自分の表情を見られていなくて良かった」と、つい思ってしまった。蒼衣はどうしても、雪ゆき乃のが言うように可南子を見ることができそうにないのだった。

　雪乃の言うようなものを見ていないせいもあるだろうし、やはり雪乃の言うように危機感が足りないのだろう。だがそれでも可南子の浮かべた微笑に混じっていた寂さびしさのようなものを、蒼衣はどうしても無視することができなかったのだ。

「……三人のうちの、一人でしたっけ？」

　蒼衣は、可南子に訊たずねる。

「ええ、そうよ」

「家族ですか？」

「だと思う。お母さんと、その子と、妹かしら」

「……」

「ある町の〈ロッジ〉から依頼されて、住宅の居間から回収したの。全員バラバラになってたわ。ニュースになれば大事件だったんじゃないかしら」

「そうですか……」

　目を合わせずに、二人は並んで会話する。

　互いの気き遣づかいが、自然とこのような形になっている。

　雪ゆき乃のは、そんな蒼あお衣いたちからは離れて縁えん側がわに座り、時折苦々しげな鋭い視線を向けてくる。

　警けい戒かい心しんを露あらわにしているが、蒼衣が見る限りでは、それだけではなかった。感情が激発して言葉をぶちまけてしまい、幾分ばつが悪いのだが、自分が間違っているとも思っていないので、引っ込みがつかないのだ。

　それから蒼衣の話す話題も、相変わらず気に入らないのだろう。

　ともかく、そんな蒼衣たちはこうしながら、すでにいつでも出発できる準備を整えて、その時を待っていた。

　風かぜ乃のが〝死体〟を見つけるのを。

　とはいえここに風乃の姿はない。風乃は、この辺りは〈葬そう儀ぎ屋や〉の撒まき散らす〈断だん章しよう〉の気配が強すぎるので「森に出向いて探してみる」と言い残し、姿を消してしまっていたのだ。

『〈悪夢〉は人の心から汲くみ上げられる毒よ』

　風乃は言っていた。

『そして汲み上げ続けられた〈悪夢〉は、まず人の心を、次に体を、それから物を、土地を、だんだんと汚お染せんしていくわ……

　ここは汚よごされた地よ。いくら私が乗り気になった猫ねこでも、腐ふ乱らん死体の上に立って、そこから逃げ出した一本の指の匂においを探せと言われても困ってしまうわ。だから、少し待ってて？　いま私に湧わき上がってる猫の愉たのしみにかけて、その逃げ出した面白そうな鼠ねずみを、すぐに探し出してあげるから』

　そう言って、姿を消した。

　なので蒼衣たちは、じっと待っているのだ。

　みんな外で。蒼衣が普段住んでいる街では考えられないことだが、自然の木陰に囲まれているここは涼しく、快適な風が通り抜けて、冷房をかけた部屋に閉じ籠こもる必要などないほどの、快適さだった。

　じっと立って肌はだで優しい風を感じ、木々のそよぐ音を聞いていると、そのまま眠ねむってしまえばどれだけ幸せだろうと思うほど心地よい。意識が持って行かれそうだ。本当にそうできればどれだけ気持ちが良いだろうと思うが、残念なことに今の蒼衣にはそんな余よ裕ゆうはなく、心地よいのも森の環境ばかりで、ここにいる人間たちの間には言葉にならない気まずさと緊きん張ちようとが張り詰めていた。

　気まずいのは、蒼衣も同じだ。

　聞きたいことは多いのだが、どのように話を切り出せばいいのか、まるで思いつかなかったからだ。

　正直、二人で目も合わせずに並んで林に目を向けながら話をしているが、隣となりにいる可か南な子こに全く不ぶ気き味みさを感じないと言えば噓うそになる。しかし同じ話を切り出すにも、できるだけ可南子が傷つかない言葉を選びたいと悩んでいる蒼あお衣いの気持ちも、また正直なところなのだ。

　だが話題が話題だけに、糊こ塗とにも限界があった。

　蒼衣は意を決して、言葉に困りながら、口を開いた。

「あの」

「なに？」

　振り返らずに答える可南子。

「あの……生き返った人は、雪ゆき乃のさんが言ったみたいに人を襲おそったりするんですか？」

「……」

　結局蒼衣が選んだ言葉は直球だった。隣の可南子から、少し困った気配がして、ちょっとの沈ちん黙もくの後、答えが返ってきた。

「そういうことも、あるわ」

「じゃあ、可南子さんも？」

「……どうかな」

　可南子は長く、息を吐はく。

「今は多分、そんなことはないと思う。でも昔のことは分からない。記き憶おくとして憶おぼえてられるほどの正しよう気きがなかったの」

「……」

「瀧たきも教えてくれないから、私には分からないの。これで答えになってる？　なってなかったら、ごめんなさい」

　溜ため息いきと共に、可南子は木々の頂いただきを仰あおぎ見る。

　聞きはしたものの、蒼衣もここから何を言えばいいのか分からない。言葉の名残なごりは風に流されて、沈黙が降りる。

　だが聞かなければならないことは、他ほかにもあった。

「じゃあ……あの、颯さつ姫きちゃんの妹は、どうなんですか？」

「……」

　沈黙する可南子。田たの上うえ颯姫の妹、瑞みず姫き。死んだはずの彼女が蘇よみがえっていた。

　どういうことなのか聞かなければと思っていた。先ほどの質問も核心だったが、これも核心だった。重大な核心事が、可南子たちには多すぎた。

　可南子はしばしの沈黙の後、口を開いた。

「瀧は────〈葬そう儀ぎ屋や〉は、死んだ人間を、頼まれて生き返らせることがあるわ」

　ぽつり、ぽつりと、可南子は選んだ言葉を口にする。

「……やっぱり、そうですか」

「死んだ人を生き返らせるのは、それこそ猿さるだった頃からの人類の夢よね。だから〈断だん章しよう〉を抱かかえて〈ロッジ〉に身を寄せて、瀧たきの抱える復活が〈悪夢〉だと分かっていても、それに縋すがろうとする人は時々出てくるの。あの子も勇ゆう路じ君に頼まれたのよ。彼はあの子が死んだのは自分のせいだって言って、瀧に土ど下げ座ざしてお願いしたわ。あの子を生き返らせて欲しい、って。もちろん私たちは止めるけど、それで諦あきらめる人は、最初から私たちにそんなことを頼みに来たりしないわ」

「……」

　それは分かる。そしてあの生なま意い気きな少年が土下座までした思いも。だが問題は、その先なのだ。蒼あお衣いが気にしているのは。

「で、あの……生き返った後は、どうなるんです？」

「ええ」

　少し、可か南な子こは口ごもった。

「まともな結末は、ほとんどないわ」

「……」

　何となく、そんな気はしていた。

　先ほど雪ゆき乃のが叫んだ、自身の見てきた〈葬そう儀ぎ屋や〉の〈悪夢〉。雪乃の言葉だけを聞くなら、映画やゲームに出てくるゾンビか、人間の形をした人食いの化ばけ物ものが出来上がるようにしか、聞こえない。

「……瀧が切り刻んだ死体は生き返る。でも最初のその過程で、恐怖と苦痛で発狂して人格が崩ほう壊かいするの」

　可南子は言った。

「死の暗くら闇やみから死の苦痛に引き戻されて、五体バラバラになったその全すべての部分に痛覚はもちろん感覚もあるなんていう────そんな激痛と理解不能の異常な恐怖に耐えられる人間は、いないわ。ショック死も気絶もできない、同じように切り刻まれてもこれ以上にはならない苦痛を味わって生き返るから、生き返った直後は良くて廃はい人じん。悪ければ狂った獣けものみたいになる。それからはだいたい生前か死の間際に強く執しゆう着ちやくしてたものだけが強く頭に残った、狂きよう人じんとして生きることになるわ」

「……それじゃ、可南子さんも……」

「そうね。瀧が教えてくれないから正確には分からないけど、いまこうしてる私になるまで最低五年はかかってるんじゃないかと思うわ」

　そう言うとようやく、可南子は自じ嘲ちよう気ぎ味みにだが小さく笑った。

「ああ見えて献けん身しん的てきに世話してくれたのよ？　寸断された記き憶おくと人格がすぐにフラッシュバックを起こして、前触ぶれもなく暴れたりもするの。身体からだの限界なんか無視して暴れるし、滅め茶ちや苦く茶ちやなことをするから、自分が怪け我がするのを恐れない勇ゆう敢かんな保護者じゃないと務まらないわ。止める人がいないと、前に時とき槻つきさんが経験して、さっき言ってたみたいな、酷ひどいことになってしまうのよ」

　そして急に、声のトーンを下げ────

「あとはその保護者が、殺されてしまったりね」

「あ……」

「みんな途と中ちゆうで死ぬか絶望するわ。それに鋼鉄みたいな意志で世話を続けて、それでも回復する見込みが低い中、幸運を引き当てて廃はい人じんから回復しても、それは元の人間とは限らないわ。元の人間だったとしても、同じにはなりようがない。そこで意思と強さを兼ね備えてた人も、絶望するの。長い時間を使った、その後に」

「……」

　と可か南な子こは、そこまで言って。

「ま、それは置いておいて、今はとにかく逃げた〝死体〟のことね」

　話題を戻した。

「早く見つけないとね。生き返って逃げ出した〝死体〟は、手負いの猛もう獣じゆうと同じだわ。もし誰か人と出会ったりしたら、大変なことになるから」

「そうですね……」

「今は、それだけ」

　可南子は、そして振り返る。

「私の説明したいことも、それだけよ。時槻さん」

「……知ったことじゃないわ」

　縁えん側がわで片膝ひざを抱かかえて座っていた雪ゆき乃のは、ふい、とむこうを向く。

「何を言われても、私に言わせれば可南子さんは〈異い形ぎよう〉だわ。逃げた死体の素す性じようを気にしないくせに、自分が例外で通ると思ってるの？」

　吐はき捨てる雪乃。

　蒼あお衣いは思わずたしなめる調子で、雪乃の名前を呼んでしまった。

「雪乃さん……」

「うるさい、黙だまってないと殺すわよ」

　雪乃は拒きよ絶ぜつする。

「死体の素性なんかを気にする白しら野の君とは、この件で歩み寄れる部分はないわ」

「でも言いすぎだと……」

「私は間違ってないわ」

　ぎり、と歯が軋きしる音でも聞こえてきそうな、声。

　可南子が寂さびしげに頷うなずいて、雪乃に同意した。

「そうね。間違ってないわ」

「そうよ」

　雪ゆき乃のは続ける。

「もし私がこの世界の〈泡ほう禍か〉を残らず焼き尽くしたら、その次は可か南な子こさんの番だわ」

　どう解かい釈しやくしていいのか分からない、そんな宣言。

　それを聞いた可南子は、少しだけ微笑ほほえんだ。

「……そうね。その時は前にも言ったけど、心臓を灰になるまで焼き尽くさないと駄だ目めよ。一度瀧たきの〈断だん章しよう〉で生き返った死体は心臓が残ってる限り、たとえ粉々にして飛行機でばら撒まいたとしても、また心臓のある場所に集まって生き返るわ」

　まるで吸きゆう血けつ鬼きのような言い様ようだ。

「それから────もしその時になったら、私と一いつ緒しよに、瀧も殺してね」

「……ふん」

　そして、その可南子が口にした、最後のお願い。

　蒼あお衣いは聞いた瞬しゆん間かん思わずぎょっとなったが、雪乃は小さく鼻を鳴らしただけだった。

　さらりと言ってはいたが、その内容に込められた情念。むしろ当たり前のように言っていたがゆえに、最初は聞き流し、一いつ瞬しゆんの間まの後にその内容を理解した時に気づいて、ぎょっとする異常性。

　蒼衣は、可南子を見る。

　実用的なエプロン姿の可南子は、〈葬そう儀ぎ屋や〉の助手ではなく、陶とう芸げい工こう房ぼうで働くお姉さんの姿で、雪乃に目を向けて小さく微笑んでいた。

　信じられないが、この人は、死者だ。

　しかも例えバラバラに切り刻まれようが、何度でも生き返る、生ける死者なのだ。

　一体どんな〈悪夢〉が、彼女を作ったのだ？

　蒼衣は思わず、可南子に訊たずねようとした。

「あの……」

　言いかけたその時、蒼衣の言葉は不意に虚こ空くうからの声に遮さえぎられた。




『────見つけたわ』

「!!」




　蒼衣を覗のぞき込んだ、そのぞっとするほど暗く楽しげな声に、緊きん張ちようしていた蒼衣は驚いて飛び上がり、がば、と雪乃が立ち上がった。

　風かぜ乃のの姿も見えなければ声も聞こえない可南子は、一瞬そんな蒼衣たちの様子に驚いたようだったが、しかし、すぐに状況を汲くみ取ると────蒼衣たちに向けて頷うなずいて、〈葬儀屋〉を呼びに工こう房ぼうへと早足で向かっていった。







　　　　３




　もう、昼になってしまった。




「………………」




　携けい帯たいで時刻を確認した亮りよう介すけは、手と共に震ふるえる液晶画面をしばらくじっと見つめて、家か、あるいは警察に助けを求めようかと真剣に考えて、悩み、迷い、そして再びポケットに、携帯をしまった。

　もう丸一日、眠ねむっていないし、ものを食べていなかった。

　ペットボトルのスポーツドリンクも空からだ。そろそろ色々限界が近かったが、今の亮介が鉄の気力で立って歩いていられるのは、彼女を連れて無事に帰さなければいけないという、ただその使命感ゆえだった。

　まだ、もう少し、やれる。

　亮介は、昨日きのうのうちに家には電話を入れて、小学校以来の友達の家に泊まると噓うそをついて、自分がいないことで騒さわぎにならないように手を回していた。

　だが、あんな惨さん劇げきを見てこんな状況になってしまった今も、警察に電話するのには躊躇ためらいがあった。今まで警察や犯罪などとは無む縁えんに生きてきた上に、根は小しよう心しん者もので、さらにはネットでさんざん警察の冤えん罪ざい不ふ祥しよう事じについての記事を読みふけってきた亮介にとって、警察に電話するのは何となく度胸の要いる行為だったのだ。

　最初はそんな些さ細さいな引っ掛かりで、警察には通報せず、家に噓をついた。

　しかし時間が経たつにつれ、それらが足を引っ張った。

　警察に電話すれば家に噓をついたことがばれる。そしてどうして噓をついたのかとか、すぐに通報しなかったのかとか、彼女を連れまわしていた事とか……何もかもが疑われれば言い逃れができない事実に化ばけていることに、後になって気がついた。

　色々な意味で、後には引けなくなったのだ。

　理想はこのまま自分たちの町に逃げ帰ることに成功し、彼女に通報してもらうか、匿とく名めいで通報することだった。

　彼女の家で血溜だまりを見た時に、さっさと通報すればよかった。

　あまりの出来事に、これが殺人事件であることが頭から吹き飛んでいて、すぐに通報しなかったことを、正直後悔していた。

　もちろん本当に危険になれば、通報せざるを得ない。

　だが、まだ現状では、自分の窮きゆう地ちと通報への躊ちゆう躇ちよでは、後者の方に傾いていた。

　大人おとなしく小しよう心しんな高校生に過ぎない亮りよう介すけは、まだ価値判断が未熟だった。亮介にとって、咄とつ嗟さの判断では、殺人犯に追われていることと、警察に叱しつ責せきされることと、親に自分の噓うそがばれることは、ほとんど避さけたい対象として等価だったのだ。

　亮介は、後ろを歩く彼女を気き遣づかって、声をかける。

「……ごめん、もう少し頑がん張ばって。浅あさ井いさん」

　正直そうやって声を出すだけで胃の辺りからごっそりと体力が無くなる感覚がしたが、泣き言はいえなかった。自分の撒まいた種たねなのだ。

　警察を呼ばないのは、自分の勝手な都つ合ごうなのだ。

　しかも不合理な。それは自分でも分かっていた。

　にもかかわらず、ショックで茫ぼう然ぜん自じ失しつになり、口も利けない彼女をさし置いて、自分が辛つらいなどと言えるわけがない。

　亮介は必死で歩いた。ほとんど神に祈いのる気持ちになっていた。

　そして、しばし歩いた、その時。




「！」




　下草を踏み分ける足音と、自分たちの呼吸の音しか聞こえない森の静けさの中に、不意に自動車が道路を走る音が、遠く聞こえてきた。

「車だ……！」

　絶望的な疲労の中に、希望と興こう奮ふんが湧わき上がった。

　車の音は、遠くからだんだんと近づいて来て、思ったよりも近くを通り過ぎて、また遠くへと消えていった。

　車が通る道が、意外と近くにあったのだ。

　助かった！　亮介が耳を澄すますために足を止めたせいで、また立ち止まってしまった安あん奈なの手を、再び引っ張って、亮介は言う。

「あっちだ、行こう」

　指差した先は登りで、その先には角度が急な斜面があるのが見えた。

　木と草がぼうぼうに生はえた斜面。ろくに見通せないが、近づいてゆくと草の間に、投げ捨てられた空あき缶かんが埋うまっているのが見えて、この斜面を上がった所に道路が通っているのだと、亮介は確信した。




　がさ、




　と今までは避さけてきた、背の高い藪やぶの中に手を突っ込んで、草をかき分けた。

　避けていてもなお、小さな傷だらけになっていた半袖そでシャツの腕うで。それに鋭い葉や枝が触ふれて、いくつもの痛みが走った。

　体重をかけて草を倒し、草に覆おおわれた斜面に、靴の爪つま先さきを打ち込む。そして細い木の幹に手をかけて登り、後ろにいる安あん奈なのために、斜面に道を作ってゆく。

　足はひどく痛み、全身は重い。

　しかし亮りよう介すけは、自分の体にこれほどの力がまだ残っていたのかと自分で驚くほど、力を強く込めて、斜面を登った。

　少し登っては、彼女に手を差し出して、その場所まで引き上げる。

　近くの木に摑つかまらせ、待たせながら、自分はさらに上へと登り、道を作ってゆく。




　はあ、はあ……




　息は上がりっぱなしで、疲れ果てた全身の筋肉が木になったかのようだった。

　体中に木が入っているかのように重くて痛い。それでも倒れそうになりながらも必死で藪をかきわけて、彼女と共に上がってゆく。

　登るほどに急になってゆく斜面を、力を込めて。

　そしてその斜面が途と切ぎれ、頂上が見えた時、かき分けた藪の間から砂すな埃ぼこりで汚よごれた白いガードレールが見えて、亮介は心の中で快かい哉さいを叫んだ。




　やった！




　歓喜が胸の中に広がって、亮介はその勢いに任せて、がさがさと最後の藪をかきわけた。そして斜面の上を摑むように手をつき、そこにアスファルトの感かん触しよくがあることを興こう奮ふん気ぎ味みに喜びながら、力の限りに這はい上がった。

　そして見える二車線道路と、道路の白線。

　文字通り目の前が開けた。不安と緊きん張ちようが吹き飛び、体中から力が抜けそうになったが、慌あわてて斜面の縁ふちにしがみついて、滑すべり落ちそうになった身体からだを支えた。




　やった！

　良かった……！




　泣きそうになって、笑いそうになった。

　だが、彼女が一いつ緒しよなのにみっともない真似まねはできない。そしてまだ、全すべてが終わったわけではない。

　亮りよう介すけは、這はいずるように、道路に上がる。

　そして道の脇わきに立ち、舗ほ装そうされた道路が確かに続いているのを見て、しばし安あん堵どを味わった後、道路に腹這ばいになって寝そべって、彼女に向かって手を差し出した。

「……？」

　亮介が手を出せば、彼女も条件反射的に手を差し出してくる。

　亮介はその手を両手で摑つかんで、もはや最後と決めた渾こん身しんの力を込めて、自分のいる場所まで引きずり上げた。




　ずさーっ、




　と藪やぶと地面を縦たてに引きずられて、彼女が斜面の上に投げ出された。

「……あう……っ」

　痛かったのか、この山で一緒に行動し始めてから彼女が初めて声を上げ、反動で倒れた亮介と共に、道路脇わきに倒れる。

　そして亮介は、反動でガードレールに手を打ち付けていて、その痛みに転がっていた。

「痛いってえ……！」

　思わず口に出た。ガードレールの板に思い切りぶつけた手からは、血が出ていた。手の甲こうの骨が折れていないか心配になるほど痛かった。

　くそ、最後の最後で……！

　痛みに涙なみだを浮かべながら、心の中で悪あく態たいをつく。

　地面に転がったまま痛みに耐えていると、後ろで彼女が、身を起こす気配がした。

「う……？」

　彼女の呻うめき。それはまるで、赤ん坊の声のようだった。

　しかしそれに構う余よ裕ゆうがないままいると、やがて彼女が四つんばいで近づいて来る気配と衣きぬ擦ずれの音がして、転がっている亮介を覗のぞき込んできた。夏の日差しの下でなお、その体温と吐と息いきを感じた。

「……え？」

　そして、彼女はじっと亮介を見下ろして。

　亮介が戸と惑まどって固まっていると、出血した亮介の手を、あどけない表情で見つめて。

　しばしの間の後、彼女の顔が、近づいた。

「え？　あ、浅あさ井いさん……!?」

　どぎまぎした。彼女が覆おおい被かぶさり、垂たれ下がった髪かみの毛が触ふれて、怪け我がをした手とそれを押さえる手に、彼女の吐と息いきがかかった。

「…………!!」

　その、瞬しゆん間かん。




「見つけた」




　女性の、声。

「っ!?」

　慌あわてて亮りよう介すけは声のした方を見た。こんな山の中の道路の向こうから、ジーンズ姿にエプロンをした女性が一人、足音も気配もなく、しかし目で見てしまえば凄すさまじいまでの存在感をもって、こちらに向けて足早に歩いて来ていた。

　亮介は狼ろう狽ばいした。道を見つけたら、通行する車を止めて、乗せてもらうつもりでいた。

　通行人でも構わない。しかし今、彼女に覆おおい被かぶさられているこの状況で、人と出くわすのは想定していなかった。頭が真っ白になりかけた。

「え……いや、ちが……」

　思わず、弁解の言葉が出かかった。

　しかし、近づいて来る女性を見ているうちに、違和感と、そして本能的な警けい戒かいを感じた。

　こんな状況を目にしながら、ひどく静かな表情で真まっ直すぐに近づいて来る女性。聞き間違いでなければ、女性は亮介たちに「見つけた」と言い、そしてこちらに歩いて来ながら、太いベルトを巻いた腰こしの後ろから大きな鉈なたをゆっくりと引き抜いて────




「………………っ!!」




　ほとんど反射で、亮介は安あん奈なを思い切り突き飛ばした。

　次の瞬しゆん間かん、数歩を一気に飛ばして踏み込んで来た女性の振るった鉈が、凄まじい勢いで亮介の目の前の、たった今まで安奈の背中のあった場所を通り過ぎ、ぞっとするような風がその直後を吹き抜けた。

「あう……！」

「うわあああああああっ!!」

　突き飛ばされた衝しよう撃げきで安奈が、そして恐怖で亮介が、それぞれ悲鳴を上げた。そんな二人の前で、女性は静かに立つと、何の感かん慨がいも見られない目で安奈を見下ろして、先ほどの鉈を片手で大きく、高く、頭上に振り上げた。




　────鉈。




　すぐさま亮りよう介すけの中で、結論が出た。

　安あん奈なをさらった、あの山の中の家の、人影だ。

　身が竦すくみ、腰こしが抜けたようになった亮介は。その事実に気づいた途と端たん────恐怖と絶望と共に、身を起こして安奈へと駆かけ寄った。




　ぶん、




　と目の前に、重い風が吹いた。







　　　　４




　どさ、




　と血が飛び散った道路に、頭を叩たたき割られた少女の身体からだが倒れた。

　真まっ赤かに染まるガードレールと白線。みるみるアスファルトの上に広がってゆく、どす黒い粘ねん性せいの池。




「うわあああああああああああああああ────っ!!」




　見知らぬ少年が、絶ぜつ叫きようした。

　偶ぐう然ぜん〝彼女〟に遭そう遇ぐうしたのだろう。さすがに蒼あお衣いも眉まゆをひそめざるを得ないこの光景に、よりによって出くわしてしまった彼に、蒼衣は心から同情する。

　そして、〝彼女〟に襲おそわれずに生きていた、彼の幸運への安あん堵ども。

　蒼衣と似たような年頃の彼は、目の前で〝人〟が殺された光景に腰こしを抜かし、路上にへたり込んで、叫んでいた。

　その光景を作った可か南な子こは、鉈なたをぶら下げたまま、たった今その鉈を頭に打ち込んだばかりの少女を見下ろしている。頭を深々と割られた少女は道路に倒れて血溜だまりを広げ、太陽熱に炙あぶられたアスファルトから、熱された血の臭においが湯ゆ気げのように立ち昇った。




『────見つけたわ』




　あの時の、風かぜ乃のの言葉。

　その直後、蒼あお衣いたちは〈葬そう儀ぎ屋や〉の車で出発し、風かぜ乃のの指示でこの近くの路ろ肩かたに車を停とめて、皆で手分けして周囲を探していたのだ。

　最初に見つけたのが可か南な子こだった。そして直後、この光景に。

　一切の躊ちゆう躇ちよがなかった。絶ぜつ叫きようは尽きたものの、へたり込んだままの少年が、可南子を見上げて、かすれた声で呟つぶやいた。

「ひ……人殺し……」

「助けてあげたのよ。何かされそうだったから」

　可南子は言った。

　ぶら下げた鉈なたの切っ先から血の雫しずくが落ちた。その光景を、少年の視線が追う。

　騒さわぎを聞きつけて、皆が集まって来る。〈葬儀屋〉と雪ゆき乃の。そして雪乃が姿を見せると同時に、いつの間にか現れた、ガードレールに座って自分の腿ももに肘ひじをついて指を組み、そこに顎あごを乗せている風かぜ乃のの姿。

『あら、可愛かわいい子』

　風乃は、そんな感想を言って、笑う。

　顔は道路に突っ伏して見えず、頭を割られて血の染しみを広げる死体は、容よう貌ぼうなど全く見えなかったが、きっと風乃が言っているのはそういうことではないのだろう。

　可南子は、少女をそのあいだ見下ろしていたが、そのうちにぽつりと呟く。

「……やっぱり。この子、瀧たきのシャツ着てる」

　少し不快そうな声だった。可南子の声に混じったのは、ほんの少しだけの不ふ愉ゆ快かいそうな響ひびきに過ぎなかったのだが、少なくとも蒼衣は今までの記き憶おくの中で、可南子のそういう声を聞いたことは一度としてなかった。

　雪乃がつまらなそうに、言った。

「あっさり見つかったわね」

『山は人間が少ないから見つけやすいわ。それとも私が、信用できなかったの？』

　風乃が悪戯いたずらっぽくまぜっかえしたが、雪乃は答えなかった。

　無視された風乃は肩かたを竦すくめ、再び少女の〝死体〟を見下ろす。そんな〝死体〟の傍かたわらで、少年は、次々と近寄ってくる雪乃や〈葬儀屋〉たちの姿を、怯おびえと混乱の張り付いた目で見上げていた。

「……な……」

　そして、辛かろうじて紡つむぎ出される、言葉。

「な、何なんだ……何なんだよ、あんたたち……!!」

　怯えに彩いろどられた、絶ぜつ叫きようじみた問い。

　気持ちは分かる。蒼衣はできるだけ、真しん摯しに答えた。

「驚かせてごめん。でも、僕らは君を助けたんだ。信じられないかもしれないけど……その女の子は、危険なんだ。説明は難しいんだけど、君、襲おそわれてたかもしれない」

　蒼あお衣いは説明する。だが当然のことながら、説明のしようがない部分を外した説明は、少年の不安を払ふつ拭しよくするにはほど遠く、彼は蒼衣たちに向けて抵抗の叫びを上げた。

「く、来るな!!　人殺し!!」

「落ち着いて。君を傷つけるつもりはないから」

　根気よく、蒼衣。

　とはいえ何をどう言って説明すればいいのか難しく、蒼衣は内心で頭を抱かかえていた。

　この女の子は怪物だから殺した、などと言っても、宗教か麻ま薬やくでもやっている頭のおかしい集団にしか見えない。正直、襲われてから助けた方が説明が楽だったと、思ってはいけないことを思って、蒼衣は密ひそかに自じ戒かいする。

　と、その時、血溜だまりに横たわった少女の〝死体〟の指先が、ぴくりと動いた。

「!!」

　そしてその直後、少女の身体からだが一いつ瞬しゆん痙けい攣れんし、ごほっ、と口から血を吐はき出した。身じろぎする少女の〝死体〟。

「浅あさ井いさん!?」

　少年が色めき立った。立ち上がろうとする。

　だがその瞬しゆん間かん、可か南な子こが一いつ挙きよ動どうで鉈なたを振り上げて、あっという間に少女の首へ振り下ろした。鉈の刃はがアスファルトを殴なぐりつける恐ろしい金属音が空気を叩たたき割り、身も竦すくむような大音響で耳を劈つんざいた。




　ごろ、




　と少女の頭が、彼の目の前に転がった。

　手を差し伸べたすぐそこで伐きり落とされた頭部。それは血ち塗まみれた赤黒い肉の層を晒さらした頸くびの切断面と、血で濡ぬれ固まった髪かみの毛の奥に覗のぞく打ち割られた開口部を見せて転がり、血で汚よごれた貌かおで少年を見上げて停とまった。

「ひ────!!」

　少年の、息が止まる。

　絶ぜつ叫きようしようにも、もはや肺が痙攣し、息が出来ないようだった。今にも吐きそうな、声も出ない、喘あえぐような、少年のえずき。

　少年の目の前で行われた、二度目の惨さん劇げき。

　だが二度目は、それだけでは、済まなかった。




　ずる、




　と直後、転がった少女の頭に、白く血の気が失せた手が伸びて血塗れの髪を鷲摑みにしたのだ。それは可か南な子この手でも、雪ゆき乃のの手でも、〈葬そう儀ぎ屋や〉の手でもなく────ダレのものでもなく血溜だまりに這はいつくばったモノ、首のない少女の死体の腕だった。




「……う、あ、あ…………ああああああああああああっ!!」




　決けつ壊かいした少年の絶ぜつ叫きようの中、血ち塗まみれの手が血溜まりのアスファルトを引っ搔かき、知能がない生き物のように不規則に蠢うごめいた。

　這はいずる四し肢し。體からだ。そして蠢く切断された、頸くびの断面の組織。

　今はもう繫つながっていない頸から上を必死で動かそうとしているように、筋肉の襞ひだが、筋が、血管が、びっしりと詰まった蟲むしのように不ぶ気き味みに動く。そしてその間も、断面からは胴どう体たいに溜まった大量の血を、口の開いた容器のように流れ出させていたが、やがてその血は尽きたかのようにゆっくりと止まっていった。

　……いや、止まったのではなかった。

　断面は、流れ出した血を吸い込み始めていたのだ。

　血溜まりに這いつくばり、口をつけてすすり上げているように、血が頸の断面へと吸い込まれ始めていたのだ。音もなく、しかし赤い液体は脈動しながらごぼごぼと胴体に吸い込まれ、そのたびに血を吞のみ下す身体からだが、芋いも虫むしのようにひくひくと脈打った。

「………………………………………………っ!!」

「理解してくれたかしら？　〝これ〟は、人じゃないの」

　目を見開いて凍こおりつく少年に、エプロンとジーンズの裾すそに返り血を浴びた可南子が、静かに言った。

　そう言っている間にも、可南子に飛び散った返り血はだんだんと薄うすくなり、一分も経たたないうちに生き地じの上から消え去っていた。

　ガードレールにぶちまけられていた血も、気がつけばなくなっていた。そして少女が着ているシャツの、含ませたかのような血染めのシャツの背中からも、だんだんと血の色が引いて、白い部分が広がり始めていた。

「う……」

　蒼衣も初めて見た。蘇よみがえる死人。

　これが〈葬そう儀ぎ屋や〉の〈悪夢〉。さすがに言葉が出ない。

　雪乃でさえも、心なしか顔色が悪い。そして可南子も、この〈悪夢〉の持ち主である〈葬儀屋〉も、まるで心を殺したように、無表情にそれを見下ろしている。

　風かぜ乃のが、心の底から愉ゆ快かいそうに笑った。

『昔を思い出さない？　雪ゆき乃の』

「……!!」

　くすくすと笑う風かぜ乃のの笑い声を聞きながら、雪乃が睨にらみつけるような凶きよう悪あくな表情で視線を逸そらし、そっぽを向いた。

　悪夢的な緊きん張ちようと沈ちん黙もくの中、少年の喘あえぐ呼吸と、少女の蠢うごめく音。

　少女の首無し死体は、やがて摑つかんだ自分の頭部を引き戻し、線せん虫ちゆうが絡からみ合うように、みちみちと生なま肉にくの音を立てて、頭を食はんだ。

　ずるずるとおぞましい口づけのように、断面同士が啜すすり合う。

　無数の触しよく手しゆが絡み合うようにして、肉が、血管が、筋が、だんだんと繫つながってゆく。

　気がつけばそこには、オーバーサイズの服を着た一人の少女がうずくまっていた。首無しの死体が血溜だまりを啜り始めてから、〝少女〟が元の姿を取り戻すのに、それこそ十分ほどの時間もかからなかった。

「あ……あ……」

「…………こういうことなんだけど……えーと、わかってくれたかな？」

　蒼あお衣いは、かすれた喉のどからようやく声を出し、少年に近づいた。

　微かすかに震ふるえるばかりで身じろぎもしない少年。恐怖の張り付いたその顔は、ただ少女へと向けられている。

「僕らは、こういうのを退たい治じしてるんだ」

　意識して穏おだやかに、蒼衣。

「君をどうにかしようとは思ってない。だから安心……は無理かもしれないけど、落ち着いてくれると助かる……ん……だけど……」

「………………」

　反応はない。聞こえてはいると思うのだが、答えはない。まあ無理はない。

「とりあえず……一いつ緒しよに来てくれないかな？」

　蒼衣は、頼む。

　少年の目は、少女に向けられたまま。

　さすがに蒼衣は、少し困る。

「えーと……」

　蒼衣はそうして、手を伸ばして少年の肩かたに、ぽん、と手を置いた。




　そして────それと、うずくまっていた少女が身を起こし、反応した可か南な子こが鉈なたを振り上げたのは、同時だった。




「やめろっ!!」

　どん、

　とその瞬しゆん間かん、蒼あお衣いは少年の叫びと、自分の胴どうに、何かがぶつかる音を聞いた。

　腹の辺りに衝しよう撃げき。音ではなかった、衝撃だった。

　目を離していた。少女と可か南な子こが動いたから。少年の肩かたでも当たったのかと思った。腹に、熱い塊かたまりが広がった。

　目を戻すと、少年は両手で握にぎった小こ刀がたなを、蒼衣の腹に深々と突き刺さしていた。

「あ……」

　腹の中で、広がる熱。

　痛く苦しい、熱。熱いのに全身に悪お寒かんが走り、身体からだから、力が抜けた。

　よろけて下がった。少年の手が離れて、小刀を腹に刺したまま尻しり餅もちをついた。どん、とその途と端たん身体を貫いた衝撃が、腹の中の熱を破は裂れつさせて、視界と頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になり、気が遠くなった。

「白しら野の君!?」

　雪ゆき乃のと、それから可南子の声が聞こえた。

　蒼衣を刺した少年は、恐怖と驚きの表情で倒れた蒼衣を見ていたが、すぐさまその場から立ち上がって、少女に向かって身を躍おどらせた。

　何故なぜ!?

　蒼衣の中に、疑問と、それから答えの一つが浮かんだ。

　そんな馬鹿な。だが、あの少女を、少年は、名前で呼んでいなかったか？

「………………！」

　奔はしるように思い出したその記き憶おくと、そこから想像できる推論。

　そんなことがあり得るのか？　この少女と少年は、知り合いだなどと。

　だが、その推論を口にすることも、その答えを与えられることもなく。

　蒼衣の意識は、腹の底から広がる痛みと苦しみの闇やみの中へ、ゆっくりと沈んでいった。




　…………………………
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　　　三章　　不幸のある巷
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　神か狩がり屋やが到着したのは、その日の夕方近くになってからだった。

　山の中の家に乗り入れて来たのは、神狩屋の知り合いの医師である三み木き目めが所有している、白い大型のワゴン。

　ばん、と借り物のワゴン車のドアが開いて、焦あせった表情で飛び出して来る神狩屋。

　そして颯さつ姫きも。颯姫の表情も、緊きん張ちようと不安で半ば引き攣つっていて、転びそうになりながらワゴンから飛び出して、車の音を聞いて出て来た可か南な子こに駆かけ寄っていった。

「し、白しら野のさんは……!?」

「大丈夫よ」

　颯姫には頭を撫なでながらそう言ったが、可南子は神狩屋には厳しい表情を向けた。

　後からのそりと出てきた〈葬そう儀ぎ屋や〉が、ほとんど視線だけの無言の促うながしを神狩屋に向け、神狩屋はそのジェスチャー未満の動作に頷うなずいて見せ、〈葬儀屋〉の脇わきをすり抜けて家の中に上がり込んだ。

　上がってすぐの畳たたみの間に、蒼衣が寝かされていた。

　蒼衣の着ている、校章入りの白いシャツの腹部には、工作用の小こ刀がたなが柄えの部分まで深々と突き刺ささったまま、微かすかな、ほんの微かな呼吸に合わせて真まっ赤かな染みの真ん中で、痛々しく上下していた。

　やんわりと通さないようにしていた可南子をかいくぐって、駆け込んで来た颯姫が、それを見て短く悲鳴を上げた。

「ひ……!!」

「急いで、神狩屋さん。抜いたら大出血するかもしれなかったからそのままにしてあるけど、いつ息が途と切ぎれるか、気が気じゃなかったの」

　立ち竦すくんだ颯姫を後ろから抱だき締めるように押さえて、可南子が言う。

　神狩屋が問う。

「意識は？」

「一度も」

　訊たずねながらも神狩屋は、蒼衣が横たえられた布ふ団とんの脇に膝ひざをつく。

　そして神か狩がり屋やは蒼あお衣いのシャツの血の染しみと、血の気が失うせた表情を観察し、口元に手をかざして呼吸を確かめると、意を決したように袖そでをまくってから、ベストのポケットから年代物の小こ刀がたなを取り出してその刃は先さきをジッポライターで炙あぶった。




　　　　†




「………………」




　その時、雪ゆき乃のは工こう房ぼうの前にいた。

　車がやって来て、神狩屋と颯さつ姫きが家に駆かけ込む慌あわただしい光景。雪乃は工房の戸のすぐそばの壁に背を寄りかからせて、それらの光景を睨にらむように見つめながら、じっと腕うで組ぐみして立ち続けていた。

　一応なにもしていないわけではない。見張りをしていた。

　今、この閉め切られた工房の中には、あの蒼衣を刺した少年と、死人の少女が、まとめて閉じ込められていた。

　少女と引き離そうとすると少年が抵抗するので、やむなくそういうことになった。

　あの光景を見ても、少年は悪夢を現実として受け入れられないのか、少女に危害を加えようとすることを激しく拒きよ絶ぜつし、こちらとしても蒼衣が刺さされてそれどころではなかったのでひとまずこの件は脇わきに置かれていた。

　少女の処分については、颯姫を待ってからということになった。

　少年の記き憶おくを処理してからなら、どうにでもできる。

　それまでの間、彼らは虜りよ囚しゆうということになった。

　そしてそれまでの間、中で彼らが逃げるとか、あるいは少女が少年を襲おそうなどの────何ら問題があった時にすぐ気がつくように、雪乃はここに立っていた。

「………………」

　険しい目で、じっと。

　雪乃は思っていた。これは、当然の結果だと。

　ずっと、こういうことになると思っていたし、そう言ってきた。ずっと思っていて、言っていたことを────雪乃は自分に、ずっと言い聞かせていた。

　当然だ。蒼衣は〈騎き士し〉として、覚かく悟ごも危機感も足りなかった。

　この役目は甘あまいものではない。普通を隠かくれ蓑みのにはしても、普通の精神など持っていては、とても務まらない、危険と狂気に満ちた役目なのだ。

　にもかかわらず、蒼衣は緊きん張ちよう感のない態度で〈騎士〉の役目に首を突っ込んだ。

　いずれこうなることは目に見えていた。普通なんて言っている人間が〈騎士〉の領りよう分ぶんに首を突っ込むから、こんな目に遭あうのだ。当然だ。

　そう、こんな目に。

　いい気味だ。

　いい気味。

　こんな。

　そう。

　…………くっ……！




　ぎゅっ、




　と背中に回して組んでいた手を、掌てのひらに爪つめが食い込むほど、強く握にぎり締めた。

　胸の中で感情が煮にえ立っていた。説明のつかない感情。

　動どう揺ようしている？　まさか。そんな理由はない。

　これは当然の結果だ。遅すぎたくらいだ。わかりきっていたことに動揺する理由など、一つたりとも存在しない。

　みんな蒼あお衣いの寝かされている家に入ってしまい、誰もいなくなった敷しき地ちを、雪ゆき乃のは身じろぎもせずに、じっと睨にらみ続ける。

　睨み付けているのは自分の心だ。余計なことは考えるな。ただ〈騎き士し〉でいればいい。

　蒼衣が生きるか死ぬかなど、考える必要はない。〈悪夢〉との闘争の途と中ちゆうで〈騎士〉が死ぬなど、いつ起こってもおかしくない当たり前のことなのだ。

　動揺など、していない。

　そうだ、自分は腹を立てている。

　忠告を聞き流して首を突っ込み、当然の事故を起こした素人しろうとに。

　こんな危険度の少ない仕事の途と中ちゆうに、油断して錯さく乱らんした一般人に刺さされて死ぬなど、笑い話にもならない。お似合いの末まつ路ろだ。




『────望み通りになったのに、ずいぶん不ふ機き嫌げんじゃない？』




　風かぜ乃のが、工こう房ぼうの壁沿いに据すえられた陶とう器きの乾燥棚だなに肘ひじと顎あごを乗せて、雪乃の顔を見上げて、うっすらと笑って言った。

「……いつ私が望んだのよ」

　雪乃は顔を覗のぞき込まれて不快げに顔を逸そらし、吐はき捨てるように言った。

「そいつがどんなひどい間抜けでも、〈悪夢〉に人が殺されるのを喜ぶ〈騎士〉がいるわけないでしょ？」

『そうなの？　あれだけ殺すとか言っといて』

　くすくすと笑う風かぜ乃の。雪ゆき乃のは背中で、ぎり、とさらに強く、拳こぶしを握にぎり締める。

「……危機意識の足りない〈騎き士し〉は、迷めい惑わくなのよ」

『だから、望み通りになったんでしょう？』

「望んでるわけじゃない」

『あら、てっきり、だから見殺しにしたんだと思ってたわ。だってあの時、あなた、何もしなかったから』

「……っ！」

　あえて目を逸そらしていたことを突かれて、雪乃は唇くちびるを嚙かんだ。

　蒼あお衣いが刺さされたあの時、雪乃は何もできなかった。そして蒼衣が倒れた後も、雪乃は何もしなかった。

　蒼衣が刺されるまで何も気づかなかった自分は、油断していなかったと言えるのか？

　その後、少年が取り押さえられて、蒼衣が腹にナイフを刺したままの蒼あお衣いがここに運ばれるまで何もできなかった自分が、覚かく悟ごや危機感があると胸を張って言えるのか？

　…………く……！

　悔くやしさに、心の中で歯は嚙がみした。

　そんな雪乃を嘲あざ笑わらうように、風乃が言った。

『心は、偽いつわらなくていいのよ？』

「うるさい……！」

『それとも、ほんとはアリスに死んで欲しくなかったの？　あんなにつんけんした態度を取ってたのに？　ふふ、可愛かわいいわね』

「…………この……！」

　唇を嚙んで耐える。口を開けば、大声で喚わめいてしまいそうだった。

『それなら、そうだわ。いい考えがあるの』

　だが、なおも、風乃は笑った。

『もし〝アリス〟が死んだら、〈葬そう儀ぎ屋や〉さんに生き返らせてもらいましょうよ』

「……!!」

『一度毀こわれた〝アリス〟を、上手うまく育て直せばあなた好みになるかも知れないわよ？　あなたの言う危機感や〈騎士〉の覚悟があって、〈泡ほう禍か〉を根底から駆く逐ちくできる〈断だん章しよう〉を持った、でもとても危うい、素す敵てきな怪物の〈騎士〉に……』

　だん!!　と雪乃は拳こぶしを振り下ろして壁を叩たたいた。風乃は言葉をそこで止めたが、薄うすく笑いを浮かべ、目を細めて、雪乃を眺ながめていた。

「…………黙だまって……て」

　くす、と笑って、風乃は消えた。

　感情が昂たかぶったまま一人で放り出され、激しく渦うず巻まく感情のやり場がなくなり、雪ゆき乃のは先ほど壁に叩たたきつけた手を、指を引き剝はがすようにして、開いて見た。

　微かすかに震ふるえる掌てのひらには、四本の爪つめが刺ささった痕あとが、くっきりと刻み付けられていた。

　皮が破れ、血が滲にじみ……そして気がついてみれば、袖そでから覗のぞいた左手首に巻いてある包ほう帯たいの縁ふちには、火で炙あぶったような茶色の焦こげ痕がついていて、布を焦がした臭においが微かすかに空気へと立ち昇っていた。

「はあ…………はあ……っ」

　胸の底から、荒い息をつく雪乃。

　背を壁に寄りかからせたまま、雪乃は深く俯うつむき、焦げて熱を持った包帯を、左手首から毟むしり取るように解いた。

　露あらわになる無数のリストカット痕こんと、包帯を焦がした熱で赤くなった肌はだ。

　雪乃は傷だらけの腕うでと、焦げた包帯を握にぎった右腕をそれぞれ投げ出すように下げて、泣き出しそうとも怒り出しそうとも取れる表情で、その表情が誰にも窺うかがえないほど深く俯いて、工こう房ぼうの軒のき下したに立ち尽くしていた。




「…………」




　そして、しばしの時間。

　そうしていると住居の玄げん関かんから、可か南な子こが泣いている颯さつ姫きを促うながして、外へ連れ出してきた。

　颯姫は可南子のエプロンにしがみついて、ぐすぐすとしゃくりあげている。可南子はそんな颯姫の背中をさすりながら、ゆっくりと歩いて、颯姫を雪乃のところへ連れてきた。

「……」

　雪乃はじっと、深く俯いて。

　そして次に可南子へと顔を上げた時には、表情はひどく厳しいながらも、普段の雪乃の貌かおになっていた。

「……何？」

「ごめんなさい、ちょっと、颯姫ちゃんを見ててあげてくれない？」

　可南子は言う。そう言う間にも、颯姫は可南子のエプロンから離れて、雪乃の腰こしに抱だきついて、漆しつ黒こくの衣い装しように顔をうずめる。

　それを見て、可南子は少しだけ微笑ほほえむ。

「颯姫ちゃんには見せない方がよかったわね。もう少し強く止めるべきだった」

「そうね。あいつのせいで、またあの死人の処分が遅れたわ」

　蒼あお衣いのせいにする。

　颯姫がこんな状態では、あの少年の記き憶おくを消すのはもうしばらく無理だ。精神が不安定な状態では、〈断だん章しよう〉のコントロールはとてもではないが期待できない。

「……」

　可か南な子こは一いつ瞬しゆん何か言いたげだったが、しかし雪ゆき乃のたちを残して立ち去り、元の住居の方へと戻って行った。

　雪乃も、自分が刺とげ々とげしいことを言っている自覚はあるので、聞く耳なく黙だまって見送る。

　後には颯さつ姫きのしゃくり上げる声が残され、夕刻の風に流される。腰こしにしがみつく颯姫の体温と、服の生地を抜けてくる呼気が、ひどく重く感じた。

　その重みの奥から、颯姫の声が聞こえた。

「う……ぅぇ…………雪乃さん……し、白しら野のさんが……」

　雪乃の服に顔をうずめたまま、涙なみだの混じった声で、颯姫は訊たずねてくる。

「白野さん、大丈夫なんですか……？　ぅ……し、死んじゃったり、しませんよね……？」

「……」

　だが今の雪乃は、そんな颯姫に、心にもない気休めを言って宥なだめてやることもできないような、そんな精神状態だった。

　せめて沈ちん黙もくを保つ雪乃。その沈黙の中に、颯姫の涙声が、途と切ぎれ途切れに響ひびく。

「………………」

　どうにもならない時間が、過ぎる。

　目をやる場所さえなく、後頭部を壁につけて、漫まん然ぜんと敷しき地ちの景色けしきを眺ながめた。

　神か狩がり屋やの乗って来た車の中に、リボンを結んだ小さな女の子の頭が、窓から垣かい間ま見みえ夢ゆ見み子こも一いつ緒しよに連れて来られていたのだと、雪乃はこの時になって初めて気がついた。

　だが。

　その時。

「……？」

　心の壊こわれた少女────夏なつ木き夢見子のいるらしき後部座席の、その隣となりの席に、人が座っている姿が見え、雪乃はふと眉まゆを寄せた。

　向かい側の窓側の席にいるためぼやけて見えるが、髪かみの長い女性に見えた。

　当たり前のように座っている。一体誰だろう？　神狩屋が誰か連れて来たのだろうか。だが何も聞いていないし、知っている人間にも見えなかった。

　そして────一瞬目を凝こらした、その時。




　その人間が、溶けていることに気がついた。




　ぞっ、とその瞬しゆん間かん、背筋に悪お寒かんが駆かけ上がった。夕暮れの下に停とまっている、そのワゴン車の中に座っていた人影は、まるで縦に引き伸ばした溶けたチーズに長い髪のかつらを被せたような、異様な輪りん郭かくをしていたのだった。

「…………………………!!」




　さーっ、




　と周囲に、感覚が遠くなるような静せい寂じやくが、いつの間にか満ちていた。

　あまりにも静かすぎ、感覚が遠すぎて、静寂そのものに微かすかなノイズを感じるほどの、異様な雰ふん囲い気きを孕はらんだ静寂。

　セピアがかった黄昏たそがれ時どきの下で、こんな静寂の中。

　ごっそりと横顔の嵩かさが削そげ、そしてそんな頭が乗っかった、今にも千ち切ぎれそうなほど細く伸びた頸くびと肩かたをした人物が車の中に座っているのを、凍こおりついたように見つめている。

　誰タそ彼刻ガレドキ。

　これは、誰ダレ？

　頭の中で、引き攣つったような、そんな問い。

　だがそれを思った瞬しゆん間かん、〝彼女〟が、そして静寂が、まるでそんな頭の中の問いに気がついたかのように、一いつ斉せいにこちらに注意を向けたのを感じた。




「!!」




　そして。

　ゆっくりと。




　ぎ、




　と軋きしむような動きで〝彼女〟が。

　車の中に座っている、貌かおの部分がない、〝彼女〟の横顔が。




　ぎぎ、




　ゆっくりと、ゆっくりと。

　ゆっくりと、こちらを向いて────




　溶とけて垂たれたチーズのように引き伸ばされた顔についた、明らかに異様な位置にずれた二つの眼球と目が合った、その瞬間。




「……っ!!」

　雪ゆき乃のは自分にしがみついていた颯さつ姫きの手を引き離すと、赤い柄えのカッターナイフを引き抜きざま、引き絞しぼられた弓を放したように飛び出して、バンへと駆かけ寄った。

「この……!!」

　そして後部座席のドアを、勢い良く開け放つ。

　開いた瞬しゆん間かん、中に座っていた、凍こおりついたような表情の、ビスクドールのように着飾った夢ゆ見み子この姿。

　そして、その隣となりの席は────空っぽだった。

　雪乃が駆け寄って、車のドアに手をかけて、思い切り引き開けた一いつ瞬しゆんだけ目が離れたその瞬間。車の中にいた異い形ぎようの〝彼女〟は幻まぼろしのように搔かき消えて、その席には一冊の本が開かれたまま、ぽつんと置かれていたのだった。




『しあわせな王子』




　開いたページには、淡あわいパステル調で描かれた金色の王おう子じの像の挿さし絵えと共に、そんな題名が書かれていた。

　雪乃は車のドアに手をかけたまま、怯おびえた颯姫と夢見子、それぞれの視線を受けながら、音がするほどに奥歯を強く嚙かみ締めた。

「こんな時に、次から次へと……！」

　雪乃は、何に向けているのかさえ、もはや自分でも分からない怒りに震ふるえて。

　ただ座席に置き去りにされた童話の本と、そのやさしい挿絵を、睨にらみつけるように見つめ続けていた。




　………………







　　　　２




　どろり、




　と血が満たされたように、頭の中が重い。

　薄うす暗いのか薄明るいのかも分からない粉っぽい視界。世界に、ノイズがかかっている。

　どことなく白く霞かすむ世界の中に、蒼あお衣いは立っている。おそらくトタンの壁に囲まれた、朽くちたように傷いたんだコンクリートの床ゆかの、小屋のような建物の中に、蒼あお衣いは立っている。

　音はない。床には、石せつ灰かいが円を描いている。

　大きな円と図形。魔ま方ほう陣じん。

　石灰で描かれた、魔方陣。

　白く、白く、世界から閉ざされた、小さな島。小さな王国。




「……ねえ、蒼衣ちゃん、『そと』の世界は、楽しい？」




　小さな王国の、小さな女王が言った。

　肩かたまで伸びた黒髪かみに、白い白いワンピース。

　白い女王にして、白い魔ま女じよ。この小さな領りよう土どで、全すべての世界と戦っている。

「……楽しいよ。葉は耶やちゃん」

　蒼衣は、答えた。

　幼い頃の女王に。この王国の、唯一の国民として。

　たった一人の国民で、たった一人の外交官。外の世界で、いつもは暮らしていた。

「葉耶ちゃんも、みんなと仲よくすれば、楽しいと思うよ」

　言う蒼衣の胸の中には、何故なぜか不安感があった。

　どろり、と血のような不安が、不快感に似た塊かたまりとなって、胸の中にわだかまっていた。

　微かすかに眩暈めまいがする。世界が揺れているような眩暈。

　容器に満たされた血が、揺れるような眩暈。

　吐はき気を伴う、眩暈。

「……嫌いや」

　女王は、拒否した。

「蒼衣ちゃんが、『そと』のやつらと仲よくするのも、嫌」

　さらに女王は、言った。

「『そと』の人は、わたしが嫌いなの。だからわたしもやつらが嫌い。わたしが嫌いなやつらと、蒼衣ちゃんが仲よくするのも嫌い」

「そんなこと言われても……こまったなあ」

　何度もしたやり取り。

　女王の心は変わらないし、蒼衣の現実も変わらない。いつも物別れになるやり取り。いつも蒼衣を困らせる、やり取り。

「それに、『そと』のやつらと仲良くすると、蒼衣ちゃんはきっと、わたしをわすれるもん」

「そんなこと、ないよ」

「ほんとに？　誓ちかえる？　『そと』のやつらと遊んでるとき、蒼衣ちゃん、わたしのことをわすれてない？」

「わ、わすれてないよ」

「ほんとに？　ほんとのほんとに？」

　女王は疑いの目で、蒼あお衣いを見る。不安になる顔。女王が笑った顔は、蒼衣でさえ数えるほどしか見たことがなかった。

　笑うと、本当に可愛かわいいのに。

　蒼衣が何も言えないでいると、女王は険けんのある疑いの表情のまま、言った。

「蒼衣ちゃんは、噓うそつきじゃないよね」

「え……？　う、うん」

「じゃあ、何もわかってないだけなんだわ」

　女王は魔ま方ほう陣じんの中で、背を向ける。

「蒼衣ちゃんはいいこだから、『そと』の人たちに騙だまされてるの」

「そ、そんなことないよ。だれもウソなんか……」

「ううん。『そと』の人たちはみんな噓うそつきで、いっつもじぶんを騙してるわ。それを聞いてるまわりの人も騙されるの。『そと』は、噓ばかりだわ」

「……むずかしくて、わかんないよ」

「蒼衣ちゃんは、わたしに『なんにでもなれる』って言ったけど、なれないよ。蒼衣ちゃんはいいこだから、見えてないの。『そと』の人たちが、どれだけわたしを縛しばってるか。みんながみんなを縛ってるの。蒼衣ちゃんも縛られてるけど、いいこだからその紐ひもが見えないの」

「葉は耶やちゃん……」

「その紐で首が絞しまっても、見ないふりをするしかないんだわ」

　女王の肩かたは、震ふるえていた。

「わたしは悪いこだから、その紐が見えたの。わたしはずっと、ぐるぐる紐だらけで、もうじぶんが何になりたいのか、形もわからなくなっちゃった」

　そして、女王は、ゆっくりと振り向く。

「この王国にいるときだけが、ほんとうのわたし」

　両腕うでを広げる。

「蒼衣ちゃんとわたしだけのわたし。そんなわたしの王国。さいしょは一人しかいなかった、ちっちゃな王国。でも蒼衣ちゃんのおかげで、少しだけ大きくなって、いまはこんなに、大きくなったよ」

「……」

　ずき、と胸が痛む。吐はき気がする。どうして？

「この王国を、大きくしようよ。わたしと蒼衣ちゃんだけの王国。それじゃだめなの？」

「…………それじゃ……」

　だめなんだ、と言いたかったが、言葉が出なかった。

「何にでもなれることがしあわせなの？　わたしはじぶんが何になりたいのかわからなくなっちゃったけど、蒼あお衣いちゃんといっしょのわたしになるのはいいと思ったの。それは嫌いや？　それじゃだめなの？」

「それは……」

　胸が痛くて苦しくて、言葉が出なかった。息ができなかった。

　そんな蒼衣の様子に気づかないのか。それとも気づいていながらそうしているのか。

「ねえ」

　女王は蒼衣を覗のぞき込んで、静かに訊たずねてきた。

「ねえ、蒼衣ちゃん」

　問う。

「蒼衣ちゃんは、なんで人が、何にでもなれるって思うの？」

　不思議そうにも、哀あわれんでいるようにも見える、問いかけの表情。

「ねえ、蒼衣ちゃん」

　問う。

「わたしがいなくなってから、ずっと『そと』で、こんなに大きくなるまで生きてきて、すこしは賢くなった？　紐ひもは、見えるようになった？」

「…………!?」

　違和感。

　何だ？　何だろう？

　この会話は、おかしい。変だ。

「ねえ、蒼衣ちゃん」

　問う。

「悩んで悩んで頭の中がぐちゃぐちゃになった人を、何にでもなれって突き放すのは、ほんとにその人のためになるのかな？」

「……!!」

「ねえ、蒼衣ちゃん」

　さら、と魔ま方ほう陣じんが、その中身と一いつ緒しよに崩くずれた。




「わたしを、わすれてない？　ちゃんと今も、わたしの紐に縛られてる？」

「………………!!」




　さらさらと、王国と一緒に葉は耶やが崩くずれて、撒まき散らした石せつ灰かいのように渦うず巻まいた彼女は、血の色の煙けむりになって、ぶわ、と蒼衣を吞のみ込んで視界を覆おおい尽くし────

「うわっ!!」

　血の色の煙けむりが目の前で次々と変化して、無数の人間と動物と魚と昆こん虫ちゆうが出で鱈たら目めに混じり合いながら、混こん沌とんとした変化を繰り返した。平へい衡こう感覚もなくなり、正しよう気きを奪うばわれるような狂的な光景が万まん華げ鏡きようのように広がって、激しい眩暈めまいに襲おそわれて、そして煙を吸い込んだ口の中一いつ杯ぱいに胸が悪くなるほどの血の味が広がって──────




　　　　†




「うわあああああああっ!!」




　蒼あお衣いは、悲鳴と共に目を開けた。

　その瞬しゆん間かん、げぼっ、と喉のどに何かが絡からんで、思い切りむせ返った。激しく咳せきをする。

「ごほっ…………げっ、げほっ……!!」

　横倒しに転がり、激しい咳に身体からだを折る。だが咳によって腹の筋肉に力が入った途と端たん、激痛が腹ふつ筋きんに突き刺ささって、蒼衣は言葉もなく、その場で悶もん絶ぜつした。

「う……ぇ……」

　逃がすように小さく咳をしながら、腹を押さえ、痛みに痙けい攣れんする。

　そんな口の中に、血の味がした。口の中一杯に広がる、猛もう烈れつな血の味。

　咳せき込み、呻うめく。頭も痛い。痛みと苦しさで思考に白く霞かすみがかかり、自分が一体どうなっているのか、しばらくわけが分からなかった。

　そして、咳と痛みに満ちた、しばしの後。




「大丈夫かい？　白しら野の君」




　まるでプールで溺おぼれて引き上げられたばかりのような状態の蒼衣に、頭の上から、神か狩がり屋やの声がかけられた。

「ぅ……」

　目も上げられず、答えることもできなかったが、周囲の状況だけは辛かろうじて分かった。蒼衣は布ふ団とんの上に寝かされていて、周囲に人がいる。だが、一体どうして自分がそんなことになっているのかは、まるで憶おぼえていなかった。

「ああ、無理に動かないで。そのまま聞いて」

　そんな蒼衣の様子に、神狩屋が言った。

「刃は物もので刺されたお腹なかの傷を、僕の〈断だん章しよう〉を使って塞ふさいだんだ」

　……刺された？

　蒼あお衣いは一いつ瞬しゆん混乱したが、徐じよ々じよに思い出す。途と切ぎれる前の記き憶おくを。自分はあの時、あの少年に小こ刀がたなで刺さされたのだ。

「傷の位置が良くなくて、しかも深かったから、正直なところ少し危険なくらい強く〈断だん章しよう〉を使ってる。それでも塞ふさぎきれてないから痛むと思うけど、我が慢まんして欲しい。しばらくは絶対安静だ」

　その声には安あん堵どもあったが、憔しよう悴すいもあった。

　神か狩がり屋やの〈断章〉である、〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉。血を飲ませると相手の傷が再生するという、神狩屋の抱かかえている〈悪夢〉の欠片かけら。

　口の中の血の味はこれか、と理解した。

　胃の辺りにひどいむかつきの塊かたまりがあったが、それが血を飲まされたせいなのか、それとも腹を刺されたせいなのかは、ちょっと分からなかった。

「う……」

「しばらく気分は悪いと思う」

　呻うめいて答える蒼衣に、そう神狩屋。

　そして神狩屋はそこで一いつ拍ぱく置くと、もう一つ重大なことを告げる声で、付け加えた。

「あと────もう一つ。君の〈断章〉もとても不安定になってるはずだから、くれぐれも気をつけて」

　神狩屋は言ったが、蒼衣に実感はなかった。他人の〈断章〉を受けることの副作用としてそれはさんざん聞かされていたが、今まで神狩屋の〈断章〉で傷を治ち療りようしても、蒼衣は何ら異常を感じたことがなかったのだ。

「白しら野の君の〈断章〉は安定していたから今までは平気だったけど、たぶん今回は、これまでとは違うと思う」

　だがそれを把は握あくしてのことだろう、神狩屋は今までになく詳くわしい説明を始めた。

「白野君……今、昔のトラウマに関わる夢を見たりとか、しなかったかい？」

「……!!」

　びく、と蒼衣が強こわ張ばる。それに気づいた神狩屋が、微かすかな溜ため息いきをつく。

「それはね、〈断章〉が、表層意識に浮かび上がってるんだ」

　そう、神狩屋。

「しばらくは、できるだけ気を落ち着けるように気をつけた方がいい。君の心が不安定になると、〈断章〉が暴発する可能性があるから」

「…………」

「それから心の中で不安定化した〈断章〉が君の心を揺さぶるかもしれないから、覚かく悟ごしておいて。夢も頻ひん繁ぱんに見るだろうし、わけもなく不安になったり、些さ細さいなことで、恐怖なんかの感情がコントロールできなくなるかもしれない」

　そしてそこまで、神か狩がり屋やは言うと、

「……とりあえず、今は休んで。何かあったら言うんだよ」

　最後にそう声をかけて、蒼あお衣いの傍そばから立ち上がった。

　立ち上がり、何故なぜか慌あわただしく立ち去る、音と気配。

　神狩屋と、おそらくは〈葬そう儀ぎ屋や〉が、部屋を出てゆく。そして蒼衣の傍には最後に可か南な子こが残り、横向きの蒼衣の額ひたいに濡ぬれた手ぬぐいを当てて、そのまま額に手ぬぐいが乗るように、蒼衣の体を優しく上向きに動かした。

「痛つ……っ」

　それでも傷に痛みを感じて、呻うめく蒼衣。

「あ、ごめんなさい」

　可南子が、謝る。

「神狩屋さんの〈断だん章しよう〉は内側から傷を塞ふさいでいくみたいで、皮ひ膚ふの傷はまだなの。でも……よかった。生きてて」

　そして可南子はそう言い足しながら蒼衣の顔を濡れ手ぬぐいで拭ふき、それから後は、何も言わなかった。

「………………」

　母親がそうするような無言の中、蒼衣は腹の鈍どん痛つうと不快、そして頭痛という、頭の中から体中の筋肉までが蝕むしばまれているような感覚に全身を浸ひたした。ずき、ずき、と心臓の鼓こ動どうに合わせて腹の傷から鈍痛が広がり、頭ず蓋がい骨こつの中の脳を直接揺さぶられているような頭痛が頭を蝕み、眩暈めまいで天てん井じようがゆっくりと回った。

　痛みと眩暈に意識が満たされてほとんどものが考えられなかったが、蒼衣はそれでも、物思いのためのスペースを意識の中に作っていた。最初あった混乱も、もはやほとんど収まっていたが、自分の置かれている状況について、考えないわけにはいかなかった。




　────久し振りだった。葉は耶やの夢を見たのは。




　怪け我がとは関係なく、胸の辺りに、黒く重いモノが、ずーんとわだかまっていた。

　今いま更さらながら、改めて思い知らされた。彼女と、彼女の王国を突き放したことを、ずっと自分は心の底で、これほどまでに気に病み続けていたのだ。

　人を突き放すことへの恐怖。苦しみ。

　今までは無意識に、人の頼みを断ることに対する苦手意識として、それらは現れていた。

　そうすることで今までは、トラウマめいたそれと真正面から向き合わないようにしていたのだ。だが今は、あの夢のせいで、この感情の〝根本〟と、無む理り矢や理りに向き合わざるを得ない状況になっていた。

「………………」

　罪悪感が、焼けた重たい塊かたまりになって、胸の中にあった。

　その罪悪感の塊から、まるで熱のように広がっている心の痛み。感情の熾おき火び。

　まるで罪そのものが、胸の中を蝕むしばんでいるかのように思える。あるいは心臓が罪のせいで地じ獄ごくに投げ入れられ、その熱で、胸の中が焼かれている気分だ。

「……」

　薄うすく目を開けて、半ば手ぬぐいの被かぶさった視界で、天てん井じようを見上げた。

　この胸の苦しさは、やはり神か狩がり屋やが言うように、〈断だん章しよう〉が不安定になっている、そのせいなのだろうか？

　ぼんやりと見上げる、天板のない、自然木を使った梁はりが剝むき出しになっている天井。

　それは見た目も材質も違ったが、今の蒼あお衣いには、彼女の『王国』があった倉庫の天井を思わせて、うっすらとだが厭いやな気分にかられた。

　と────その時だった。




　視界の端に、小さな子供の手が見えた。




「っ!!」

　びくん、と体が痙けい攣れんした。心臓が跳はね上がった。

　女の子の手。布ふ団とんに寝ていた視界の端はしを、そんな白い手がかすめ、その瞬しゆん間かん蒼衣は全身の毛が逆さか立だつほどの怖おそれに襲おそわれて、反射的に身をよじってそちらへと目をやった。

「………………!!」

　そこには、玄げん関かんの広い土間にいつの間にか颯さつ姫きがやって来ていて、開けっ放しの戸口から、蒼衣に向けておずおずと手を伸ばしていた。

「あ……」

「し、白しら野のさん……」

　目が合った途と端たん、颯姫の目に大粒の涙なみだが溜たまった。

　そのまま声にならず、立ったままぼろぼろと涙をこぼし始める颯姫。

「……さつき……ちゃん……」

　宥なだめるように言ったが、そう言った蒼衣の中には罪悪感があった。たった今、蒼衣は差し伸べられた颯姫の手を見て、怖れたのだ。

　葉耶の手だと、思ったのだ。

　差し伸べられた少女の手を見た時。少女の姿を見た時に。

　葉耶だと思った。そして、彼女が自分のところに現れるのを、怖れた。

　蒼衣は葉耶を失った。そして二度と彼女を作らないことで贖しよく罪ざいしようとしてきた。

　だが、もしも失われた彼女が蒼あお衣いの前に現れたとしたら────




　もはや蒼衣は、彼女へ詫わびる言葉など思いつかないがゆえに、心の底から済まなかったと思う彼女と顔を合わせることを、心の底から怖おそれていたのだった。




「………………」

　蒼衣は、何も言えなかった。

　体が、まともに喋しやべることができない状態であることも確かではあったが、それ以上に言うべき言葉が、何一つ思いつかなかった。

　立ったまま下を向いて泣き続ける颯さつ姫きと、何も言えない蒼衣。

　沈ちん黙もくと鈍どん痛つう。蒼衣は、重い気持ちでぼんやりと自分の傷の痛みを感じていたが、不意にその自分の傷の原因になった最後の記き憶おくを思い出して、その時に気づきかけた事実についても、また同時に思い出した。




　────あの少年と少女は、知り合いかもしれない。




　今、あの二人はどうなったのだろう？

　可か南な子こに訊たずねようかとも思ったが、しかし残念ながら、それができる空気ではなかった。

　そしてそれができる体でもなかった。蒼衣は額ひたいに乗せられている濡ぬれ手ぬぐいが、視界を半ば覆おおっているのに任せるように、そっと瞼まぶたを閉じて、再び眩暈めまいと痛みに満ちた感覚の海に、その心身を沈めていった。







　　　　３




「………しまった……!!」




　雪ゆき乃のの、歯軋ぎしりせんばかりの、低い呻うめき。

　車の中にいた夢ゆ見み子この〈断だん章しよう〉が発現し、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉による予言が示された、その後のこと。

　蒼衣のいる家へと使いに出した颯姫の伝でん言ごんで、蒼衣の当面の治ち療りようを終えた神か狩がり屋やが、慌あわてて家から出て来て。

　そして『予言』が出たことに危機感を持った神狩屋が、閉じ込めている少年と話をしたいと言い出したため、工こう房ぼうを開けたところ、雪乃は中を見た途と端たんにそう言って呻く羽は目めになったのだった。




　……中は、もぬけの殻からだった。




　工こう房ぼうには窓はなく、開くのは入口と裏口と高い位置の明かり取りだけ。そのうちの裏口の戸の鍵かぎが、おそらく工房のどこかにあったのだろう鉄の棒ぼうで無む理り矢や理りにこじ開けられて、中にいたはずの少年と死人の少女の姿が消え、虚うつろな風が吹き抜けていた。

　戸を壊こわすのには相当大きな音がしただろうが、完全に『予言』騒さわぎの隙すきを突かれた。とはいえ時間にすれば十分もない。雪ゆき乃のが工房の前を離れて隙ができるのを、ずっと狙ねらっていた可能性があった。

「くっ……」

「どうにも……困ったね」

　歯嚙がみする雪乃の後ろで、夢ゆ見み子こを抱だき上げた神か狩がり屋やがそう漏もらす。

　害意がないことを少年に伝えるために、特に縛しばり上げたりもせずに軟なん禁きん状態にしていた、その挙あげ句くが、この有様だった。

　縛り上げた時に発生するであろう、トイレだ何だという手間に構う余よ裕ゆうがなかったというのもある。だが、まさか隙を見計らって戸の鍵を壊し、廃はい人じん状態の、しかもまともな人間ではないことをその目で見ているはずの少女を連れて、逃げ出すほどのことをやってのけるほどの義理や行動力があの少年にあるなどとは誰も考えていなかったのだ。

　あの時は興こう奮ふん状態で話が通じなかったが、落ち着けば大人おとなしくなるだろうと、誰もが思っていた。

　どん！

　と雪乃は、戸口の柱を苛いら立だたしげに叩たたく。

「何で、ここまでするわけ……？」

　いったい何があの少年にここまでさせたのか、わけが分からなかった。口封じのために雪乃たちに殺されると思ったのだろうか？　ひょっとしたら逃げ出したのは少年だけで、少女は開けっ放しになった裏口から、勝手に出て行っただけなのかもしれない。

　分からない。不ふ可か解かいだ。

　だがそう言ってみたところで、少年がこうして逃げ出したことだけは、厳げん然ぜんたる、動かしようのない事実だった。

「……姉さん」

『あら、雪乃たちの失敗を、私に埋うめ合わせさせるの？』

　低い雪乃の呼びかけに、風かぜ乃のは乾燥棚だなの上に座った姿で嘲あざ笑わらう。

　だが雪乃は、そんな風乃の挑ちよう発はつを無視して、横目で風乃を見下ろして、詰きつ問もんする口く調ちようで問いを投げつけた。

「姉さんは、気づいてなかったの？」

『……』

　答えは、露ろ骨こつにはぐらかすような笑い。

『…………ふふ、どうかしら』

「……」

　あれだけあの死人の少女に興味を持っていた風かぜ乃のだ。例の腹が立つほどの気まぐれであっという間に関心を失ってしまっている可能性もあったが、もしも興味がそのままなら、死人の少女の動向をずっと窺うかがっていたとしても少しもおかしい話ではなかった。

「雪ゆき乃の君」

　そんな雪乃の、他人からは独り言にしか見えない呟つぶやきを聞いた神か狩がり屋やが、訊たずねる。

「風乃君は、何て？」

「協力する気はないって言ってるわ」

　限りなく端たん的てきに、雪乃は答える。

『……そんなことないのに。何をそんなに苛いら立だってるの？』

「別に苛立ってなんかない」

　苦々しく雪乃。

「いつも通り、姉さんが嫌いなだけよ。その気もないのに、思わせぶりなこと言って、人を揺さぶろうとするのはやめて」

　ふふ、と風乃は笑った。戯ざれ言ごとを聞き流すように。

　そして。

『〝アリス〟が死んでなくて、複雑？』

「…………何の、関係があるのよ、あいつがっ……！」

　押し殺した怒ど声せいが出た。

　それを聞いて、乾燥棚だなに座った風乃は、背を仰のけ反ぞらすようにして、いかにも可笑おかしそうに笑った。

　殺意を込めて睨にらみつける雪乃。

　風乃はひとしきり笑った後、目を細めて雪乃を見て、口を開いた。

『……まあ、それは置いておくにしてもね。雪乃、どんな果物くだものにも、それぞれ一番美味おいしい時があると思わない？』

「はあ？」

『私はね、あの子は、まだ熟してないと思うのよ』

「……！」

　うっすらとした、風乃の笑み。

　雪ゆき乃のは、きっ、と眉まゆを吊つり上げる。今までのような苛いら立だちからではなく、純粋に怒りを感じて、雪乃は姉の亡ぼう霊れいを、強い言葉で問い詰めた。

「……これから〈泡ほう禍か〉が大きくなるって言うの!?」

　ぎょっとしたように、神か狩がり屋やが雪乃を見た。

「人の仕事を知ってて、よくもそんな真似まねができるわね……！」

『あら、私は必然を受け入れてるだけよ？　〝予言〟が出たのを忘れたの？』

　とぼけたように、風かぜ乃の。それを聞いた途と端たん、風乃の言葉によって、あの時あった出来事が、雪乃の中で嵌かん合ごうした。

「……！」

　雪乃の前で嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでいる風乃と、後ろで神狩屋にしがみついている夢ゆ見み子こ。

　もしも、夢見子の〈グランギニョルの索さく引いんひき〉によって〝予言〟された〈泡禍〉があの死んだ少女に関わるものなら、雪乃はまさにその〝予言〟に気を取られて少女に逃亡され、さらに風乃の見て見ぬ振りによって、その逃亡を確定的なものにされたのだ。

　二人の〈悪夢〉が、〈悪夢〉の成熟を手助けした。

「この……！」

『ふふ』

　睨にらみつける雪乃。風乃はそしらぬ顔で視線を逸そらすと、座った棚たなの上から飛び降りるようにして、笑い声を微かすかに残して夕ゆう闇やみに溶とけて消えた。

　怒りと焦あせりに満ちた頭で、雪乃は考える。




　────どうやって、逃げた二人を探す？




　そんな雪乃を、神狩屋は夢見子を抱だいたまま気を揉もむように見ていた。

　そして神狩屋は、少し離れて立っていた〈葬そう儀ぎ屋や〉に目を向けると、

「これからどうするか、話をしなきゃいけないね」

　と、どこか疲れたような口く調ちようで話しかけ、小さく頷うなずき合った。
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　　　四章　　幸福のある城
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　もう夕ゆう闇やみが落ち始めた、山の中。

　亮りよう介すけは片手で〝彼女〟の手を引いて、がさがさと音を立てて、林の中を逃げていた。

　全身の筋肉は、もはや引き攣つって、痙けい攣れんを始めそうなほど悲鳴を上げている。その痛みと感覚に顔を歪ゆがめながら、亮介は必死で下草を搔かき分けて、昨日きのうからうんざりするほど続けたはずの林の中の逃とう避ひ行こうを、また再び続けていた。

　身体からだの状態は、前よりも遥はるかに悪い。

　足は痛みで今にも折れそうで、全身は石のように重く、頭の中で必死で進んでいる割には、身体は遅ち々ちとして前に進めていなかった。

　その事実に、頭は焦あせって、さらに前へ前へと進もうとする。しかし棒ぼうのような足は、すっかり上がらなくなっていて、そのせいで進もうとするたびに、木の根や下草や地面の凹おう凸とつに足が何度も何度も引っかかった。

「……っ！」

　そのたびにつんのめりそうになりながら、それでも亮介はひたすらに、山の中を溺おぼれるように進んでいた。

　逃げていた。山の中に響ひびく、がさがさという足音。

「はあ……はあ……！」

　疲労と苦痛で吐はき出される、荒い呼吸の音。

　必死だった。だが亮介は、どうしてこんなことをしているのか、実のところ自分でも、よく分かっていなかった。




　自分がいま手を引いている、浅あさ井い安あん奈な。

　彼女は、化物だった。




　目の前で鉈なたで頭を割られ、頭部を切り落とされた彼女が、おぞましい復活を遂とげるところを亮介はこの目で見た。

　恐怖に震ふるえた。

　もし胃の中にものがあれば、その場で全部もどしていたはずだった。

　たった今まで手を繫つないでいた、温かい手の持ち主が目の前で惨ざん殺さつされた衝しよう撃げきと恐怖。そしてその、目の前で殺された密ひそかな思い人が、異常な怪物であったという、まるで自分の正気と世界が一度に崩ほう壊かいしたような、凄すさまじいまでの衝撃と恐怖。

　あの時、亮りよう介すけは確実に、一時的に正気を失っていた。

　暴れた。たったいま見たものを脳が受け入れられず、その全すべてを、何もかも否定しようとして、彼女を────すなわち今まで自分が信じていた世界を、必死で守ろうとして、無む我が夢む中ちゆうになって暴れ回った。

　目の前の彼女さえ守って逃げ切れば、いま見たものが全てなかったことになるような気が、あの時はしていた。彼女以外のものを、周りから排はい除じよすれば、自分の見たものから逃げられるような、そんな気がしていたのだ。

　だが……

　亮介はあっという間に取り押さえられて、あの建物の中に閉じ込められた。

　彼らは亮介には危害を加える気はないと言い含めた後、思わず亮介が恐怖と混乱からポケットの中の小こ刀がたなで刺さしてしまった、亮介と似たような年のころの少年を、必死になって救助しようとしていた。

　そして縛しばられもせずに、亮介は軟なん禁きんされたのだ。

　彼女と共に。菓か子しパンと飲み物を与えられ、陶とう芸げいの工こう房ぼうらしき建物に軟禁された亮介は、疲れ果てて座り込んでいるうちに────そのうち落ち着いて、冷静になった。

「…………！」

　途と端たんに、興奮しておかしくなっていた頭が、冷めた。

　そしてそれと同時に、自分が助けようとしていた彼女が何か得え体たいの知れない〝モノ〟であるという事実と、自分が人を刺してしまったのだという事実が、恐ろしい現実として心の中に染しみ込んできた。

　血の跡あとさえなくなった彼女。少年の血で汚よごれたままの自分の手。

　自分が〝人間〟を刺してしまったのだという実感が、その時になって、心の中に重苦しい煙けむりのように、胸の中に湧わき上がった。

「う……!!」

　錯さく乱らんして、彼女の姿をした化ばけ物ものを守るために。

　亮介は、ただの少年を刺し殺してしまったのだ。

　あれはきっと死んだ。鉛筆を削けずるための小刀を、渾こん身しんの力で根元まで突き刺したのだ。

　服を貫いた「ぶつっ」という感かん触しよくの他ほかは、まるで豆とう腐ふを突き刺したかのような手て応ごたえのなさだったが、根元まで埋うまってもなお必死で押し込もうとした柄えを腹の弾だん力りよくが押し返していて、そのはっきりとした感触がなければもしかしたら今でも人を刺してしまったという実感は、なかったかもしれなかった。

　だが、手て応ごたえは、この手に残った。

　柄えを押し返す肉。小こ刀がたなを握にぎった親指が触ふれた、生きた人間の身体からだの感かん触しよく。

　どこかの学校の制服らしきシャツ越しの、体温。腹の、薄うすい肉の感触と、刃は物ものが突き刺ささったショックで、腹筋が収縮する手応え。

　ぽかん、とした、少年の表情。

　自分が何をされたのか理解できないかのような、驚きの表情と、そのままくずおれる、少年の華きや奢しやな身体。

　いま思えば、あのとき唯一、敵てき意いなしに話しかけてきてくれた少年だった。

　傷つけるつもりはないと明言し、何も凶きよう器きらしきものも持たず、特におかしな格好もしていない、普通っぽい少年だった。

　それを。

　刺した。

　殺した。

　その事実に苛さいなまれて、工こう房ぼうの隅すみにうずくまって、がたがたと震ふるえた。

　あのとき亮りよう介すけは、彼らに向けて「人殺し」と叫んだ。しかし人殺しは自分だ。申し訳なさと、それ以上の恐怖で、震えた。涙なみだが出そうだった。

　人を殺してしまった、恐怖。

　そして殺人者になってしまった自分が、これからどうなるのだろうかという、そんな恐怖。

　このまま、警察に逮たい捕ほされるのだろうか？　そうなったら、父さんは何て言うだろう？　母さんは？　兄貴は？　じいちゃんは？

　これから自分は、どんな人生を送ることになるのだろう？

　いや、それとも、もしかすると仲間を亮介に殺されたあの人たちに、報復として、あの時の安あん奈なのように鉈なたで首を切り落とされて、殺されてしまうのかもしれない。

「…………!!」

　ありありと思い出す、あの恐ろしい光景。

　厭いやな想像と不安に、心臓の辺りが締め上げられる。

　怖かった。だが、それも仕方ないという思いも、心の中にあった。

　自分は、人を殺してしまったのだから。

　刺してしまったあの少年の表情と、手に残った感触が、脳裏と手から消えなかった。正直怖くてたまらないが、罰ばつを受けるのは当然だった。

　────広がる、絶望感。

　後悔。どうして自分は、あんなことをしてしまったんだろう？

　彼女が化ばけ物ものだったのを、あの恐ろしい姿を、この目で見ていたはずなのに。

　あのとき少しでも冷静さが残っていれば、あんなことは────

「…………」

　目を開けて〝彼女〟を見ると、まるで幼い子供に無む理り矢や理り着せたようなオーバーサイズの服を着た彼女が、土間の床ゆかにぺたんと座り込んで、焦しよう点てんの定まっていない目で、ぼんやりと天てん井じようを見上げていた。

　微かすかに開いた口。あどけない表情。

　その可愛かわいさは、亮りよう介すけが彼女に手に入れて欲しいと願っていた笑顔とは違うものだったが、それでも魂たましいを吸われそうなくらいに愛らしかった。

　それを見た途と端たん、亮介は自分の行いを後悔したことを、後悔した。

　思った。違う。あのとき確かに自分は錯さく乱らんしていた。しかし例え、正気であったとしても彼女を助けようとしただろうことは、疑いなかった。

　涙なみだが出た。なんで彼女がこんな目に。

　しかし、あのとき見た異い形ぎようの彼女への恐怖感と嫌けん悪お感かんは、その同情をもってしても、とてもではないが拭ぬぐいきれるものではなかった。

　バケモノになった、彼女。

　彼女の人生はもう終わりだ。彼女はバケモノと化し、心も壊こわれて、おそらく家族も死んでしまっているこの状況では、亮介が願ってやまなかった彼女の幸せは、もうどうやっても実現することはできそうになかった。




「僕らは、こういうのを退治してるんだ」




　亮介が刺さした少年の言っていた、言葉。

　信じられないが、どうやら彼らは漫まん画がに出てくるような、密ひそかに存在するバケモノを退治している連中らしい。

　つまり、〝彼女〟を。

　どうすればいいだろう？　もしも彼らの言っていることが事実なら、亮介は危害を加えられることなく、家に帰れるかもしれないのだ。

　ただ〝彼女〟のことさえ、見ない振りをすれば。

　そして────彼らの仲間を殺したことを、彼らが赦ゆるしてくれるのなら。

「………………っ！」

　一体どうすればいいんだ？　頭を抱かかえた。

　怖い。不安だ。何もかも投げ出したかった。ここから逃げ出して家に帰って、この連中のことも彼女のことも、何もかも忘れてしまいたかった。

　ここから、逃げられるのか？

　入口には見張りが立っている。こちらに気を使ってか中を覗のぞきもしないが、曇り硝子ガラスの薄うすい戸だ。中で何かすれば、この静かな山の中ではすぐに音や気配が漏もれて、気がつかれてしまうだろう。

　それに身体からだも、動かない。

　昨日きのうからずっと山の中を歩き通しで、体力に自信があるわけでもない亮りよう介すけは、このまま全身の筋肉が石になるのではないかと思うほど、疲労し、身体が重かった。

　このまま、睡すい魔まにでも身体と意識を委ゆだねたかった。

　しかし、もし逃げるなら、これが最後のチャンスだろう。

　それこそ五分ばかりうたた寝でもすれば、もう心身から緊きん張ちよう感かんが抜けて、身体は動かせなくなるに違いない。

　逃げる必要があるのか？

　巻き込まれただけの自分が。殺人者の自分が。

　こんな状態の〝彼女〟を助けて意味があるのか？

　このまま終わらせてあげるのが、彼女への慈じ悲ひと言えるんじゃないか？

「…………………………!!」

　畳たたみ敷じきの作業場の隅すみにうずくまって、頭を抱かかえ込んで、苦悩した。

　彼女のことを見捨てて見て見ぬ振りをすることも、ここを逃げ出して少年を刺さした罪から逃のがれることも、どちらも感情的に、大きな抵抗があった。

　いっそこの身を、引き裂さいてしまいたいくらいに。

　心が引き裂かれそうだった。胸の中身の内ない腑ふごと、魂たましいがばらばらに引き千ち切ぎれて、全すべて口から嘔おう吐としてしまいそうな、もしかするとこのまま死んでしまうのではないかと思うほどの、絶望的な苦悩だった。

　と、その時だった。




「……あー？」




　不意に聞こえた赤ん坊のような声と共に、亮介の抱え込んだ頭に、何かが触ふれた。

「っ!?」

　びくん、と驚き、悲鳴が出そうになって、慌あわてて押し殺した。息が止まった。そして反射的に飛び退のこうとしたものの身体がついて行かず、畳の上に転がるようにして、全身で無ぶ様ざまにひっくり返った。

「え……あ……？」

　見ると、安あん奈ながいつの間にか畳の上を這はい進んで来ていて、亮介に向かって、手を差し伸ばしていた。

　目が合った。そして彼女は、小首を傾かしげる。

　まるで苦悩している亮りよう介すけを、慰なぐさめようとしているかのようだった。

　その〝彼女〟の表情を見た途と端たん、悪お寒かんと感動がないまぜになったようなわけの分からない濁だく流りゆうのような強い感覚が心の底から湧わき上がって、一いつ瞬しゆんにして鳥とり肌はだを伴って、足先から頭まで、全身に駆かけ上がった。

「………………っ!!」

　亮介は腰こしを抜かしたような格好のまま、手を伸ばし、安あん奈なの差し出した手に触ふれた。

　指先を絡からめる。繊せん細さいで柔やわらかな指先の感触。そして疲労と栄養不足で体温が下がりきっている亮介の指先にとっては、あまりにも暖かな体温。

　────逃げよう。

　衝しよう動どう的に、そう思った。

　この手を取って逃げよう。それが正しいことなのかは、少しも分からなかったが、とにかくそう思った。いま目の前にあるこの手を突き放して、何もかも忘れることは、亮介にはできなかった。




「……はあ……はあ……」




　そうして亮介は今、彼女の手を引いて、山の中を逃げている。

　あれから亮介は、辛かろうじて動かせる最後のチャンスであろう、この疲労困こん憊ぱいした身体からだを頑がん張ばって立ち上がらせ、じっと隙すきを見計らい、そして幸運にも表で起こった何がしかの騒さわぎに乗じて裏口の鍵かぎを壊こわして、ここまで逃げてきた。

　前の逃とう亡ぼう劇げきの時よりも格段に身体はガタガタだったが、前よりも一つだけ良くなっていることがある。前の時と違い今の亮介は、この山の中を手がかりもなしに、闇やみ雲くもに逃げているわけではなかったのだ。

　道がどこにあるのか大おお雑ざつ把ぱながら、今度の亮介は把は握あくしていた。

　それどころか今は、ほとんど道沿いに、林の中を進んでいる状態だった。

　すぐに道に出ては、見つかってしまう可能性が高い。だからこそ亮介は、ぼろぼろの自分の身体を鞭むち打うって、わざわざ林の中をしばらく逃げ続けていたのだ。

　彼女の、手を引いて。

　そして、しばらくの間そうして林をかき分けて進んでいると、不意に林が切り取られたように途と切ぎれて、崩ほう落らくしないように補強された斜面を伝って、簡単に車道に降りられる場所に出くわした。

　少々の不安はあったが、それでもこれ以上、林の中を進み続けるのは限界だった。

　亮介は彼女の手を取って慎しん重ちように段差を降り、車道へ出ると、折り良く通りかかった乗用車のライトへ向かって、大きく手を振った。
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「多分……あの二人は、知り合い……なんじゃないかと」




　布ふ団とんの上で目を閉じたまま、蒼あお衣いはぽつりと、部屋の中の沈ちん黙もくに口を挟はさんだ。

「……!?」

　一いつ斉せいに向く注意。閉じ込めていた工こう房ぼうから逃げ出した、死人と少年の二人について、神か狩がり屋やたちが部屋に集まって話し合った末に、手詰まりめいた沈黙が降りた時だった。

　一体どうなっているのか。そして、どうやって探せばいいのか。

　何一つろくに分からない状態での、それらについての話し合いは完全に停てい滞たいし、「風かぜ乃のは協力する気がない」と雪ゆき乃のが明言したこともあって、ほぼ完全に手詰まりになっていた時のことだった。

　そんな中での、蒼衣の発言。

　テーブルを囲んで皆が顔をつき合わせている、二ふた間ま続きの和室の片方で寝かされていた蒼衣は、傷が痛むのでできるだけ腹筋を動かさないように、細い呼吸を混じらせた病人そのもののか細い声で隣りん室しつに声をかけたのだ。

「…………」

　掠かすれそうな声だったが、深刻な沈黙の中では、やけにはっきり響ひびいた。

　一いつ瞬しゆんの驚いたような沈黙と注目の後、思わず蒼衣に顔を向けていた神狩屋が、そのまま蒼衣に訊たずねた。

「……どういうことだい？」

「あの……二人を、見つけた時……彼が、彼女の名前を呼んでるのを、聞きました」

　蒼衣は答えた。

　そして質問する。

「……生き返って、心が壊こわれた人、って、自分の名前とか、覚えてますか……？」

　辛かろうじて頭を傾けて、目だけを隣室に向けて、言う蒼衣。

　神狩屋や颯さつ姫きと共にテーブルを囲んでいた〈葬そう儀ぎ屋や〉と可か南な子こが、無言で視線を交わす。そして蒼衣に目を戻すと可南子が、それに答えた。

「ないわけじゃない。でも、今までに十もなかったわ」

　可南子の答え。

「ううん、いえ、ひょっとすると、五もないかも」

「それなら……やっぱり、知り合いだった可能性が……あるんじゃ、ないかと」

　蒼あお衣いは言う。

「そんな感じの……呼び方、でしたから……」

　実のところ、みんなその場にいたはずで、それを聞いていたはずだった。

　少年が「浅あさ井いさん!?」と呼んだのを。しかし隣となりでされている話し合いを聞いていても誰もそのことを言い出さなかったので、蒼衣は口を挟はさんだのだ。

　どうやら蒼衣以外は誰もそのことを気にしておらず、完全に聞き流していたらしかった。

　その傍ぼう証しようのように、雪ゆき乃のが冷たく言う。

「……下らないことを憶おぼえてるわね」

　雪乃は相も変わらず皆の輪からは外れ、部屋の隅すみで一人だけ壁を背にして座り、蒼衣に目も向けていない。蒼衣は苦笑しようとしたが、心身が弱っていたため、できなかった。笑いにならなかった。

　可か南な子こが呟つぶやいた。

「ものすごい偶ぐう然ぜん……？　いえ、それとも追つけられた？　そんな」

　納得いかなげに、額ひたいに指を当てる。

　神か狩がり屋やが言う。

「でも今までも、部外者に見られたことがないわけじゃないでしょう？」

「まあ……確かに。別に私たち、姿が消せるわけじゃないですし」

　溜ため息いき混じりの、可南子。

　蒼衣は、

「もし……あの二人が、知り合いなら……探す当ては、あるかもしれません」

　そう言った。

「歳としも近そうでしたし、多分同級生か、何かじゃないかと思うので……だとしたら、あの子の家を調べれば……」

「なるほど」

　頷うなずく神狩屋。

「名めい簿ぼなり住所録なりを調べればヒントがあるかもしれないね」

「ええ……」

　蒼衣は横になったまま、微かすかに頷く。

　それだけの動きでも、何がしか腹筋の負担になったようで、ずき、と腹の傷口が絞しぼられて痛み、蒼衣は微かに呻うめき混じりの息を吐はいて表情を歪ゆがめた。

　並んで座って夢ゆ見み子この世話をしていた颯姫が、心配そうに言う。

「白しら野のさん……」

「ん……大丈夫」

　蒼あお衣いは答える。一応は安心させるために笑いかけようとしたつもりだったが、成功しているかどうかは、ちょっと自信がなかった。

　傷が重く熱い。だんだん辛つらくなってきた。

　脂あぶら汗あせが浮きそうだ。だが話は、終わっていない。

「あと……多分、ですけど」

　蒼衣は言った。肝かん心じんなことだった。

「僕らはきっと、あの二人に辿たどり着けると思いますし……雪ゆき乃のさんはあんな風に言ってますけど…………あの、気を悪くしたらごめん。風かぜ乃のさんはちゃんと、僕らに協力してくれるんじゃないかと……思うんです」

「！」

　ぴく、と案あんの定じよう、雪乃が気分を害したように、反応した。

「……何を根こん拠きよに？」

　底冷えする、雪乃の声。

　やっぱり、と少し気後れする思いを感じながらも、言ってしまった以上しかたなく、蒼衣はそれに答えた。

「〝予言〟が、出たから」

「……！」

「だから、僕らはきっと彼らに出で逢あうし……風乃さんは、そういうのを、面白がらないわけがないと思うんだ」

　言ってみて、思った。

　これは根拠ではない。確信だった。




「………………………………………………」




　厭いやな沈ちん黙もくが、降りた。

　そんな中、不意に蒼衣の視界に、蒼衣に覆おおい被かぶさるように見下ろす、黒い影が現れた。

　怖おじ気けが走るほど美しい、とてつもない不ふ吉きつさを孕はらんだ、満面の笑みを浮かべた風乃が蒼衣を見下ろしていた。

『………………』

　両手を腰こしの後ろに組んで、深く覗のぞき込むようにして蒼衣の枕まくら元もとに立った風乃は、心の底から楽しそうに目を細めて、ただ何も言わずに、蒼衣をじっと見つめていた。













　　　　†




　　　『幸せな王子』




　町の高い高い柱の上に、幸せな王おう子じの像が立っていました。

　それは全身は金きん箔ぱくでおおわれて、目には二つのサファイアが、また剣けんの柄つかには大きなルビーが、それぞれはめ込まれて輝いていました。

　王子の像は、誰からも褒ほめ称たたえられました。

「風を見る鳥のように美しいではないか」

　と、ある芸術的な趣味の持ち主だと思われたがっている市会議員が、言いました。

「まあ、大して役には立たないがね」

　それからそう付け加えました。彼は周りから非実際的な人間だと思われるのではないかと心配したのです。実際、彼は実際的な人物でした。

「どうしてあなたは、幸せな王子さまみたいにできないの？」

　月が欲しいと言って泣いている子供に、賢かしこい母親が言います。

「王子さまは、ものを欲しがって泣くなんて、考えもしませんよ」

　失望した男は、素晴らしい像を見ながら呟つぶやきました。

「本当に幸せな人間がこの世にいるというのは、実に嬉うれしいことだね」

　鮮あざやかな赤い外がい套とうを着た慈じ善ぜん学校の生徒たちは、

「天使様そっくりだね」

　と言いましたが、数学の先生は、

「天使なんか見たこともないくせに、どうしてそれが分かるんだね」

　と眉まゆをひそめました。子供たちが夢で見たと言っているのを聞いたのですが、子供たちが夢を見ることには反対だったからです。

　ある夜、町に一羽の小さなツバメが飛んできました。

　仲間たちはとっくに南の方へ行ってしまいましたが、彼だけはまだ残っていました。

　というのも、まだ春の浅い頃に出で逢あった、とても細い腰こしをした、とても美しい葦あしに、恋をしていたからです。はっきりものを言う性格のツバメは、

「あなたを好きになっても構わないかい？」

　と言いました。そこで葦が低くお辞じ儀ぎをしたので、ツバメは夏のあいだじゅう葦の周りを飛び回り、水にさざなみを立てて求愛しました。

「ばかな惚ほれ込みようだ。葦には金もないし、そのうえ身み内うちが多すぎる」

　仲間のツバメたちは言いましたし、実際川は彼女の身内でいっぱいでした。

　そうして秋になると、仲間たちはみんな飛び去ってしまいました。

　仲間がいなくなると、ツバメは寂さびしくなり、恋人にも嫌いや気けがさしてきました。

「話もしてくれないし、いつも風とふざけあって、男たらしみたいだ。それに出で不ぶ精しようらしいけど、旅が好きな僕の妻となるには、旅が好きじゃないといけない」

　とうとうツバメは言いました。

「僕といっしょに行かないかい？」

　しかし葦あしは首を横に振りました。なのでツバメは、

「僕をおもちゃにしたんだな！　ぼくはエジプトに行く！　さよなら！」

　と叫んで飛び立ったのでした。

　そして一人ぼっちのツバメは仲間を追いかけて一日じゅう飛び続け、夜になって、この町へと着いたのでした。

「どこに泊まろうかな？」

　ツバメは見回して、高い台の上の像を見つけました。

「あそこにとまろう。金の寝室だ」

　そうしてツバメがしあわせな王おう子じの足元におりて、寝る支し度たくをはじめたとき、大きな水のしずくが落ちてきて、体にかかりました。

　ツバメは叫びました。

「なんて奇き妙みようなことだ！　空には雲ひとつないのに雨がふるなんて。これだからヨーロッパの北の方の気候は困るんだ。葦の奴やつは雨が好きだったが、それは全くもって、あいつの身勝手というものだ」

　そうするとまた一いつ滴てき、落ちてきました。

「雨よけにならない像なんて、何の役に立つんだ!?」

　ツバメが見上げると────どうでしょう、そこにツバメは見てしまいました。幸せな王子の像が、その目に涙なみだをいっぱいにためて、その金の頰ほおを、涙が伝い落ちていたのです。

　月光の下であまりにも美しく悲しげなその姿に、ツバメは可哀かわい想そうな気持ちで胸がいっぱいになりました。

「あなたはどなたですか？」

「私は、幸せな王子だ」

「それならどうして泣いていらしゃるのです？　おかげでびしょびしょです」

「私は生きていたとき、涙がどんなものか知らなかった。悲しみのない宮きゆう殿でんにずっと住んでいたからで、そこには悲しみが入ることは許されていないのだ。高い塀へいに囲まれた中で昼間は仲間たちと遊び、夜は舞ぶ踏とう会かいに立った。家け来らいたちは私を幸せな王子と呼んだし、私もそのとおり幸せだった。快楽が幸せならば、だがね。ところが死んでしまってから、私はこんなふうに高いところに立てられてしまったのだ。なので町の醜みにくさと惨みじめさがすっかり見えてしまって、私の心臓は鉛なまりでできているのに、泣かずにはいられないのだ。

　ずっとむこうの小さな通りに貧しい家があって、窓から針子の女が見える。いちばん美しい女官が着るサテンのガウンに、トケイソウの刺し繡しゆうを縫ぬっているのだ。部屋の隅すみにはその女の小さい男の子が寝ていて、病気で苦しんでいる。熱があってオレンジを欲しがっているけれど、貧しい母親は川の水しかあげられないのだ。この剣けんの柄つかからルビーをはずして、あの母親のところに持っていってくれないか。わたしの足は、台から動くことができないから」

「エジプトでは、僕を友だちが待っているのです。友達はナイル川の上を飛び、夜は香料が炊たき込められ、彩さい色しきされた棺ひつぎの中で王様が眠ねむる、王の墓場で眠るでしょう。それに男の子は石を投げつけるので、きらいです。当たりっこありませんけどね。僕は、すばしっこいので有名な一族の出なのです」

　しかし幸せな王おう子じがあんまり悲しそうな顔をしているので、小さいツバメは可哀かわい想そうになりました。

「ここは寒い。でも一晩だけここにいて、あなたの使者になってあげましょう」

「ありがとう、ツバメよ」

　ツバメは王子の剣からルビーをつつき出すと、それをくちばしにくわえて男の子の家に飛んで行きました。

　途と中ちゆうの宮きゆう殿でんでは舞ぶ踏とう会かいがあって、少女と恋人がバルコニーで愛を語らっていました。

「私の衣装が大舞踏会に間に合うといいのだけど。お針子にトケイソウの縫ぬい取りをするように言ってあるのだけど、お針子というのは怠なまけ者ですものね」

　ツバメはとうとう貧しい家に着きました。

　そして縫い物の仕事で疲れきって眠ってしまっているのを見て、テーブルの上に、指ゆび貫ぬきと並べてそっとルビーを置きました。それから寝台の周りを静かに飛び回って、熱に浮かされている男の子の額ひたいを翼つばさであおぎました。

「ああ、涼すずしい」

　男の子は言いました。

「きっとよくなるにちがいない」

　そして心地よく眠りにつきました。

　ツバメは幸せな王子のもとに飛んで帰って、自分のしてきたことを話しました。

「ふしぎです。こんなに寒いのに、なんだかあたたかい気持ちです」

「それはきみが、よいおこないをしたからだよ」

　そうしてツバメはものを考え始めましたが、やがて眠りにつきました。考え事をすると、ツバメはいつも眠くなるのでした。

　夜が明けると、ツバメは川へ水浴びに行きました。

「なんと珍めずらしい、冬のツバメとは！」

　鳥類学の教授が橋を渡りながら言いました。

　そして教授はこれに関する長い手紙を地方新聞に寄せました。誰もがそれを引いん用ようしました。つまりその手紙には、わけのわからないことがいっぱい書いてあったのです。

　ツバメは王おう子じに言いました。

「今夜、僕はエジプトに出発します」

　そして町の記念碑ひを残らず見物し、教会の尖せん塔とうにとまって人々の話題になり、うれしい気持ちになりました。

　月が出ると、ツバメは王子のもとに帰りました。

「エジプトに何か御用はありますか？　これから出発します」

「ツバメくん、ツバメくん、小さなツバメくん、もう一晩だけ、わたしのところにいてくれないだろうか」

「エジプトで友達が待っているんです。明日あしたにはみんな第二の大おお滝たきまで飛んでいくのです。そこには河馬カバがいて、巨大な花か崗こう岩がんの玉ぎよく座ざにメムノン神しんが座っておられ、水辺のライオンが、滝の轟とどろきよりも大きな声で叫ぶのです」

「ツバメくん、ツバメくん、小さなツバメくん。町のずっとむこうがわにある屋根うらの部屋に、ひとりの若者が見える。書類でおおわれた机に座っていて、コップにしおれたスミレの束がさしてある。劇場の支配人のために戯ぎ曲きよくを書き上げなければならないのだが、寒くてもう字がかけないのだ。暖だん炉ろにはもう火がなく、ひもじさで目が回りそうなのだ」

「もう一晩。もう一晩だけ、お勤めをしますよ」

　ツバメはそう言いましたが、本当は優しい心の持ち主です。

「もう一つ、またルビーを持っていきましょうか？」

「いや、もうルビーはないのだ。残っているのはこの目だけ。千年も前にインドから来たこの珍めずらしいサファイアを抜き取って、あの若者のところにとどけてくれ。彼はそれで薪まきと食べ物を手に入れて、戯曲を書き上げることができるだろう」

　ツバメは泣きだしました。

「王子さま、そんなことはできません」

「ツバメくん、ツバメくん、小さなツバメくん、私の言うとおりにしなさい」

　しかたなくツバメは王子の目からサファイアをぬきとると、若者へとどけました。

　屋根の穴から造ぞう作さもなく屋根裏部屋に入り込むと、頭を抱かかえて羽音も聞こえない若者の前にあるしおれたスミレの束の上に、サファイアを置きました。

「僕も世間に認められてきた。これは僕の崇すう拝はい者しやからの贈おくり物に違いない。これで戯曲を書き上げることができるぞ」

　若者は幸せそうに叫びました。

　翌日、ツバメは月が出る頃に幸せな王子のもとに帰って、言いました。

「お別れに来ました」

「ツバメくん、ツバメくん、小さなツバメくん。もう一晩だけ私のもとにいてくれないか」

「もう冬がきます。もうすぐ冷たい雪がふってくるでしょう。エジプトでは棕しゆ櫚ろの木に暖かい日が差し、仲間はバールベックの神しん殿でんに巣を作っているでしょう。お別れをしなければいけません。王おう子じ様のことは決して忘れません。春になったら、バラよりも赤いルビーや、海よりも青いサファイアを、おみやげに持ってきましょう」

「下の広場に、小さなマッチ売りの女の子が立っているんだ。靴くつもはいていなければ、頭にも何もかぶっていない。しかもマッチをみんな溝みぞに落としてしまって、お金を持って帰らないと父親にぶたれると泣いているのだ。わたしのもうひとつの目をぬきとって、あの子にとどけてやっておくれ」

「もう一晩だけ、あなたの御用をしましょう。でもあなたの目を抜くなんてできません。そんなことをしたら、王子様はすっかりめくらになっておしまいになる」

「ツバメくん、ツバメくん、小さなツバメくん、わたしの言うとおりにしておくれ」

　ツバメは王子の目をもうひとつぬきとって、マッチ売りの女の子へとどけました。

　女の子のてのひらに宝石をすべりこませると、小さな女の子は、

「なんてきれいなガラス玉でしょう！」

　と叫んで、笑いながら家に駆かけ戻りました。

　王子のところに戻ると、ツバメは言いました。

「王子様はもうめくらにおなりです。ですからずっと、僕はあなたのそばにいましょう」

「いや、小さなツバメくん、きみはエジプトに行かなくてはならない」

　と哀あわれな王子は言いました。

「僕は、いつまでもあなたのそばにいます」

　ツバメはそう言って、王子の足元で眠ねむりました。そして次の日から、ツバメは一日じゅう王子の肩かたにとまって、今まで見てきた数々の異国の話をしました。

「かわいい小さなツバメくん、君は不思議なものの話をしてくれるが、男女の悲しみこそ、何物以上の不思議なのだ。悲劇以上の不思議はない。小さなツバメくん、町の上を飛んで、そこで目にうつったもののことを話してくれないか」

　ツバメは町を飛びまわって、見てきたことを王子に話しました。町には贅ぜい沢たくな暮らしをする富ふ豪ごうがいる一方、門のところには乞こ食じきが座り、橋げたの下には飢うえた二人の男の子が抱だき合って寒さをしのごうとしているところを、「こんなところで寝るんじゃない！」と夜警に怒ど鳴なられて雨の中に追い出されていました。

「わたしの体は、金でつつまれている」

　王子は言いました。

「これを一枚一枚はがして、あの貧しい人たちにとどけておくれ。生きている人はいつも、黄金さえあれば幸せだと思っているのだから」

　ツバメは王おう子じの体から、一枚一枚金きん箔ぱくを剝はがしました。

　やがてしあわせな王子は、すっかり鈍にぶい灰色の体になってしまいました。ツバメが金箔を届けると、子供たちの顔はバラ色になって、喜んで通りで遊びました。

「もうパンには不自由しないぞ！」

　子供たちは叫びます。

　やがて、雪が降り、霜が降り、氷柱つららが家々の軒のきから下がりました。人々はみな、毛皮にくるまって出歩くようになりました。

　かわいそうにツバメはだんだんと凍こごえてきましたが、それでも王子を置き去りにしようとはしませんでした。ツバメは、心から王子を愛していたのです。

　しかしツバメは、とうとう自分の死期を悟さとりました。

　もう一度、王子の肩かたに飛び上がるだけの力しか、体には残ってはいませんでした。

「王子さま、さようなら」

　ツバメは言いました。

「お手にキスをさせてくれませんか？」

「ああ、やっとエジプトへ行くのだね。嬉うれしいよ。君はここに長くいすぎた。私の唇くちびるにキスをなさい。私は君を愛しているのだからね」

「いえ、僕が行くのはエジプトじゃありません。死の家へ行くのです。死は、眠ねむりの兄弟のようなものじゃありませんか？」

　そしてツバメは幸せな王子のくちびるにキスをすると、王子の足元に落ちて死んでしまいました。

　そのとたん像の中で、なにかが壊こわれたような、ぴしりという奇き妙みような音が響ひびきました。それは王子の鉛なまりの心臓が、悲しみで真っ二つに割れた音でした。

　つぎの日の朝、市長が議員たちと下の広場を歩いていました。

　市長たちが円柱のそばを通りがかった時、市長が像を見上げて言いました。

「おやおや、幸せな王子の像は、なんてみすぼらしいんだ！」

　議員たちも言いました。

「まったくみすぼらしい！」

　彼らはいつでも市長の言うことに同意するのでした。

「宝石もなくなっているし、金ぴかでもなくなっている。これでは乞こ食じきも同然だ！」

「乞食も同然だ！」

「おまけに足もとに鳥も死んでいるぞ！　ここで鳥が死ぬことは許可されないと、布告を出しておかなければならん」

　事務官がその提案を書き留めました。

　大学の美術の教授は言いました。

「もはや美しくない像など、何の役にも立たない」

　そこで町のみんなは、王おう子じの像をひきおろしました。それから像をこわして、炉ろで溶とかすことにしました。そしてその金属をどうするべきか市の集会を開いて、市長と議員たちが、それぞれ自分の像を立てようと言って口論をしました。

　鋳い物もの工場では、工場長が言いました。

「これは不思議だ。どういうわけか、この壊こわれた鉛の心臓は、炉に入れても溶けない。捨てなければならん」

　そこで人々はツバメの死し骸がいがころがっているゴミの山に、心臓をいっしょに捨てました。

「町じゅうでいちばん貴いものをふたつ持ってきなさい」

　神さまが、天使のひとりに言いました。

　そこで天使は鉛の心臓と死んだ小鳥を、神さまのところへ持っていきました。

「おまえは正しい選択をした」

　神さまは言いました。

「天国の私の庭で、この小鳥が永遠に歌い続けられるようにしよう。そして私の黄金の町で、王おう子じが私を永遠に褒ほめ称たたえられるようにしよう」




　………………




　　　　†




「作者は、オスカー・ワイルド。十九世紀イギリスの詩人、小説家、劇作家で、社会風ふう刺しなどを含んだ童話も手がけている多才な文筆家だ」




　神か狩がり屋やは言った。

「確か、フルネームが結構長かったんだ。よく憶おぼえてないけど」

「えーと……オスカー……フィンガル……オフラハーティ・ウィルス・ワイルド、って書いてありますね……」

　蒼あお衣いは、変色して古い紙の匂においがする文庫本をめくって、巻末の解説の冒ぼう頭とうに書かれていた名前を、たどたどしく読み上げた。

「うん、そうそう。確かアイルランド出身で、代表作は戯ぎ曲きよくの『サロメ』。洒落しやれ者ものと気き障ざな言動で知られて、唯ゆい美び主義の旗き手しゆとして名を馳はせたんだけど、同性愛の罪で投とう獄ごくされて、その後は失意のうちに病死した、みたいな生しよう涯がいを送ったと記き憶おくしてる」

「…………ですね」

　蒼あお衣いが解説を目で追ってゆくと、だいたいその通りのことが書いてあった。

　とはいえ蒼衣としては、女の子を熱望していた母親によって、五歳さいごろまで女児として育てられた、というエピソードの方が面白かった。それでも今の蒼衣は、そんな余計なことを口に出す体力はなく、言葉にはしなかった。つい先ほど蒼衣は水を飲もうとして、胃に溜たまっていたらしい、大量の黒い血の塊かたまりを吐はいたばかりだった。

「素晴らしい文学的素養と、鋭く繊せん細さいな感性の持ち主だったようだね」

　そう、神か狩がり屋やの見解。

「少なくともその作品が、後世の人間の心の元型アーキタイプに影響する程度には」

「……」

　蒼衣は手にした文庫本の、たったいま読み終わったばかりの『幸せな王子』のページを、力の入りづらい手で、何度かめくり返す。

　この文庫本は、「そういえば……」と言って家の奥から可か南な子こが出して来たものだ。神狩屋は〈断だん章しよう〉を抱かかえ込んだばかりの一時期この工こう房ぼうに起き居きよしていたことがあって、その頃の蔵書が本ほん棚だな一つ分ほど、まだ置いたままになっていたのだそうだ。

　この『幸せな王子』を表題作にした、オスカー・ワイルドの童話集。

　童話『幸せな王子』は、蒼衣も子供の頃に絵本で呼んだことがあった。

　とはいっても、実のところ憶おぼえていたわけではない。蒼衣にとって、この童話の存在は、読んだことがあったにも関わらず、普通に暮らしていれば絶対に思い出すことはなかっただろうほど印象がなかった。

　だが────まず夢ゆ見み子この持ってきていた絵本を読んだ途と端たん、かつて読んでいたこの童話のシーンをはっきりと思い出した。

　有名さや人の口に上のぼる頻ひん度どという点ではグリムやアンデルセンに比べて落ちる。

　なので童話そのものは忘れがちだが、シーンは非常に印象的だった。そのため子供の頃に読んだ断片が、記き憶おくの底にはっきりと残っている、そんな童話だった。

　そして、原作の翻ほん訳やくをこうして改めて読んでみると、また少し印象が違った。

「明らかに社会風ふう刺しらしい細こま々ごまとした部分がたくさんありますね。絵本の方では削そぎ落とされてますけど」

　蒼衣は言った。

「そうだね。絵本版の方が童話として完成している気がするけど、その削ぎ落とされた部分に魅み力りよくを感じる向きもあるかも知れない。僕は────半々といったところだね。風刺の部分には当時の社会背景や思想について示し唆さがあるし、こういった風刺や皮肉は、それなりに普ふ遍へん性せいのある、ニヤリとさせられる娯ご楽らくだからね」

　神狩屋はそう言うと、参考にしたいのか、夢見子の絵本を見せて欲しそうな様子をしたものの、夢見子がしっかりと絵本を抱だき締めているので諦あきらめて、伸ばしかけていた手を軽い溜ため息いきと共に下ろした。

　部屋には、コーヒーの匂においが漂ただよっている。

　とはいえコーヒー党が〈葬そう儀ぎ屋や〉しかいないので、部屋のテーブルに載のっているカップの中身は全部紅茶だった。

　その〈葬儀屋〉は、広い土間に置いてある革のソファに座って、サイドテーブルに置いたコーヒーメーカーでコーヒーを入れて飲んでいた。つい先ほど、コーヒーメーカーに付属している取っ手のついたガラス容器を、直接マグカップ代わりにしてコーヒーを飲もうとして、「……瀧たき」と可か南な子こに咎とがめられて、可南子がカップに注ぎ直していたばかりだった。

「……」

　今は、逃げ出した死人の少女の自宅について、どうなっているのか現地の〈ロッジ〉に問い合わせ、その返答を待っているところだ。

　その空いた時間に、夢ゆ見み子この予言に現れた童話について、蒼あお衣いは予習をすることにした。

　眠ねむった方がいいと神か狩がり屋やは言っていたのだが、固辞した。確かに体は辛つらかったが、眠るのも怖かったのだ。夢を見そうで。

　そうして蒼衣は、布ふ団とんに横たわったまま『幸せな王子』を読み、神狩屋と話をしている。

　神狩屋はさすがに少し心配そうにしていたが、理由を話すと納得し、いざ童話について話し出すと当初の心配など忘れて、話と思考に夢中になっていた。

　苦笑せざるを得ない学者肌はだだが、蒼衣としてもその方が有難い。

　蒼衣も意識して、神狩屋の興味を引くような質問を考えて振っていた。

「……この話、象しよう徴ちようとしてはどうなんです？　前にイソップ童話の話の時には、風ふう刺しは元型的じゃないって言ってましたよね」

「うん、確かに言った」

　神狩屋は答える。

「ただ、アンデルセン童話の〝予言〟が出た時に、鋭い感性の童話作家には、象徴や元型に対する教養や洞どう察さつがあったんじゃないか、とも言った覚えもあるね。まあ、あくまでこうして起こってしまった事象からの、僕の推論に過ぎないんだけども。夢ゆ見み子こ君の〈グランギニョルの索さく引いんひき〉に予言された以上、僕らはたとえ国語辞典だったとしても、それを考察せざるを得ないわけだ」

　はは、と神狩屋は短く笑う。例の神狩屋特有の冗じよう談だんだ。

　蒼衣は小さく笑って見せ、

「じゃあ……神狩屋さんは、象徴として読んでみて……どう思いました？」

　そう訊たずねた。

「うん、そうだね……まず最初に思ったのは、イエスが柱に縛しばり付けられて鞭むち打うたれたという記述から、円柱はキリスト教にとってキリストの受難を象徴する、いわゆる『受難具』であることだ。幸せな王おう子じは、円柱の上に立てられてから、町の不幸を見続ける受難を受けることになった。オスカー・ワイルドは退たい廃はいと唯ゆい美び主義の人であると同時に、キリスト教的要素が非常に強いことでも知られているみたいだね。幸せな王子はそのままキリストの象しよう徴ちようで、ツバメは敬けい虔けんなキリスト者であるとする考察もあるらしい」

「へえ……」

　神か狩がり屋やの説明に、感心と疑問半分で相あい槌づちを打つ蒼あお衣い。同性愛で投とう獄ごくされたという人がそんな風なのは、何というか意外に思った。

「とりあえず第一印象で思ったのは、そんなところだったかな。とりあえず象徴としての解かい釈しやくだけど…………そうだね、まず王子の外見あたりから始めようか。まず『サファイアの目』だけども、そもそもサファイアは目と関連の深い宝石なんだ」

　そう言って始める、神狩屋。

「かつてサファイアは、眼病に効き目を良くすると言われていて、粉末にして目の薬に使われた。軟なん膏こうの調合材料にされたんだ」

「宝石を、薬に、ですか……？」

「そう。宝石は神秘的な力があるとされてたから、サファイアに限らずけっこう薬として使われていたらしい。ルビーを止し血けつ剤ざいや、精力増進剤にしたりとか」

　少し驚く蒼衣に、神狩屋は続ける。

「それで、サファイアだけどね、そもそもサファイアの色である青は、純粋で透明な、神秘の色とされていたんだ。貴族の血統のことを『青い血ブルーブラツド』と言ったりもする。そんな青の代表的宝石であるサファイアは、キリスト教でも純潔と、神の王国の輝かしい力の象徴とされた。一時期は聖職者が身につけるのに最も相応ふさわしい宝石だとされていたくらいだ。

　次にルビーの剣けんだけど、ルビーは活力や血の象徴で、幸運の護ご符ふとして強い力を持つと信じられていたし、さっきも言ったように血にまつわる病気などの薬にされていた。それからルビーは暗くら闇やみに置くと、炭火のように光を放つとも信じられていた。だからルビーは火にも関連付けられるし、ラテン語でルビーを指すカーバンクルスは、炭を意味するカーボが語源になってる。これは炭素、カーボンの語源でもあるね。

　ちなみに剣も、その刃やいばの輝きから、稲いな妻ずまや、火の象徴とされてる。それから剣は勇気、力、戦い、王、権力のシンボルで、またその形から、輝く十じゆう字じ架かであるとされている。炎ほのおの剣を持つ天使や神様も多い。ちなみに錬れん金きん術じゆつの隠いん語ごで『哲学者の剣』というと、原料を煮詰める坩堝るつぼの火を示す」

　神狩屋は指折り数えながら、記き憶おくの中の知識を開かい陳ちんしてゆく。

「……メモが、欲しいですね」

　蒼衣は目を閉じて、小さく笑った。

　神狩屋も、済まなそうに苦笑する。

「すまないね、宝石はシンボルとしても重要だから、象しよう徴ちようが多いんだ。後で白しら野の君が見れるように、僕がメモ書きしながら話そう」

　そう言って近くに置いた鞄かばんを引き寄せて分厚い手帳と万年筆を取り出し、そして無む造ぞう作さにページを破り取るとテーブルの上に置いて、万年筆の先で、とん、と一つ突いた。

「じゃあ次は、金きん箔ぱくを貼はった皮ひ膚ふ、の話になるのかな？」

　そして、再開。

「黄金は、実は古代信仰では太陽などと関連付けられて崇すう拝はいされていたけれども、キリスト教ではちょっと微び妙みような位置になるんだ」

「そう……なんですか？　十じゆう字じ架かとか、金のイメージがありますけど……」

「うん、金は、その美しさから教会美術には無くてはならないものではある。でも代表的な貴金属であるために、堕だ落らくの象徴でもあったんだ。金箔を貼った王おう子じの像でちょっと僕が思い出すのは、旧約聖書のモーセのエピソードだね。指導者であるモーセが不在にしている間に、禁じられているにも拘かかわらず人々は偶ぐう像ぞうを崇あがめ始めたんだ。その偶像が、金の雄お牛うしだった。帰き還かんしたモーセはこれに怒り、金の雄牛を打ち壊こわした。

　なので聖書を読む人にとって、金の像と言えば偶像崇拝のシンボルそのものだ。金ぴかのうちは褒ほめていた像が、そうでなくなった途と端たん人々に引き摺ずり下ろされて打ち壊されるのは、何とも風ふう刺しめいた話じゃないかい？」

「確かに……」

「まあ間違いなくワイルドは、その辺を意識して書いたのだと思うけどね。ちなみに黄金の皮膚というと、アステカの事例をどこかで読んだのを思い出したよ。

　アステカの信仰では、緑が生える前の裸はだかの地面は、大地の新しい皮である、と考えていたらしい。そしてその大地の色を、黄金に例えた。そのため、春の実り雨の神であるシペ・トペックは『生皮を剝はがれた神』とされ、再生の神であり、それから黄金細工の神でもあるんだ。この神には生皮を剝いだ動物を捧ささげ物にして、神官は金箔の皮膚をイメージした黄色の衣を着て儀ぎ式しきを行ったそうだ」

「金箔の皮膚と……皮を剝がれた神……びっくりするほど、そのままですね……」

「そうだね。でも生皮を剝がれた神、とまではいかないけれども、金の体をした神というのは意外に少なくないイメージなんだよ。例えば太陽と関連付けて黄金を神聖視していたエジプトでは、神の肉体は黄金でできていると考えられたんだ。そして、イコールとして生きた神とみなされてファラオも、その肉体は、黄金であるとされていた」

「ファラオ、って、エジプトの、王様……ですよね」

「まあ、正確ではないけど、そんなところだね。だからファラオの仮面は黄金だし、ミイラも黄金で飾り立てられたんだ。死後になって黄金で飾られるなんて、これも何だか幸せの王子みたいじゃないかい？」

「ですね……」

　蒼あお衣いは、感かん嘆たん混じりの溜ため息いきをつく。

　様々な神話との符ふ合ごうが、とても面白く興味深い。そしてこんな知識をどこで仕入れて来ているのかと、半ば呆あきれて感心した。

　普段、仕事をしていると本を読む暇ひまがない、とぼやいているのに。

　蒼衣は重ねて、訊たずねた。

「じゃあ……あと重要な登場人物は、ツバメ、ですか」

「そうだね」

　頷うなずく神か狩がり屋や。

「えっと……原作では、ちょっと、イメージ違いますね。惚ほれっぽいというか……」

「うん、確かにね。でも世界的に見ると、ツバメは清きよらかな鳥とされてることが多いんだ。イスラム世界では、ツバメは禁欲と良き伴はん侶りよの象しよう徴ちようで、天国の鳥と言われてるそうだ。それからアフリカのどこかの言い伝えでは確か、ツバメは地面を踏まないから、穢けがれのない生き物だとされていたとか。

　あとツバメは、〝再生〟のシンボルでもあった。例えばいま話に出たエジプトの神話では、弟セトに暗殺されてナイル川に流されたオシリス神の棺ひつぎを、イシスがツバメに変化して探し出し、後に蘇よみがえらせたと伝えられている。また中国では────日本も似ているけども、春の使者であるとされ、これも要するに冬の終わり、つまり再生のシンボルだ。中国のとある民間伝承ではツバメは夜になると貝になって水の中にこもり、日の出と共にまたツバメになると言われているそうだ。これも死と再生のモチーフだね」

「ははあ……」

　蒼衣は口を挟はさむ。

「確かに『幸せな王子』でも……宝石とか金きん箔ぱくをツバメに届けられた人は、再生、してるわけですしね」

「ああ、なるほど……そういう見方もできるね。確かに」

　テーブルの上のメモから蒼衣に向き直って、眼鏡めがねの位置を直す神狩屋。

「ツバメと王おう子じもやはり、再生するしね。天国での再生を再生と言っていいのかは、キリスト教徒じゃない僕らの感覚からすると、少しばかり微び妙みようだけど」

　そして神狩屋は、そこでふと困ったような苦笑いを浮かべて────




「それから、今の僕らも、〝再生〟のモチーフには事欠かない」

「！」




　さすがに蒼衣も、表情が曇った。

　傷が再生する〈断だん章しよう〉を持つ神か狩がり屋や。そして神狩屋の〈断章〉で今まさに再生されている蒼あお衣い自身。それから、切り刻んだ死体が蘇よみがえる〈断章〉を持つ〈葬そう儀ぎ屋や〉。その〈断章〉によって蘇った、今まさに逃亡中の、事件の中心になりそうな名前も知らぬ少女の死体。

「イシスによって持ち帰られた棺ひつぎは一度セトに発見され、オシリスの身体からだは十四の断片に分割されてナイルに流された」

　溜ため息いき混じりに神狩屋は言う。

「切り刻まれた断片が集められ、オシリスは蘇った。あまりにも修しゆう司じの〈断章〉を暗示してるように思えて、気分が重くなるね」

「……」

　蒼衣はさすがに、何も言えない。

　当の〈葬儀屋〉は話は聞こえているはずだが、何の反応も示さなかった。土間に置かれたソファに座ったまま、裏返しに折り畳たたんだ大学ノートを片手に持って、乱暴に削けずられた鉛筆で、何か絵図面を描かいていた。

　焼き物の構想を書き付けるノートのようだった。

　この平然とした巨きよ軀くの中に恐怖が抱かかえられているとは、蒼衣には信じ難かった。

「ちょっと……聞いていい、ですか？」

　蒼衣は、神狩屋に言った。

「なんだい？」

「あの、〈葬儀屋〉さんの……」

　そこまで言いかかった時だった。奥の部屋にいた可か南な子こがやって来て、開けっ放しになっていた戸から顔を出し、〈葬儀屋〉と神狩屋を呼んだ。

「……瀧たき。神狩屋さん。あちらからメール、返って来たわ」

　あの少女の死体の処理を依頼した、〈ロッジ〉との連れん絡らく。その言葉に〈葬儀屋〉が無言で視線を上げ、神狩屋が半ば腰こしを浮かすように振り返って、

「どうでしたか？」

　と訊たずねる。

　それで蒼衣の言いかけた問いは、うやむやになった。

　その〈ロッジ〉の名前を聞いた途と端たん、神狩屋が露ろ骨こつに嫌いやな顔をして、蒼衣もまた自分の聞こうとしたことなど、どうでもよくなってしまったからだった。
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　　　五章　　悲劇のある家
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「あ痛たたたたたたた……！」




　全身の痛みに思わず声を上げながら、亮りよう介すけは老人のようなたどたどしい動きで、壁に手を突きつつ、自宅のダイニングに入った。

　ダイニングテーブルには朝食が用意されていて、もうすぐカルチャースクールに出かける母親が、おしゃれ着でうろうろと、丸めるように畳たたんだエプロンを放り出して忙せわしげに歩き回っていた。

「あ、亮介。お母さんはもう出るから食器は自分で……」

　先月四十六歳さいの誕生日を迎えたばかりの母親は、亮介を振り返って、言いかける。

　そして壊こわれたロボットのような亮介の動きを見て、ぷっ、と吹き出して、呆あきれたように笑いながら訊たずねた。

「アンタどうしたの、それ」

「筋肉痛……って、あだだだだだっ!!」

　ひょこひょことテーブルまで辿たどり着いて、苦痛に満ちた着席をする亮介。

「なにしたのよ」

「ケンジと久し振りに外で遊んだら……」

「アンタ運動不足なのよ。若いのに。もっと運動しなさい」

　そう笑いながら言うと、母親は特に疑いもせずにバッグを持ち、

「じゃ、行ってくるから」

　と、せかせか出かけて行った。

　ケンジというのは、家に泊まったと噓うそをついた友達の名前。口裏を合わせるように頼んではおいたが、それも必要なかったくらいの放任っぷりだ。

　亮介の父親は、医者だ。

　そして先年兄が医大に無事入学したことで、亮介が表明した芸術方面への志望や、それどころか生活にまで、ほとんど口を出されなくなった。

　それ以前であったら、今のようにはいかなかっただろう。

　亮りよう介すけは一人だけになった食しよく卓たくで、まず味み噌そ汁しるを飲み干して、それから御飯の入ったままの茶ちや碗わんと目玉焼きの皿さらを持って、危なっかしく台所へと歩いてゆく。




　　　　†




　亮介の家はかつて二世帯で暮らしていた時の名残なごりで、家そのものは一つの建物だが、中は大きな二階建ての母屋おもやの隣となりに、小さな二階建ての家が接して建っているような、そんな構造になっている。

　子供の頃に祖そ父ふと祖そ母ぼが相次いで死んでから、その離れは半ば物置のようにして使われていたのだが、亮介が彫刻の勉強がしたいと言って美大を志望してからは、二階の一室をアトリエとして利用していた。

　普段は誰も離れの側には足を踏みいれないし、アトリエ代わりの部屋も、鍵かぎを持っているのは亮介だ。

　内線で電話が繫つながっているので、親がここまで呼びに来ることもない。

　さらにはその気になれば、入口さえ別の入口を使って母屋を通らずに、出入りすることもできる。




「……待たせてごめん、お腹なかすいた？」




　亮介はそんな自分の聖域に、おにぎりと目玉焼きをそれぞれ乗せた皿を両手に持って、全身の筋肉の痛みを堪こらえながら、身体からだでドアを開けるようにして入った。

　部屋の中は、ろくに家具のないがらんとした空間で、片かた隅すみに大判のスケッチブックを立てかけたイーゼルと椅い子すがある。そして床ゆかには雑然と、亮介だけがどこに何があるのか把は握あくしているばかりの散らかった形で、たくさんの画材が置かれていた。

　そして部屋の真ん中に置かれた小ぶりのテーブルの上には、皺しわを作ったテーブルクロスと、器に盛った果物くだものが。デッサンのモデルだ。だが見ると、その果物のうちからバナナの房が、丸々一つ、姿を消していた。

「あー……」

「……」

　そして部屋の隅で、散乱したバナナの皮の中で、小動物のようにうずくまっている少女。

「描かきかけだったんだけどな。しょうがないか」

　亮介はそう苦笑してから、「いたた」と声を上げながら、安あん奈なの前の床に座りつつ、そこへ両手に持った皿を置いた。

　そしてそれぞれの皿にかけられた、ラップを剝はがす。

　バナナがいつ食べられたものなのかは分からないが、安あん奈なはおにぎりを見ると、すぐに皿さらへと手を伸ばした。

「どうしようかな……」

　亮りよう介すけは微笑ほほえましくその姿を眺ながめながらも、そう呟つぶやきを漏もらした。

　ただ衝しよう動どうで彼女を連れ出し匿かくまっているが、この先のヴィジョンは、何もなかった。

　後悔はしていない。ただ、この先どうすればいいのかという話だ。いつまでもこのままにできるわけではない。犬猫ねこをこっそり拾って来たのとは、わけが違うのだ。

　これから一体、どうするべきなんだろう？

　何もしないでこのままずっといられるなどというような、甘あまい夢見がちなことは、亮介は考えていなかった。

　とはいえ、親、警察、〝奴やつら〟、どれに見つかっても、亮介は終わる。

　漫画などなら手に手を取って逃げるところだろうが、生活できるわけがない。捜そう索さく願ねがいでも出されて、発見が早まるのがオチだ。

　彼女がどうしてしまったのかということも、全く分からない。

　一体どうしてこんなことに？

　彼女が、何をしたんだ？

　哀あわれとしか言いようがなかった。彼女の今までの境きよう遇ぐうから、彼女の幸福を願っていた亮介としては、彼女の様子を見ているうちに、胸に同情とも悲しみとも怒りともつかない、熱っぽい感情が湧わきあがってくることを抑おさえられなかった。

　何でこんな、不条理で、残ざん酷こくな。

　彼女は、幸せにならなければならない人だった。

　彼女はいじめによって、幸福と尊厳を奪うばわれていた。これから、それらを取り戻さなければならなかったのだ。その資格があった。

「……」

　自分のことのように、悔くやしかった。

　彼女は元に戻るのか？　心は？　体は？　生活は？　将来は？

　希望など見えなかった。彼女は元の生活には戻れない。戻る方法も分からない。戻れないのならば、その先など存在しない。

　……いつだったか、少しだけこんな会話をした。




「……僕、将来は、彫刻家になりたいんだ」

「そうなんだ。すごいね」

「浅あさ井いさんは？」

「……わかんない」

「そう……」

「ていうか、ないの。私」

「全然ない？」

「みんながいいならそれでいいとは思うけど……自分のことはよく分かんないんだ。だって私、何も持ってないし……だから自分がしたいことも分からないの。ごめんね。せっかく夢、教えてくれたのに」

「……」




　彼女と話す機会を得て、ほどなくの頃の話だ。

　その時は、その言葉の意味が、よく理解できなかった。

　だが、そのうち何となく、分かった気になった。彼女は周り中から、彼女の美徳、尊厳、幸福などを妬ねたまれ、毟むしられ奪うばわれ盗ぬすまれ続け、今日持っているものを明日あした持っているとは限らないので、自分の将来に何を元手にできるのか、元手にしていいのか、自分では分からなくなってしまっていたのだ。

　これからだったのに。

　彼女がこれから幸福を取り戻す、その助けに、なりたかったのに。

　亮りよう介すけは、ぺたりと座り込んで、黙もく々もくとおにぎりを頰ほお張ばっている安あん奈なを、じっと見つめた。そして、顎あごにご飯つぶの塊かたまりがついているのを見つけて、子供にそうするように、そっとつまんで取ってやった。

　途と端たん、ぱく、とつまみ上げたご飯つぶを、安奈がくわえた。

「！」

　指先に唇くちびるが触ふれてびっくりした亮介を、安奈は見つめて、にこっ、と笑った。

　それは、食べものを与えられた幼児の反応に近いものだったかも知れないが、あまりにも無む邪じや気きで眩まぶしい笑顔だった。そしてそれを見た瞬しゆん間かん、目の前にある彼女の笑顔が、亮介の涙なみだで、みるみるうちに滲にじんでいった。

「う……」

　あれほど見たかった、彼女の笑顔。

　そしてその暁あかつきには、この手で描かきたいと思っていた、笑顔。

　こんな形で見ることになるとは。あまりの無情。これまで心の中で受け流すようにして堪こらえていたが、その笑顔を見た瞬間、決けつ壊かいしたように涙が出てきたのだ。

「……っ！」

　彼女のことを思って、ぼろぼろと、泣いた。

「うー？」

　そんな亮介を、安奈は心配そうに、あるいは不思議そうに、小首を傾かしげて見ていた。

　心配してくれているのだと、亮りよう介すけは思った。こんな状態になりながらも、彼女は涙なみだを流す亮介のことを心配してくれているのだ。

「…………僕は……」




　────戦おう。




　亮介は思った。

　この子のために戦おう。亮介が思っていたような彼女の幸せはもうあり得ないが、その中で最善を探して、足あ搔がいて、戦おう。

　それまで、警察から────そして〝奴やつら〟から、彼女を隠かくして。

　ぼろぼろと泣きながら、しかし亮介はその心の中で、軟なん弱じやくな泣き顔とは裏うら腹はらな、鉄の決意を固めていた。

　そのためには、どうすればいい？

　まず、何をする必要があるだろう？

　まずは時間が必要だ。最善の答えを見つけるまでの時間。

　見つからないことが必要だ。自分の居場所や身元がばれてしまうような手がかりが、どこかにないだろうか？

　どこかに……




「………………」




　やがて亮介は、思い出した。

　自分が、手がかりを残してしまっていたことに。

　そうだ、あれを、回収しなければ……

　彼女を守るため、亮介は止まらない涙なみだを、必死になって、何度も拭ぬぐった。







　　　　２




「……やー、悪いね。まさか立て続けに神か狩がり屋やサンとこに厄やつ介かいかけることになるとは、さすがにこのリカさんも思いませんでしたよ？」




　翌日の昼頃、蒼あお衣いたちがその家に到着すると、玄げん関かん先で待っていたのはリカだった。

　長い黒くろ髪かみに眼鏡めがねをかけた、一見すると地味な風ふう貌ぼう。しかしその顔には妙みように人ひと懐なつっこい笑みを浮かべていて、どことなく得え体たいの知れない存在感がある、背の高い中学生にも小こ柄がらなＯＬにも見える、年ねん齢れい不ふ詳しような雰ふん囲い気きを持ったこの女性が、この案件の責任者だった。

　曲くせ者ものなので、神か狩がり屋やなどは珍めずらしく露ろ骨こつに嫌きらっている。

　神狩屋は明らかに浮かない表情で、出迎えるリカに言った。

「僕も、こんな所でまであなたに会う羽は目めになるとは思いませんでしたよ」

「ひどいなあ」

　リカは大おお袈げ裟さに肩かたを竦すくめて、答える。

「私だって、わざわざ予定キャンセルしてこんなとこまで出向く羽目になったんだから、被害者ですよ？

　こういう時、日本中に担当地域がある〈ネットロッジ〉は失敗だったかなあ、って思うわけですから、同情して欲しいなあ」

　しかし言いながらも、んふふ、と含みのある笑いを浮かべるので、人の理解を得ようという様子は、どう贔屓ひいき目めに見てもリカからは皆かい無むだった。

「なら現場の立会いくらい、わざわざ世話役が出てくる必要はないじゃないですか」

「そうもいかなくてねー」

　露骨に会いたくないと言わんばかりの神狩屋に、しれっとリカ。

「この辺りの担当者、対人恐怖症なのよ」

「……」

　やはり色々と問題のある〈ロッジ〉のようだ。

「ま、ちゃっちゃと役目を片付けちゃいましょうか」

　ともかくリカはそう言うと、鼻歌でも歌いそうな調子で背を向けて、玄げん関かんのドアに向かっていった。鍵かぎのかかっていないレバー式のドアを引き開けて、玄関を露あらわにし、「さ、どうぞどうぞ」と、皆を促うながす。

　前に立った神狩屋と、それから制服姿の雪ゆき乃のが、警けい戒かいするように顔を見合わせる。

　しかし、蒼あお衣いが前に進み出て、そして玄関前の段差を踏み越えようとして、痛みでふらついた時、ようやく慌あわてて動き出した。

「白しら野の君……休んでた方がいいと、僕は思うけどね」

　蒼衣を支えた神狩屋が、そう話しかける。その逆側では思わず手を出しかけていた雪乃が、はっと気がついて、手を引っ込めてそっぽを向いた。

「いや……僕が言い出したことですし……僕が見ないと……」

　蒼衣は頑がん張ばって笑顔を作って、言う。

　一日経たって、幾分は楽になっている。ふらつくのはまだ痛む傷のせいもあったが、それよりも、あまりよく眠ねむれていないという理由の方が大きかった。

　喪も服ふくの可か南な子こが、後ろで言った。

「真まっ直すぐ奥がキッチンとダイニングになってるわ。そのダイニングの入口の脇わきに、母親の寝室を兼ねてるらしい居間があって、そこに三人が死んでたの」

「……」

　可か南な子この言葉に沿って玄げん関かんの奥を覗のぞき込むと、外の陽気のせいで対照的に暗い廊ろう下かと、突き当りの暖の簾れん、そしてその脇にある居間であろう部屋の、半開きになったのっぺりした戸が、それぞれ見えた。

　この家の中から、手がかりを探す。

　連絡網もうや名めい簿ぼがあれば、そこから辿たどるきっかけになるに違いない。

「……大丈夫です」

　蒼あお衣いは神か狩がり屋やに言って、その支えから離れ、玄関に入った。廊下にも、惨さん劇げきがあったという部屋にも、痕こん跡せきはなかった。ただがらんと、無人の虚うつろが満ちているだけだった。

　これから蒼衣がするのは、ただの家や捜さがしだ。

　蒼衣と神狩屋と雪ゆき乃のと、それから多分手伝ってくれると思う────リカの四人がかりで行う、ただの無人の家の、家捜し。

　しかし、今の状況では、何があってもおかしくない。

　どす黒く警けい戒かい心しんが湧わき上がる。何しろ『予言』があった以上、この件がどんな形で拡大するのか、分かったものではない。

　今まさに、何かに襲おそわれるかもしれない。

「……おじゃまします」

　蒼衣は玄関で靴くつを脱ぬぎ、家に上がって、少しばかり場違いなことを呟つぶやきながら、慎しん重ちように廊下へと踏み込んだ。

　家の中は、日陰になっていることを差し引いても、ひどく暗い気がした。

　まるで、見てもいない惨劇の記き憶おくが空間に残留しているように、ただの影が、空気が、気のせいか、ひどく重かった。




　みし、




　と微かすかに軋きしむ廊下の床ゆか板いたを踏んで、廊下を進む。

　鼻び腔こうを通って肺に流れ込む他人の家の匂においが、やけに気分を落ち着かないものにさせる。

　後ろを、神狩屋と雪乃がついて来る。その気配さえも、心強さより圧迫感のように感じて、他人のテリトリーである他人の家の廊下の光景に、ひどく不安感をかき立てられた。

「………………」




　みし、




　一歩、踏み出す。

　居間の戸の中も、暖の簾れんの向こうにも、廊ろう下かに漏もれ出しそうなほどに、影が満ちている。

　寝不足と疲労で歪ゆがんだ知覚の中で、その影が妙みように息づいているように感じる。

　ただの戸が、そして暖簾が、妙に行く先に立ち塞ふさがっているかのように感じられて、先に進むことが躊躇ためらわれる。

　だが、




　みし、




　進む。視界が進み、戸に、暖簾に、また一歩、近づく。

　戸の陰に、薄うす暗ぐらい、所帯じみた和室の様子が覗のぞく。物ばかりで何もいない和室。その空からっぽさが妙に不安で、意識がだんだんと、張り詰めてゆく。

　そして、視界を塞ぐ、暖簾。

　その奥からは油じみたキッチンの匂においと、暖簾の下から漏もれている薄影と、それから布一枚を隔へだてた、静せい寂じやく。




　みし、




　近づく。

　暖簾に、手を伸ばす。

　合わせ目に、指を差し込む。そして一いつ瞬しゆんためらい、動きを止めた後、自分の呼吸が荒くなっているのを感じながら、意を決して、そっと合わせ目を開いた。







「…………………………」







　しん、と煙けむりがかかったように薄暗く影の中に沈んだ、雑然としたキッチンの光景が、ただそこにはあった。

　流しには微かすかに異い臭しゆうを放つ食器。食器棚だなには中にも上にも物が詰め込まれ、食しよく卓たくには調味料が林立した、お世辞にも綺き麗れいとは言えないものの、それでもどこにでもありそうな家のダイニングキッチンが暖簾の向こうには広がっていた。

　家の奥まった部分に落ちる、特有の薄暗さの中、その光景を、ゆっくりと見回す。

　薄うす青あおくも見える影が落ちたキッチンの光景は不安感を催もよおすが、見たところ何も、おかしなところはない。

　……いや、一つ。

　正面の床ゆかに、このキッチンにそぐわないものが、一つ、落ちていた。

　勝手口から上がってすぐの床に、大ぶりのトートバッグが横倒しになって落ちていた。そしてその薄っぺらいバッグの口からは、一冊のスケッチブックが、その半ばまでを晒さらしてはみ出していたのだ。

「……なんだろ」

　蒼あお衣いは、暖の簾れんをかき分けるようにしてくぐり、キッチンに足を踏み入れた。




　みし、




　と廊ろう下か以上に床が軋きしんで、身体からだが廊下から、開けたキッチンへ出た。

　みし、みし、と蒼衣はそのまま近づいて、薄うす暗くらがりの中で、バッグからはみ出ているスケッチブックを拾い上げた。

　ずる、とバッグが滑すべり落ち、手の中にスケッチブックが残る。両手で持って眺ながめると、表紙にはマジックで、『Ｒ・Ｔａｊｉｒｏ』と、名前が書いてあった。

「……たじろ？」

　少女が呼ばれていた、そして表札に書いてあった、『浅あさ井い』ではない。

　これらは大きな手がかりだった。あの時の少年は、やはりあの死人の少女のことを知っていたということが明らかで、かつ少年が残していった鞄かばんの中の荷物から、どうやら彼は絵を描かくらしいということが分かっていたからだ。

　少年の鞄には、身元の手がかりはなかったが、何十本もの鉛筆が入ったケースが仕し舞まわれていた。６Ｂとか、Ｆとか、蒼衣が今まで見たことのない種類の芯しんを含んだたくさんの鉛筆と、練り消しゴムは、鉛筆デッサンに使うものだと、神か狩がり屋やが教えてくれた。

「……」

　蒼衣は、スケッチブックの紐ひもを解き、ページを開いた。

　中には石せつ膏こう像ぞうや仏像などが、鉛筆で、蒼衣からしてみれば上手うまいとしか言いようのない筆ひつ致ちで緻ち密みつに描かれていた。

　そして、ぺら、ぺら、とページをめくった、その時。

　蒼衣はあるページに至った時、思わずめくる手を止めて、その絵を凝ぎよう視しした。

「……！」

　これまでそのスケッチブックに描かれていたのは、ずっと緻密に描き込まれた〝物〟ばかりだった。だが、そのページにはただ唯一〝物〟ではなく、さらりとした筆致で、〝人物〟が描かれていたのだ。

　学校の窓から校庭を見下ろしたような角度で、遠景の少女の姿。

　制服を着た少女。絵でありながらすぐに分かった。あの死人の少女に間違いなかった。

　浅あさ井いさん、と呼ばれていた、あの少女。この家に住み、この家で死に、この家で解体され、蘇よみがえった少女。

　彼女の姿の一いつ瞬しゆんを、遠くから切り取った光景。

　すぐに誰だか分かるその技術もそうだが、何よりその優しい視線さえ感じる筆ひつ致ちに、蒼あお衣いは鳥とり肌はだが立ちそうなほどの、感かん銘めいに似た感覚に打たれた。

　憂うれいを帯びた、少女の横顔。

　そして淡い描線に、そんな少女を思い、案ずる描かき手の目線が、それまでの緻ち密みつな絵からは感じられないありありとした情感で、紙の上に描き出されているように感じた。

「これは……」

　蒼衣は、見つめたまま、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　神か狩がり屋やが、廊ろう下かから問いかけてくる。

「何か見つけたのかい？」

「あの、これ……」

　蒼衣は、スケッチブックを持ったまま振り返った。

　そして────その時だった。




　暖簾の下に、小さな女の子の足が見えたのは。




「!?」

　びくん、とその刹せつ那な、全身が、心臓が、呼吸が、跳はね上がった。

　ぞわっ、一いつ斉せいに鳥肌が立った。一瞬視界が素通りした、暖の簾れんの下の隙すき間まに、声をかけてきた神狩屋の足と、それから十歳さいほどの女の子のものと思われる、ここにいるはずがない華きや奢しやな足が、覗のぞいていたのだった。

　細い足に、白い靴くつ下したと、白い靴。

　それは他ほかでもない、蒼衣の悪夢から抜け出して来たとしか思えない、まさしくそのままの、あの夢の中の葉耶の足そのものだった。




　しん、




　と周りの空気が、不ふ吉きつに澄すみわたっていた。

　知らないうちに夢の中にいて、不意にそれに気づいたような、そんな感覚。

　周りの景色けしきが、空気が、はっきりと明めい晰せきなのに、何故なぜだか遠い。

　はっきりと見える少女の足が、幻覚に思えないほどに、この部屋と世界とそれを感じる自分の五感が、ひどく幻覚じみていた。

「……白しら野の君？」

　神か狩がり屋やが、暖の簾れんから顔を出して訊たずねた。

　しかし、神狩屋は自分のすぐ傍そばに立っているはずの足にはまるで気づいていない様子で、まるで心しん霊れい写真のように暖簾の下から覗のぞいている二本の足も、そこから消え失うせる様子さえ見えなかった。

「白野君!?」

「………………!!」

　顔から、頭から、血の気が引いてゆくのを感じた。

　蒼衣は、その場に立ち尽くし、目を見開いたまま────しかし自分の視界がみるみるうちに陰ってゆくのを、為なす術すべもなく、受け入れることしかできなかった。







　　　　３




　────遅かった……!!




　その時、亮りよう介すけは安あん奈なの家の見える路地で、慌あわてて身を隠かくし、胸の中でそう呻うめいていた。

　全すべてが始まった、あの最初の日。亮介は走り去る霊れい柩きゆう車しやを追おうとした時に、自分のスケッチブックを、安奈の家に落として行ったのだ。

　もしあれが〝奴やつら〟に見つかったら、亮介の身元がばれる可能性が跳はね上がる。

　もっと早く思い至るべきだった。それに気がついてから、急いでここにやって来たのだが、その時にはすでに玄げん関かん先にあの霊柩車が停まっていて、亮介は歯は嚙がみしながら民家のブロック塀べいに背をつけて身を隠したのだった。

　傍かたわらには、きょとん、とした表情の安あん奈な。

　リスクはあるが連れて来た。亮介の留る守す中に母親が帰って来た場合、物音などで不ふ審しんに思われて見つかる可能性も、決して低くはなかったからだ。

　いま安奈が着ているのは、亮介のシャツとジーンズ。

　昨日きのう着ていたものに比べればマシだが、まだそれでもオーバーサイズであることには変わりがなく、できれば彼女の家から服も持ち出したかったのだが、そのために持って来たスポーツバッグも無む駄だになってしまった。

　できるだけ人目に触ふれないように、大たい枚まいをはたいてタクシーまで使ったというのに、それも無駄だ。

　こうなってしまった以上、早くここから離れた方がいい。

　それとも、〝奴やつら〟が彼女の家を離れるのを待って、彼女の荷物だけでも回収した方がいいのだろうか？

　迷った。

　しばしの、迷い。

　だが迷っているうちに、状況が動いた。何かトラブルでもあったのか、外に立っていた喪も服ふくの女性などの様子が急に慌あわただしくなり、ちらほらと他ほかにも見えた〝奴ら〟がその時、みんな家の中に入って、表に誰の姿もなくなった。

「……」

　それが、亮りよう介すけに決心させた。

「……行こう」

　亮介は、傍かたわらにいる安あん奈なの手を取ると、半ば駆かけ足で路地を大回りし、安奈の家の裏口がある、あの裏路地へと向かった。

　地図は頭に入っていた。分かりづらい住宅地を迷いなく移動する。

　全身を襲おそう筋肉痛を、使命感と緊きん張ちようで抑え込んで無む理り矢や理り大おお股またに足を進め、やがてあの暗く湿しめった、細い裏路地に入る。

　何があったか分からないが、チャンスはあるかもしれない。

　もしかするとスケッチブックを見逃しているかもしれない。そして今なら、いや、今すぐでなくともそのうち〝奴ら〟の隙すきをついて、スケッチブックを回収できるかもしれない。

　奥まで行く必要はない。落としたのは勝手口から入ってすぐだ。

　それに、何かトラブルがあったのなら、ほどなく〝奴ら〟はこの家から、立ち去ってくれるかもしれない。

　裏路地の湿った土と石ころに足を取られ、ふくらはぎに、腿ふとももに、股こ関かん節せつに、痛みが響ひびく。

　それに耐えながら亮介は裏路地を進み、やがて亮介と安奈は、安奈の家の薄うす汚よごれた裏口に辿たどり着く。

「……」

　そして亮介は、唇くちびるに指を当てるジェスチャーで安奈に指示すると、自分も息を潜ひそめた。

　そうして裏路地に、空調の室外機の音ばかりが低く唸うなる沈ちん黙もくが落ちると、その中で亮介は耳を澄すまし、家の中の気配を窺うかがった。




「…………………………」




　ぶぅーん……と音が振動するばかりの、ある種の静せい寂じやく。

　その中で、ドア一枚を挟はさんだ家の中を探る意識には、物音も引っかからなければ、人の動くような気配も感じられなかった。

　ただ、沈ちん黙もくだけが、ドアの向こうにあった。

　アルミの格子が嵌はまったキッチンの窓を見上げても、その擦すりガラスには、明かりの揺らぎさえ、見て取れなかった。

　それでも決心がつきかねて、じっと息を潜ひそめる亮りよう介すけ。

　そうしている間も、周囲の沈黙は精神を削けずり、だんだんと緊きん張ちようを張り詰めさせるが、沈黙は何も応こたえない。

　ぶぅーん、と、停てい滞たいした空気。

　緊張と裏うら腹はらに、裏路地にはただ静かな、生活音混じりの沈黙が流れる。

　それでもなお、時間の無む為いな経過に耐えながら、亮介は無言で息を潜める。様子を見計らうばかりの無為な時間はひどく長く感じて、何十分も経過したのか、それとも何分も経たっていないのか、自分の感覚では、判断することができなかった。

「………………」

　やがて、亮介は。




　かちゃ、




　と微かすかな音が立つドアノブを、あの時のように、そっと握にぎった。

　微かな音が立ったその瞬しゆん間かんから、張り詰めた意識が、ドアの向こうを窺うかがった。ドア一枚を隔へだてた、家の中で何の動きもないことを確認しながら、あの時とは違ってひどく重く感じるノブを、ゆっくりと回してゆく。




　ぎ、




　とドアノブを回すたったそれだけの動作が、張り詰めた緊張と恐怖に満ちていた。

　自分の鼻から漏もれる静かな呼吸の音を聞きながら、震ふるえそうになる手を押さえつけるようにして、じりじりとドアノブを動かし、ドアを開けてゆく。




　ぎぎ、




　とドアノブは、じりじりと回り。

　やがて、




　ぎし、




　と止まって、それ以上は回らなくなる。

「………………」

　ふーっ、ふーっ、と、呼吸が異様に大きく聞こえる。

　そんな音を聞きながら、ドアの向こうに、意識を集中する。

　しん、と家の中は、静まり返っている。〝奴やつら〟はもう出て行ったのだろうか？　もしも息を潜ひそめて、待ち伏せされていたら？

「………………」

　怖れが黒雲のように胸の中に湧わき上がって、手が震ふるえそうになる。

　だが、手から力が抜けてドアノブを離せば、反動で回ったドアノブがどれほど大きな音を立てるだろうかと、恐怖に駆かられて腕うでを保持した。

　家の中は、どうだ？

　大丈夫なのか？　そっと、ドアノブを握にぎった手を、試すように、引っ張った。




　ざり、




　と砂と錆さびの嚙かむ音を立てて、細く、ドアが開いた。

　細く開いた隙すき間まから、キッチンに充満していた、微かすかな異い臭しゆうを含んだ生温い空気が、流れ出してきた。

　しん、と家の中は、生暖かく、静かだった。

　耳を澄すませる。傍かたわらの安あん奈なは何も分かっていないようだったが、それでも雰ふん囲い気きを敏感に察してか、息を潜めて大人おとなしかった。

「………………」

　気配は……ない、気がする。

　それを確かめて、徐じよ々じよに、徐々に、ドアノブを引いて、がりがりと微かな音を立てる、勝手口のドアを、開けてゆく。

　だんだんと露あらわになる、勝手口。

　そしてようやく、上がり口とキッチンの床ゆかが見え始めると、胸の中で心臓の鼓こ動どうが、だんだんと激しくなる。




　────どこだ？




　覗のぞき込んで、見回す。

　視線が激しく動いて、キッチンの床ゆかを探る。

　スケッチブックは、どこにある？

　いや、まだ、あるのだろうか？

「！」

　その時、キッチンの床を彷徨さまよっていた視線が、キッチンの入口の暖の簾れんの下に、スケッチブックを入れていた鞄かばんの端はしが覗いているのを見つけた。

　あった。良かった。

　全身から、力が抜けそうになった。

　とにかく、あれを回収しなければ。この切せつ羽ぱ詰つまった状況で靴くつを脱ぬぐ気になれず、しかしそのまま土足で上がり込むことにも抵抗を感じて、亮りよう介すけは結局膝ひざ立だちでキッチンに上がりこむと、そのままじりじりと暖簾の方へ向かった。

　妙みような体勢に力が入り、あちこちの筋肉が痛む。

　膝を乗せるたび、床が体重で、微かすかにみしみしと音を立てる。

　薄うす暗ぐらいキッチンの中を、じりじりと進む。下の隙すき間まから微かな淡い明かりを漏もらす暖簾の前へと、静かに移動してゆく。

「…………」

　前に、同じようにこの暖簾の前に立った時のことを思い出し、心が縮んだ。

　血の記き憶おく。しかし今はあの時と違い、不思議と血の匂においは漂ただよって来なかった。

　ただ微かに臭におう、キッチンの匂い。そんな空気の中で、緊きん張ちようのため口の中に溜たまった唾つばを吞のみ込むと、暖簾の下から覗いている、バッグの端はしを見下ろす。




　────こんなところに落としただろうか？




　ふと疑問が、浮かんだ。

　だが選せん択たくの余地はない。何であっても、これを回収しなければ。

　そーっと、バッグへと、手を伸ばした。端を摘つまんで、こっそりと床を滑すべらせて、手元に引き寄せる、そのつもりだった。




　そろ、




　と、静かに。

　暖の簾れんの下から覗のぞいている、トートバッグの端はしに。




　そろ、




　と、腕うでを伸ばして。

　張り詰める緊きん張ちようの中、震ふるえる指先を、そろそろと、暖簾に、バッグに、もうすぐ触ふれるほど近づけて────







　がば、







　とその瞬しゆん間かん、暖簾の向こうから手が飛び出して、亮りよう介すけの腕を摑つかんだ。

「わあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　絶ぜつ叫きよう。その瞬間、意識と胸きよう腔こうの中に張り詰めていた緊きん張ちようが恐怖となって爆発し、自分の鼓こ膜まくさえ破は壊れつしそうなほどの凄すさまじい絶叫が、自分の喉のどから迸ほとばしった。

　摑まれた腕をもぎ離そうと弾はじかれたように暴れたが、腕はびくともせず、だんだんと上へ吊つり上げられていった。膝ひざ立だちのまま、痛いほど握にぎられた腕を摑み上げられ、引き上げられるように上を見ると、暖簾の中央の隙すき間まから覗く、一つの目と目が合った。

「!!」




　喪も服ふくを着た女性が、恐ろしいほどの無表情で立ち、こちらを見下ろしていた。




「…………………………」

　腕を摑み上げ、こちらを見下ろす喪服の女性。それは表で見かけた時は遠目に窺うかがったせいで分からなかったが、まさにあの山の中で、鉈なたで安あん奈なの首を伐きり落としたあの女性に、間違いなかった。

「うわああああああああああああああああああっ!!」

　布の隙間から覗くその女性の顔半分と、目を合わせたまま絶叫する。腕を摑み上げられ、もはや暴れることもままならない中、とにかく心の中で爆発的に膨ふくれ上がった大量の恐怖が、悲鳴となって口から溢あふれ出していた。

　みし、と摑つかまれた腕の、骨と筋肉が痛みに軋きしむ。

　喪も服ふくの女性はそのままこちらを見下ろしていたが、やがて喪服には明らかに異様な取り合わせに見える、太く無ぶ骨こつな革ベルトに吊つった鉈なたをゆっくりと鞘さやから引き抜いた。

　そして女性は。

　引き抜いた鉈を、だらりと提さげて。

　こちらを見下ろし、目を合わせたまま。




　ふ、




　と不意に、空恐ろしい微笑ほほえみをうっすらと、その口元に浮かべた。

「!!」

　死を孕んだ、微笑み。

　本能が、感情が、皮ひ膚ふ感覚が、目の前の存在に、圧倒的なまでの〝死〟を感じた。

　肌はだが粟あわ立だち、身が竦すくんだ。涙なみだが浮かんだ。女性の提げた鉈の、重く凶きよう悪あくな切っ先が、そんな亮りよう介すけの目の前で、ゆっくりと上がっていった。

「ひ……!!」

　その瞬しゆん間かんだった。




　どん!!




　と今まで大人おとなしくしていた安あん奈ながいきなり、体当たりするように、渾こん身しんの力で喪も服ふくの女性を突き飛ばした。

「っ!!」

　声もなく、吹き飛ぶように廊ろう下かに倒れる女性。それと同時に女性に摑つかまれていた腕うでが、大きく暖の簾れんの向こうに引っ張られて、反射的に左手を突いて踏みとどまると、摑んでいた部分に引っかいたような痛みを残して、女性の手が反動で離れた。

「うわっ!!」

　と同時に、我に返る。

　そして顔を上げると、倒れた女性がゆらりと立ち上がり、空からになった手で、ベルトからもう一本の鉈を引き抜いたところだった。

　見ると目の前に、女性が今まで提げていた鉈が落ちている。

　亮介は、無む我が夢む中ちゆうで手を伸ばしてその鉈を握にぎったが、持ち上げるよりも立ち上がるよりも先に、女性はもう一本の鉈を天てん井じようにぶつかるほど、すでに大きく振り上げていた。




　ぶん、




　空気が、唸うなった。

「あ────」

　絶望に、目を見開いた。

　瞬しゆん間かん。目の前に。




　ばっ、




　と安あん奈なが躍おどり出て、両腕うでを広げて亮りよう介すけを庇かばい、振り下ろされた凶きよう暴ぼうな刃はの下に身を晒さらして、立ち塞ふさがった。

「!!」

　直後、




　ばきばきばき、




　と安奈の胴どう体たいに深々と鉈なたの刃が食い込んだ。何本もの肋ろつ骨こつを内ない腑ふごと断ち割った、硬くて重くて鈍にぶくて湿った人体から聞こえるべきではない恐ろしい音が、廊ろう下かの虚うつろな空間に、いやにはっきりと響ひびき渡った。

　暴力的なまでの力で肩かたから腰こし骨ぼねまでを両断されたのと同時に、少女の華きや奢しやな体からぶちまけられた大量の血で、ばしゃ、と少女を見上げていた亮介の目の前が一いつ瞬しゆんにして真まっ赤かに染め上げられた。頭から血を浴びた。顔が、肩が、手が、熱いとさえ感じる温かく鉄臭くさい液体を浴びてべっとりと覆おおわれて、そんな目の前で支えられる道理のない少女の上半身が、自じ重じゆうで骨が折れる嫌いやな音と、血と生肉の擦すれ合うおぞましい音を立てて切断面で大きくずれた。

　ぐしゃ、と血肉の崩くずれる音を立てて、膝ひざをつき、倒れた。

　裂さけた血ち塗まみれのシャツと、千ち切ぎれそうなほどに伸びた皮で辛かろうじて繫つながっている上半身は、ぱっくりと口を開けて大きく裂けた断面を真っ赤に晒さらし、断ち割られた白い肋骨の容いれ物の中から、ピンクや赤黒い色をした内臓や、黄色い脂肪の塊かたまりを、大量に溢あふれさせていた。

　血と混ざった柔やわらかいピンク色の腸が、どろどろと血の海になった廊下の床ゆかに流れ出す。

　その中から、味がしそうなほどの猛もう烈れつな血の臭においと、生臭い内臓の臭いが、狭い廊下の空気の中に湯ゆ気げのように濃密に立ち昇った。

「あ……」

　それを前に、いや、その中で、呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

「あ…………あ……」

　言葉も出なかった。彼女の死を見たのは二度目だが、一度目とは比較にならない凄せい惨さんさに腰が抜け、恐怖に目を見開く以外のことができなかった。

「あ……」

　浅あさ井いさん、と彼女の名前を口にしたかったが、それさえもできなかった。

　ただ圧倒的な血と肉と暴力の前に、心が打ちのめされて、何もできなかった。

　女性の背後で、乱暴に玄げん関かんのドアが開けられた。

「何……!?」

　慌あわてた様子でそう訊たずね、玄関から入って来たのは、やはり山の中で見た、美び貌ぼうの少女。

　どこかの学校の制服を着たその少女は、しかし入るや否や、「うっ……!!」と呻うめいて、中の光景と臭においに一いつ瞬しゆん怯ひるむ。喪も服ふくの女性はそんな少女を少しだけ振り返り、

「探す手間が省けたみたいよ」

　と、何でもない様子でそれだけ言った。

「ここはいいわ。瀧たきを呼んで来て」

「……」

　女性の言葉に、少女は厳しい表情で頷うなずいて、きびすを返す。

　仲間を呼ばれるのだ。そうなってしまったら、もはやどうにもならない。完全に、望みがなくなってしまう。

　しかし亮りよう介すけは、何もできない。

　圧倒的なまでの力と異常性の差に、呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

「………………!!」

　亮介は、呆然と、思う。

　覚かく悟ごはどうした。彼女のために戦おうと、あの決めたつもりの覚悟は、一体どうした。

　それどころか、あんな幼児のように心が壊こわれてしまった彼女に、身を挺ていして庇かばわれて。情けなくへたり込むしかできない自分は、一体何なんだ？

　亮介を庇って、彼女はこんなになった。

　解体された動物のように肋ろつ骨こつとその中身を晒さらして、彼女は血の海に沈んでいる。

　彼女に、何もできないのか？　そしてあまつさえ、こんな酷ひどい有様になった彼女に、怯おびえているんじゃないか？　好きだった女の子の、そして恩人の惨ざん殺さつ死体に。




　────違う。




　違う。違うのだ。それだけは違う。

　覚悟はあった。弱い亮介の、覚悟。

　こんな状況をひっくり返す力はない覚悟。だがそれでも、確実にある覚悟。

　そう、違うのだ。

　つまり────




　亮介は、彼女を恐れたりはしていない。




　彼女が美しくなくても、どんな姿でも彼女が好きか？

　彼女に言い寄る男たちと亮りよう介すけとを分けている────少なくともそう亮介が思ってきた、その一点が、今あまりにも明白な形で、亮介に突きつけられているのだ。

　愛する人間が肉片になったところで、怖れる理由などない。

　彼女が傷ついたことに驚き、ショックを受けたとしても、それを、その姿を恐れ、忌いみ嫌きらうことだけは、あり得ない。

　それが亮介の、覚かく悟ごの原点。

　思い出した。このとき亮介は衝しよう撃げきから立ち直り、正気に返っていた。

　亮介は────




　目の前の血と肉と内臓の海に手を突っ込んで、彼女の頭と心臓を、その中から救い上げた。




「…………………………!?」

　喪も服ふくの女性が目を見開いた。その前で、亮介は解体された食肉のように内側が見える肋ろつ骨こつの中に、深々と両手を入れて、まだ生きて脈打つ生温かい内臓の中から、ひときわ強く動く鼓こ動どうする心臓を探って摑つかみ出し、思い切り引っ張った。

　ぶちぶちぶち、と音がして、内臓と太い血管が千ち切ぎれ、血が飛び散った。力強く手の中で熱く鼓動し、蠢うごめく心臓を思い切り引っ張ると、それを他ほかの組織と癒ゆ着ちやくさせていた肉と、薄うすく伸びるビニールのような膜まくが引き千ち切ぎれて、脂あぶらと体液と共に心臓を摑んだ手に絡からみついた。

　湯ゆ気げが立つような、蠢うごめく肉の中で、素す手でで肉をかき回し、引き千切る。

　心臓は思いのほか大きく、力強く、熱く、そして重かった。

　彼女の心臓は彼女の体内から引きずり出されても、なおも強く動き、千切れた血管から幾筋もの血を噴ふき出した。だが、出るばかりで入る血のない心臓は、すぐに空からになり、代わりに空気を吸い込んで、血の泡あわが混じった空気を、ぶじゅぶじゅと音を立てて、血管の断面から吹き出すばかりになった。

「……何を……しているの？」

　喪服の女性が、努めて冷静に、訊たずねた。

　亮介はそれには一切答えず、スポーツバッグのファスナーを開けて、その中に彼女の心臓を収めた。

　そして今度は、彼女の頭を上に向け、持ち上げようとした。

　しかし肩かた口ぐちを切り下ろされただけの、まだしっかりと首で胴どう体たいと繫つながった頭は、素す手でではどうやって動かしても、半分になった胴どう体たいが一いつ緒しよについてきた。

「……」

　亮りよう介すけは、血ち脂あぶらでぬめる手で、先ほどの鉈なたを摑つかんだ。

　そして振り上げるだけの握あく力りよくがなく、彼女の首の辺りの肉の薄うすそうな部分に刃はを強く押し当て、ノコギリのように動かした。

　必死だった。

　何も打算も、考えもなかった。

　ただ、非ひ力りよくな自分が彼女をここから連れ出せるとしたら、頭と心臓くらいが限界だと、そう思っただけなのだった。

　決して力が強いわけでもない亮介は、彼女の全身を連れては逃げられない。

　だから少しでも重要な部位を選んで持って逃げようと、そう思っただけなのだ。

　真剣な、もはやそれ以外の表情など作れない顔で、亮介は解体作業を続けた。肺が胸きよう腔こうからこぼれ出て、もはや声など出せない彼女の頭は、それでも血を流す口元で、黙もく々もくと作業を続ける亮介に、少しだけ笑いかけたように、見えた。

「………………」

　そして、そんな鬼き気き迫る光景を前に、立ち尽くしていた喪も服ふくの女性は。

　少なくとも亮介の作業を止めるべきだと思ったようで、血の海になった廊ろう下かの中を、一歩亮介に向けて、足を踏み出した。

　亮介はその気配を感じ、足音を聞きながら、ここまでかと思う。

　せめて心臓だけでも持ち帰ろう。しかしここから、この体で、この女性とその仲間から、逃げきれるだろうか？




「……ちくしょう」




　小さく呟つぶやき、亮介は顔を上げる。

　近づく女性を睨にらみつける。いつでも隙すきさえあれば、彼女の心臓を入れた傍かたわらのスポーツバッグを摑んで、身を翻ひるがえして逃げ出せるように。

　万に一つの、隙さえあれば。

　諦あきらめてはいなかったが、この喪服の女性が、今更そんな隙を見せるなどということも、亮介は信じていなかった。




　────ちくしょう。




　悔くやしい。ただひたすら悔しかった。

　彼女が、一体なにをしたと言うんだ？

　彼女は奪うばわれるばかりだ。奪われるばかりで、その存在を終えようとしている。

　求められ、奪われるばかりの人生から、彼女を救いたかった。彼女のような人は救われるべきだった。

　彼女の優しさは、報われなければ噓うそだ。

　彼女と同じ境きよう遇ぐうに生きて、こんな優しさを持ち続けられる人間など、自分も同じだったから分かるが、まず存在しない。

　それが報われないのなら、この世に神などいない。

　そして神などいないことが、こんな土ど壇たん場ばになって、分かってしまった。




　────ちくしょう。




　もっと早く、気づいていれば。

　この世に神はおらず、だから時間も残されていない。

　ならば自分の為なすべきことは、もっと別にあったはずだ。今頃になってそれに気づいたことが、何よりも悔くやしかった。




　ぴしゃ、




　と喪も服ふくの女性が血ち溜だまりを踏んで、近づく。

「…………」

　亮りよう介すけはそれを見上げて、歯は嚙がみしながら、きっ、と睨にらみつける。

　女性は、そんなものなど意にも解さない無表情で、そのまま近づいてきて。

　そして亮介に向けて、血ち塗まみれの手を、無言で伸ばしてきた。

「………………っ!!」

　刹せつ那な。




　ざば、




　突然、血の海の中から、両断された安あん奈なの上半身が跳はね上がるように起き上がった。

　大量の血を吸った髪かみの毛を振り乱し、血の雫しずくを撒まき散らしながら、壊こわれ、空くう洞どうになった安奈の上半身は、異様な動きで喪服の女性にしがみついた。

「!?」

　凄すさまじい反射神経で伸ばした手を引っ込め、身構える喪服の女性。だが、それと同時に亮介は血染めのスポーツバッグを摑つかみ、弾はじかれたように立ち上がって身を翻ひるがえして、勝手口から、思い切り外へと飛び出した。

「……くっ！」

　亮介に一いつ瞬しゆん気を取られた女性が、安あん奈なに下半身を摑まれた。

　女性は躊躇ためらいもせずに右手に提さげていた鉈なたを、振り上げる。

　しかし亮りよう介すけの目に見えたのは、ここまでだった。亮介はそこから後を振り返らずに、胸にスポーツバッグを抱かかえて、痛む体に鞭むちを打って全力で逃げたのだ。

「……待ちなさい!!」

　背後で、女性の声が聞こえた。

　だがその時にはすでにその声は遠く、そして亮介も一切耳を貸さずに、路地裏を走り抜けていった。

　あのとき瞬しゆん時じに悟さとった。彼女は亮介を逃がそうとしたのだ。

　だとしたら、もはや亮介は摑まるわけにはいかなかった。彼女がそう願ったのに、それさえも報われないなど冒ぼう瀆とく以外の何物でもなかった。

　彼女が望んだ。だから逃げる。

　せめて彼女が、亮介に望んだことを叶かなえる。

　その一心で、亮介は逃げた。路地裏を逃げるうちに、血染めのシャツもズボンも、バッグからもみるみる血の色が引いてゆき、大通りで亮介がタクシーに向けて手を上げた時には、もうどこにも、そんな痕こん跡せきは残っていなかった。







[image: ]







　　　間章　　しあわせのかけら







　タクシーを使って、ようやく家に帰り着いて。

「はあ……」

　亮りよう介すけは、胸の底からようやく安あん堵どと疲労の溜ため息いきをつき、両手で重そうにぶら下げた大型のスポーツバッグを、アトリエの床ゆかに降ろした。

　フローリングの床でバッグの底の金具が音を立て、それから生き地じと重みが、床にかかる。そして手を離すと、バッグの輪りん郭かくがゆっくりと重力に従って潰つぶれていったが、しかしすぐにその動きは止まって、中にたっぷりと物が詰まった形のままバッグは床に鎮ちん座ざした。




「…………………………」




　無言で息をつきながら、亮介は、バッグを見下ろした。

　彼女の心臓の入ったバッグ。無む我が夢む中ちゆうで心臓を持ち出し、辛かろうじてここまで逃げて来たが、しかし今の亮介には実のところ、このバッグの中に一体何が入っているのか、判断がつかなかった。

　もちろん亮介は、自分の手で、この中に心臓を入れた。

　だがそれだけしか入れていないのだ。彼女の心臓が、たった今まで両手に提さげ、こうして目の前にあるバッグのように、こんなにも重く、大きいはずはないのだった。

「……」

　亮介が最初に持ち出した時と比べて、バッグの重さは、二倍や三倍ではきかない重量になっていた。

　増えたのだ。タクシーに乗っている間、亮介の膝ひざの上にあったこれは、だんだんと重さと中身の嵩かさを増して、そして体温のように温度を増していった。

　心臓の鼓こ動どうで、微かすかに脈動しながら。

　今やバッグは、まるでこの中に小さな子供を詰め込んでいるように、重く、嵩張り、そして温かく、微かに脈打っていた。

　動いて見えはしない。

　だがバッグに触ふれれば、ごわつく生地が、皮ひ膚ふであるかのように、微かな脈が分かる。

　まるで、生きているかのように。




　────中はどうなってるんだ？




　亮りよう介すけはファスナーを開けようと、バッグに手を伸ばし、しかし躊ちゆう躇ちよして引っ込めて、深呼吸して息と心を落ち着けた。

　そして。




　じい、




　と音を立てて、ゆっくりと、バッグを開けた。

　中に照明の光が届き、バッグの中身が見えた途と端たん────ぞっ、と全身が粟あわ立だって、亮介は思わずバッグから身を引いた。

　中にあったのは、真まっ赤かな、異様な物体だった。

　それは────




　鼓こ動どうする心臓を中心にして、植物の根にも似た大量の血管が、あたかも心臓を包む繭まゆのようにびっしりと絡からみ合いながら広がって、さらにその上からゼリー状の透明な薄うす膜まくに包まれて、バッグの中に納まって脈動していたのだった。




「………………う…………!!」

　血の惨さん劇げきとは、また別種のおぞましさ。

　バッグの中にあったのは、皮ひ膚ふの表面の薄い皮と、体内をびっしりと這はう血管だけで形作られた、人間の上半身だった。

　それは例えるなら、肉も骨も内臓も透明にして、ただ血管だけを赤く見せた人体。

　太く脈打つ血管が心臓を覆おおい、枝分かれして内臓を形作って、その表面が細い網のような毛細血管にびっしりと包まれている、異様で不完全で、孵ふ化かしかかった卵の中身にも似た、見ただけで恐怖を催もよおす、人体の、上半身だった。

　それが、バッグの中に。

　それが、〝彼女〟。

　腕うで一面に立った鳥とり肌はだを、押さえ込もうとするように、亮介は自分の腕を摑つかんだ。口の中に嫌いやな味の唾だ液えきが湧わき上がって溜たまっていき、吐はきそうな思いで、腐ふ敗はい液えきを飲み下すかのように、必死で吞のみ込んだ。

「………………！」

　亮介はかつて、似たようなものを見たことがあった。

　子供の頃、親に連れられて行ったことがある、人体標本の展覧会でだ。

　プラスティネーション標本とかいう、人体組織の水分を全すべて樹脂に入れ替えた、生きているかのような標本。博物館の標本のように、ホルマリンにも浸つかっていなければ、ガラス容器にも入っていない、触ふれることさえできる柔やわらかい標本の展覧会。

　全身の皮を剝はがれて、筋肉組織や内臓を剝むき出しにして立つ人体。

　あるいは胴どう体たいを切り割られたり、輪切りにされて、中身が見えるように陳ちん列れつされた、ひどく瑞みず々みずしく見える人体標本。

　その中に、あったのだ。

　人間の血管だけを、生きている時そのままの形に固めた、直立した人体の、血管だけでできた全身標本だ。

　その展覧会で見たものは、夢に出るくらい、子供の頃の亮りよう介すけにトラウマを与えた。

　そして考えないように、記き憶おくの奥底に押し込めて、忘れたようにして過ごした。他ほかの嫌いやな記憶にそうするのと同じように。

　親は、純粋に医学として、あの展覧会を子供たちに見せた。

　だが幼い亮介はあれを、狂気と恐怖の産物と見た。

　そして最近になるまで、忘れていた。

　思い出したのは最近のこと。美術を志望した亮介が、美術鑑賞の遍へん歴れきの中で、ある画家について知った時だった。

　画家の名前は、ジャン・オノレ・フラゴナール。

　十八世紀フランスの画家。木々の鬱うつ蒼そうとした庭園で貴婦人がぶらんこに乗っている、代表作『ぶらんこ』など、淡く上品なロココ絵画の最後期を飾った画家だ。

　だが、亮介の人体標本の記憶を蘇よみがえらせたのは、その画家本人ではない。ジャン・オノレには従兄弟いとこがいた。名前はアンリ・オノレ。外科医にして、学者にして────皮ひ膚ふを剝がした人間の死体を乾燥させて作る乾燥標本の、製作者だった。

　ジャン・オノレの経歴の中から、彼が出て来た。

　彼、アンリ・オノレ・フラゴナールは、十八世紀の自然科学ブームの一角を為した人体標本の大家だったが、その手によって作られた製作物は、見事に亮介のトラウマを引きずり出すほど常じよう軌きを逸したものだった。

　彼は皮を剝いだ人間の標本にポーズを取らせ、芸術作品の再現を行ったのだ。

　代表作は『黙もく示し録ろくの騎き士し』。画家、アルブレヒト・デューラーが描いた同名の絵画の中にある世界の終わりをもたらす騎士の姿を模して、皮を剝いだ人間を皮を剝いだ馬に跨またがらせ、絵画の通りに武器を持たせて、もろともに乾燥標本に加工したものだ。

　その写真を見た時に、思い出したのだ。

　狂っていると思った。事実、アンリ・オノレは狂人とされ、職を追われたという。

　だが────時を経て、彫刻を志すようになっていた亮介は、その狂気の造形物や、それどころか過去のトラウマにも、ある種の好こう奇き心しんを感じるようになっていた。人間を描き、そして造形するにあたって、必要不可欠な解かい剖ぼう学がく的てき知識として、好奇心と、それから美を感じるようになっていた。

　その標本を作り上げる行為を、おぞましい狂気と感じるのは、そのままに。

　気づいたとき当とう惑わくした。知らないうちに自分の中に生まれていた、この矛む盾じゆんした感情。

　亮りよう介すけが、〝彼女〟の姿を怖おそれたのも、このせいだ。亮介は人体を損そん壊かいする行為に、嫌けん悪お感かんと恐怖を感じていた。

　ずっと矛盾が、亮介を苛さいなんでいた。

　人間を描き、造形するために、人間を解剖する知識が要いる。

　彼女を守り、救い出すために、彼女を解体する必要がある。

　必死になって恐怖と嫌悪を踏み超えてこうしているが、きっと悪夢を見るだろう。そして明日も同じことができるかも、分かったものではないだろう。

　だが────




　やらなければいけない。彼女のために。




　このままでは彼女は救われず、そして救うための時間も、もはやなかった。

　亮介が取り戻して欲しいと願った彼女の幸せは、もう夢のまた夢。長い長い時間をかければ、いつか近づくことができるかもしれなかったが、そのための時間は、亮介にも彼女にも与えられてはいなかった。

　高校生に過ぎない亮介には、ずっと彼女を、匿かくまい続けることはできない。

　そして〝奴やつら〟にスケッチブックも見つかってしまい、亮介の身元が、ここの住所が、見つかるのも時間の問題だろう。

　その時が終わりだ。終わりは、そう遠くない。

　今までの考えは甘あまかった。ならば、その限られた時間で何ができる？

「…………」




　答えは、彼女の家から逃亡した時に、出ていた。

　彼女の願いを、望みを、叶かなえるのだ。




「……浅あさ井いさん」

　亮介は、目を閉じて、そう呟つぶやく。

　そして意を決して、軋きしむように痛む体で立ち上がると、ようやくバッグへと目を向けて、ゆっくりと近づいていった。




　　　　†




　ある夏休みの朝、今年高校生になったばかりの下しも田だ樹じゆ里りは、共働きの両親が仕事に行ってしまった誰もいない家で、自室のベッドに寝転がって、いつも買っているファッション雑誌と、芸能雑誌を、並べてめくって眺ながめていた。

　格好はパジャマ姿。部屋には好きなアーティストの歌がかかり、それに合わせて鼻歌。

　つい一時間ほど前に起き、ラップをかけて食しよく卓たくに置いてあった朝食を食べた。それから親に言いつけられているので嫌いや々いや掛け布団をベランダに干して、ココアを入れて、ようやく夏休みの自じ堕だ落らくな一日を始めたところだった。

　目の前には、ファッション雑誌のページを飾るカワイイ服。

　部屋に流れる歌に合わせて、頭の中では、それを歌っている女性アーティストが身につけている、カワイイ服とアクセサリが踊る。

　オシャレを自認して、情報収集と研究に余念がない樹里は、自分の名前にコンプレックスがある少女だった。正確には、名前はキラキラした響ひびきがあるので気に入っているのだが、その名前がついた自分の顔が、普通に可愛かわいくも何ともない典型的な日本人顔であることに不満とコンプレックスを持っているのだ。

　自分の両親が、あの顔でどうして結婚なんかしたのかが、専もつぱらの不満だ。

　実際、そう言って両親を罵ののしったことも、中学生の時にある。

　樹里は子供の頃から、そういう感情的な所しよ業ぎようが多かった。そしてその爆ばく発はつは、家庭内のみならず外でもたびたび発揮され、一種のリーダーシップになっていた。樹里に逆らうと面倒だという、そういった類たぐいのリーダーシップだ。

　話題が豊富で、友達とのお喋しやべりが大好きで、ムードメーカー。

　樹里は自分をそう思っていたし、そう言ってもいたし、事実そういう傾向はあった。

　自分の好き嫌きらいを言い立てるのは、樹里にとって当たり前だった。ただし樹里は、好きなものも多いが嫌いなものはもっと多く、そして自分が好きなものが人に貶けなされるのも、自分が嫌いなものが人に褒ほめられるのも、大嫌いだった。

「んー……」

　雑誌を眺めている樹里の傍かたわらで、携帯が着信メロディーを鳴らす。

　鼻歌混じりに取り上げてボタンを操作し、友達から来たメールを読んで、笑う。

「……えー……ほんと？　バッカで」

　別の友達の陰口に、面白おかしく同調して陰口のメールを返す。樹里にとっては、陰口はそれこそ呼吸のようなもので、人間はみんなそうだと疑っていなかったし、これを陰口だと自覚もしていなかった。

　浅あさ井い安あん奈なへのいじめも、何ら特別なことではない。

　いじめとも思っていない。ただの人間関係に過ぎないと思って、疑っていなかった。

　みんなにとって目め障ざわりな人間が冷たくされるのは、当たり前のこと。樹じゆ里りにとって、浅井安奈はとにかく仲間内で嫌きらわれている人間の一人で、その中でも逆らわない人間という、それ以外には何ら特別ではない人間に過ぎなかった。

　よって今の樹里は、浅井安奈のことなど完全に忘れ去っていた。

　友達との会話でそういう流れにでもならなければ、思い出すこともない。

　今の樹里は、ただ夏休みの自じ堕だ落らくを満まん喫きつしているだけの女子高生。今こうしている樹里の意識の中には、浅井安奈など、一ひと欠片かけらたりとも存在していなかった。

　そんな、折。




　ピンポーン……




　と玄げん関かんのチャイムが、突然鳴った。

「はーい？」

　反射的に返事をし、樹里は顔を上げた。

　背を反そらすように身を起こす。だがしかし団地の五階にある、こんな部屋の前までやって来るのは、だいたいは宅急便か、そうでなければセールスだ。

「……」

　なので樹里は、返事をしてしまってから、しまった、と思った。

　セールスだったら最悪だ。バックレようかと思ったが、返事をしてしまったし、音楽も全開でかかっている。

「……はあ」

　仕方なく樹里は、面めん倒どう臭くさそうにリモコンで音楽のボリュームを落とし、立ち上がる。万が一セールスではなく隣となりの人だったりしたら、ここまであからさまな居い留る守すをしたら、後で怒られるかもしれなかったからだ。

「はーいはい、いま出ますー」

　そうして樹里は机つくえとベッドを置いたらほとんど床ゆかのない自室のドアを開けて、独り言をいいながら裸足はだしで廊ろう下かに出た。贅ぜい沢たくにクーラーをかけた部屋から出た途と端たん、むっ、と蒸むし暑い空気が、体の周りで冷えた空気と混じって、肌はだを蒸す。

　そんな空気の中で、廊下から、表の方を見る。

　この団地は、台所が表側にある間取りをしていて、廊下の先には台所と、流し台のすぐそばにある、白いペンキを塗った、金属製の玄関ドアが見えていた。

「……」

　二度目のチャイムは鳴らない。いいことだ。

　何度も鳴らされるとイライラする。それとも気づかずに行ってしまったのだろうか？　だとしたら尚なお更さらいい。




　しん、




　と玄げん関かんドアは、白いペンキ塗りの内側を見せて、閉じていた。

　見た感じでは、ドアに気配はなく、ただ覗のぞき穴と郵便受けをこちらに向けて、薄うすぼんやりとした部屋の空気の中で、静かにぽつんと、閉まっていた。

「……」

　静かに。

「……はーい？」

　訊たずねるように、もう一度、返事。

　返事は廊ろう下かの空気に拡散して、消える。

　ドアからの答えはない。ただ広がる、沈ちん黙もく。




「………………………………………………」




　潜ひそんでいるような、沈ちん黙もく。

　急にうっすらと、心の中に、影が差すように、不安が滑すべり込んだ。

　廊下からドアまでの光景に、ひどい孤独感を急に感じた。誰もいない、何もいない、空っぽの空間と、そこに満ちている、薄ぼんやりとした停滞した空気。

　その奥で、ぽつん、と玄関のドアが、閉じている。

　外と、家の中を隔へだてて、その向こうへの視界を隔てて、ただ冷たく立っている。

　外に来客がいるのだろうか？　チャイムを鳴らした人間が。しかしあれ以来チャイムは鳴らず、ドアが叩たたかれることもなく、返事に答える声も、何もなかった。




　しん、




　とただ、静かに閉じるドア。

「…………誰？」

　みし、と一歩踏み出した廊下の軋きしみが、奇き妙みように大きく聞こえた。

　その自分の立てた足音に、心を撫なで上げられる。一いつ瞬しゆん足を止め、息を止め、気配を探るように黙だまってドアを見つめたが、答えはない。

　誰かが息を潜ひそめているのか、それとも誰もいないのか。

　ただ静かに閉じたままの玄げん関かん。だんだんと、不安が募つのった。

　近づきたくない。

　だが確認しないのは、もっと怖い。

　意を決して廊ろう下かを進んだ。ぺた、ぺた、と裸足はだしの足がフローリングの廊下を踏んだが、その裸足の感かん触しよくが、何とも心許なかった。




　ぺた、

　ぺた、




　玄関に近づく。

　音はなく、気配もない。金属製のドアは、冷たく沈ちん黙もくしている。

　視界の中で、大きくなってゆくドア。だが近づいても、冷たい金属の静せい寂じやくばかりで人の気配の一つも、ドアからは感じない。




　ぺた。




　そしてさして広くもない家の中、すぐに玄関の前に着いた。

　何だかひどく緊きん張ちようしながら、ほとんど段差のない玄関に、息を潜めるように足を降ろして、サンダルを引っ掛けてドアの前に立った。

　相変わらず声はせず、音もなく、気配も無い。

　こうなると表を確認する方法は一つしかない。ドアの覗のぞき穴に、顔を近づける。

「…………」




　ごくり。




　と喉のどの奥が、鳴る。

　鼻からの呼吸の音が、やけに大きい。

　視界一杯が、ドアになる。息が、冷たいドアの表面に触ふれる。

　そして────




　そっ、




　と覗き穴に目を当てて、ドアの向こうを覗き込んだ。

「…………」

　視界が小さく丸く、切り取られた。

　白く日の当たった、団地の表の通路が見えた。レンズで丸く歪ゆがんだ、明るく日の当たった、コンクリートの、共用通路。

　じっと、見つめる。

　しばしの間。しかしそこには無人の通路が見えるばかりで、何も動くモノも、立っているモノさえも見当たらなかった。

　しん、と静せい寂じやくの広がる、ドア。

　誰もいない。何もいない。何も起こらない。ドアの覗のぞき穴に目を当てたまま、ほっと溜ため息いきをついて、胸を撫なで下ろした。




　そして次に息を吸い込んだ時、鼻の中に強烈な血の臭いが広がった。




「………………う!?」

　一いつ瞬しゆんにして嗅きゆう覚かくを血の臭においに覆おおわれた。何が何だか分からず、混乱と嫌けん悪おに襲おそわれて思わず覗き穴から顔を離し、下を向いた。

　その瞬しゆん間かん、




　ぴちゃ、




　と思わず後ずさったサンダルの足元に、黒い水みず溜たまりができているのが目に入った。いつの間にか玄関の床ゆかに黒い水溜りができていて、サンダル履ばきの足を浸ひたしていたのだった。

　足をずらした途と端たん、ずれた分だけサンダルの形の乾いた床が現れた。

　しかしすぐにその乾いた床には、周りの黒い水が流れ込んで、水溜りに沈んでしまった。

　この水がどこから来たのか、何なのか、一瞬分からなかった。だが混乱しながら足元を見回すと、両方の答えが、ドアの部分に一度にあった。

「………………!!」

　ドアに取り付けられた郵便受けから、ぼたぼたと水溜りが広がっていた。

　空気穴のようにいくつも穴の開いた金属製の郵便受けの、穴と隙すき間まから、ぼたぼたと液体が雫しずくになって玄関へと落ちていた。

　郵便受けの隙間からも、ドアに大小幾いく筋すじもの線を引いていた。そして白いドアに、だらだらと垂たれたそれらの筋は、雫とも水溜りとも違って薄うすく広がり、その液体本来の色を、辛かろうじて見せていた。




　赤黒い、血の色を。




「ひ……!!」

　悲鳴を上げて、大きく後ずさった。

　途と端たん、踵かかとが玄げん関かんの段差に引っかかって、大きくバランスを崩くずす。そして玄関マットの上に尻しり餅もちをついた瞬しゆん間かん、途端にがくんと視界が下がって、だらだらとドアに血を流した郵便受けが大きく目の前に現れた。

「……ひいっ!!　ひ…………い……!!」

　声にならない、悲鳴。

　郵便受けに開いたいくつもの穴からは、血が搾しぼられるように流れ出し、そして中にみっしりと何かが詰め込まれているのが垣かい間ま見みえた。

　僅わずかにはみ出ているものも、血に塗まみれてよく分からない。

　動物の死し骸がい!?　頭に浮かんだのは考えうる限り最もおぞましい、サイコスリラーの映画で見るような、恐ろしい想像。

「ひ……!!」

　目を見開く。目を逸そらすのも、恐ろしかった。

　血の漏もれる郵便受け。何？　何が入ってるの？

「………………!!」

　床ゆかにへたり込んだまま、恐怖と悪お寒かんでぶるぶると震ふるえる手を郵便受けへと伸ばした。そして軽く引っ張るだけの郵便受けの蓋ふたの留め金を、つまんで、逃げるように引っ張った。

　途端。




　がしゃん！　と蓋が下に開いて中から、血塗れの人間の顔の皮がこぼれ出した。




「!!」

　大きく開いた郵便受けから、人間の顔から剝はがした皮ひ膚ふが、空くう洞どうになった目と口を大きく開けて血の涙なみだを流しながら、どろり、と垂たれ下がった。

　そして大量に血を含んだ髪かみの毛があふれ出し、そこから雨のように血が降って。




「きゃああああああああああああああああああああああああああああああ──────っ!!」




　恐怖の絶ぜつ叫きようが玄関の中に響ひびき渡った。

　かくして〈悪夢〉は、これから始まる。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！




　まずはいつものように、この本を手に取った貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。引き続きお手紙など送ってくださる貴方にも、重ねて御礼申し上げます。




　さて……

　今回はオスカー・ワイルドの童話、『しあわせな王子』をお送りします。

　ワイルドは、日本ではそれほど周知されていない作家なのではないかと思います。

　日本においても夏なつ目め漱そう石せきなど、あの辺りの時代の文学者の多くに影響を与えています。しかし文学者について調べたことのない大半の人にとっては、ほぼ知らないが、良くて『しあわせな王子』の作者という認識なのではないでしょうか。実のところ私も、すっかりその存在を忘れていて、『しあわせな王子』はアンデルセンあたりの作だと思い込んでいました。

　ペローやアンデルセン、そしてワイルドの作もそうですが、有名な童話は何よりも道具立てが非常に印象的で、登場アイテムだけで童話が思い出せるほどです。

　ガラスの靴くつ。マッチ売り。そしてサファイアの目とルビーの嵌はまった剣を持った、全身が金に覆おおわれた、王おう子じの像。

　以前、同業者さんから「甲こう田ださんの作は、ライトノベル作品には珍めずらしく道具に関心がない」と言われて「そうかもなあ」と思ったのを思い出したりもしつつ。

　このような卓たく越えつした童話作家のセンスは我わが物にしたいものだと、このあとがきを書きながら思ったりもしたのでした。




　それでは、ここしばらくとみに〆切で迷めい惑わくをかけ続けの、この本の製作に関わった全すべての方々に心から申し訳ないと思いつつ、いつものように心からの感謝を、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに贈りながら────





二○一○年三月　　甲田　学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。気付けばもう長いことハマっている万年筆。一番のお気に入りであるゲラチェック用の万年筆はこんな感じです。『夜魔』『グリム』と違う物語の連続執筆もこの万年筆があれば大丈夫！
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。『夜魔』『グリム』と立て続けに色々な恐怖に携わった反動で、今回は少し和やかな絵も……!?
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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